




















本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　薄うす暗ぐらい一室に、ぼんやりと格こう子しの影かげが見えている。

　花を象かたどったそれは美しく、磨みがきあげられた板張りの床ゆかは贅ぜい沢たくなしつらえだが、明らかにここは人を閉じこめるための座ざ敷しき牢ろうだ。

　地下にあるため窓ひとつなく、外からの明かりも風も届かない。そのなかを、年の頃は六つほどの少年が格子に近づいていく。

　小さな素す足あしが気配を殺すようにして踏ふむ床板は、指先がかじかむほど冷たい。

　朝がくれば霜しもが降りる時季になり、雪が降る日もそう遠くないだろう。

「ねぇ、そこにいる？」

　少年がひそめた声を投げると、薄灯りのほうから声が返る。

「いる」

　簡潔な答えが澄すんだ声で返された。

　黒くろ髪かみの少年は格子に駆かけ寄ると、中へ向かって手をのばす。艶つやめく漆うるしで仕上げられた格子は、このミッドパレスの地において独自の装そう飾しよくのひとつだ。

　だがいくら外観を端たん正せいに仕上げようと、ここが檻おりであることには変わらない。

　蠟ろう燭そくのほんのわずかな明かりが揺ゆれ、中にいる人物の白い顔を浮うかび上がらせた。

　そこにいるのはまだ十歳にもならない幼い少女だ。

　だがその面おも影かげは、見る者をはっとさせる、匂においたつような麗うるわしさがある。

　伏ふせられたまぶたと、長いまつげの下には、輝かがやく黒こく耀よう石せきの瞳ひとみ。

　血の気のない細い指先に触ふれた途と端たん、その冷たさに少年は息を詰つめた。

　痛ましげにその手を握り締しめても、少女はされるままでいる。

　少年の指がそっと少女の手首の内側に触れた。そこにはお互たがいに同じ形をした、小さな花びらのような痣あざがある。

　それはまだ幼い少女と少年にとって、互いに決して裏切らぬ間あいだ柄がらであることの誓ちかいを示す、証あかしとも言えた。

　彼女はこのミッドパレスにおいて、民たみを導く宣せん託たく『月の声』を聞く特別な存在だ。

　だが、その日々の生活は鳥とり籠かごに押しこめられるかのように、自由のない息苦しいものだった。

　少年は眉まゆをひそめ、決意をこめた声でささやく。

「準備は済んだ。明日あした、必ず迎むかえにくる。そうしたら一緒に……ここから逃にげよう」

　少年の声に、驚おどろいたように少女の冷たい指が離はなれる。

「そんなこと、あなたのお父様が許さない」

　幼くも儚はかない笑えみが、少女の顔に浮かんだかと思うと、その首がゆるくふられる。

　艶つやのある素す直なおな髪かみが、その背にそってさらりと流れた。

　だが少年は手を伸のばすと、強く少女の手をつかんで引き寄せた。

「夜の見回りをやり過ごしたら、朝日がさす前にここをでる。鍵かぎは開けておくから、絶対に待ってて」

　自分の決意が本物だと示すように、少年は懐ふところから細い鍵を取り出す。

　父親の部屋から持ち出してきたのだろう。少年は、少女が入れられている座敷牢の鍵穴に黙だまって鍵をさしこんだ。

　カチリと硬かたい音が聞こえると、細く冷たい手が少年の指にそっと触れた。

「ありがとう」

　淡あわい微笑ほほえみは、花びらが風にそよぐような頼たよりなさだ。

　巫女みこと呼ばれる少女を、必ず自分が自由にするのだと、少年は強く決意をかみ締める。

　ただ、彼女の微笑みが見たかった。

　まるで罪人のように閉じ込められ、薄暗い座敷牢のなかで過ごす時間が楽しいはずはない。

　日の当たる場所で、自由に暮らす彼女の姿こそが幸せなのだと信じていた。

　自分の手に触れる、淡たん紅こう色しよくの小さな爪つめすら宝物のようにみえ、少年はそっと爪に触れてから格子を離れる。

　座敷牢に背を向けると、すがるような澄んだ声が投げかけられた。

「待ってる。朝がくるまで」

　その声ににじむかすかな希望を感じ取り、振ふり向いた少年は深くうなずいてみせた。

　わずかな蠟燭の明かりに浮かぶ白い花のような微笑み。

　それは少年が見た少女の最後の姿になった。




　翌朝。日が昇のぼるより早く、少年が暮らす都市ミッドパレスはかつてない混乱に陥おちいった。

　激しく大地が揺れ、建物は次々と倒とう壊かいする。そこここであがる火の手に人々は逃げまどった。

　なによりその被ひ害がいが深刻だったのは、少女がいた建物の周辺だった。

　いまは巫女に関かかわる役職の者たちが、火災の消火にもあたらずひたすらその姿を捜さがしている。

　少年は倒壊した柱や瓦が礫れきを避よけ、よじ登りながら必死に目を凝こらした。

　くすぶりつづける黒こく煙えんと砂さ塵じん。

　あらゆるものが焼け焦こげる嫌いやな臭しゆう気きと、人々のうめきや助けを呼ぶ声。

　そのなかから欠片かけらでもいい、少女の気配を感じ取ろうと全神経を研とぎ澄ます。

　少女の名を叫さけび、煙けむりの刺し激げきにむせこみながら、瓦礫をかきわけ奥へと進んだ。

　煤すすで手足が黒く汚よごれ、目からは涙なみだが止まらなくなる。それでもひるむことなく前進をつづけた少年は、座敷牢があったと思われる場所へたどり着いて、はじめて声をなくした。

　かろうじてもぐりこめた地下への階段。

　その先の床板一面に、巨きよ大だいな花のように朱あかいものが広がっている。

　べったりと床を濡ぬらす赤い液体の上に、牢ろうのなかに生けられていた牡ぼ丹たんの花びらが散り、少女の淡い面影が無残に塗ぬりつぶされていく。

　灰かい塵じんに覆おおわれた薄暗い空の下に、悲痛な叫びが放たれた。
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「招集かかりましたよ、ハイヅカさん」

　廊ろう下かを早足で歩きつつ、アイリは興奮気味に口にした。

　薄うす紫むらさきがかった青い瞳は、気持ちの高ぶりのせいで心なし色いろ濃こく見える。

　七聖府ザインの制服である、白とこげ茶の上下を身に着けたアイリは、長靴ブーツをはいた足で必死に歩調を早めた。ちょこちょこと小走りになるせいで、背に流れる金きん褐かつ色しよくの髪がひらひらと揺れる。

「だから急いでんだろ！」

　答えたのはアイリの相棒であるエン・ハイヅカだ。

　ただでさえ身長が高く足の長さも違ちがいすぎるというのに、ハイヅカはアイリを置き去りにしかねない勢いで先を急ぐ。

　目にかかりそうな艶のある黒髪の下には、見る者の視線を止めてしまう端たん整せいな顔立ちがあった。

　銀灰の瞳は人を遠ざける厳しさがあるが、すっきり通った鼻筋の下、やや大きな口もとがその感情をはっきりと表現する。

　ちょうど昼休きゆう憩けいの時間にさしかかり、ふたりは七聖府の職員用食堂で昼食をとっているところだった。

　だが、食後のお茶を口にする間もなく、緊きん急きゆう招集がかかったのだ。

「食いすぎたからって、ちんたら走るなよ」

「常に腹八分にしてますってば！」

　ハイヅカにいわせると、アイリの食しよく欲よくは野や獣じゆう並みらしい。

　──だいたい、人のこと「食べ過ぎ食べ過ぎ」って、ハイヅカさんったらおおげさなんですよね。デザートの三つや四つ食べるぐらい、年とし頃ごろ女子のたしなみなのに……。

　だが規則正しくバランスのとれた食事をするハイヅカは、未み婚こんの成人男子とも思えないきちんとぶりだ。

「そっか……！　きっとおかしいのはハイヅカさんなんだ。あの運動量と体の大きさを考えたら食事の量がつりあわないもん、間ま違ちがいなし。それになんか今日は朝からご機き嫌げん斜ななめだし」

　ぶつぶつつぶやいている間にも、いつの間にかハイヅカの広い背中を見失っている。

　慌あわてて走り出したアイリの前に、再びハイヅカがあらわれたと思うと、その手には聖戦器フアランクスと呼ばれる槍斧ハルバートがあった。

　武器の使用許可が下りているということは、現場はすでに危険な状態なのかもしれない。

　七聖府が開発した聖戦器フアランクスと呼ばれる武器は、資格保持者にしか与あたえられない。

　その使い手の力量と精神力によって、武器としての使用はもちろん、呪じゆ具ぐに対しての盾たての役割を果たしたり、守護物タリスマンの効力を増ぞう幅ふくしたりすることも可能なのだ。




　ここアルステラ大陸は、『七聖守護物ザインタリスマン』と呼ばれる守護物に守られている。

　それはかつて訪おとずれた世界の危機に、ウィッカと呼ばれる存在が人々を助け、守るために与えられたものだと語り継つがれてきた。

　そのためこの大陸では、守護物や呪じゆ物ぶつが人々の暮らしを大きく左右していた。

　干ばつや大雨など天候状態はもちろん、病気や怪我けがの治ち療りように使われる守護物も数多い。そして呪物は魔ま除よけとして、外敵を退ける役割を果たしてきた。

　このアルステラ大陸に存在する、七つの都市が連合した政府機関は七聖連合と呼ばれる。

　そして七聖連合がすべての都市の管理と統とう括かつをするために生み出したのが、アイリたちが働いている『七聖府ザイン』だった。

　七つの都市の代表として、七聖府に課せられたもっとも大切な役目は、『七聖守護物ザインタリスマン』の管理と守護だ。

　だが近年、七聖守護物が脅おびやかされる事件が頻ひん発ぱつしていることから、新たにアイリたちが所属する『七聖守護物対策室』が設立された。

　ここは七聖守護物に関わる事件だけを専門に対応する、特とく殊しゆ機関である。

　表向きは、七聖府のあらゆる部署から選せん抜ばつされた、選えり抜ぬきの人員で構成されていると伝えられていた。

　しかし、入省したばかりの新人であるアイリが配属されたことといい、その構成員を見ても、なにかと型破りな傾けい向こうがあることも否いなめない。

　それでも日々仕事をこなしていくのに必死なアイリは、ハイヅカの背を追って出動車両のおかれている格納庫にたどり着いた。

　大きさも性能もまちまちの車が並ぶなか、一台の車の窓から主任であるオリヴィア・シアーズが半身を乗り出して手を振ふっている。

「あんたたち、こっちよ！」

　シアーズのくっきりとした面おも立だちには、眉まゆのラインひとつまでぬかりのない、完かん璧ぺきな化け粧しようが施ほどこされていた。もちろん大きくうねりをみせる巻き髪がみにも隙すきはない。

　車に近づくと、シアーズの後ろの座席には大量の機材と一いつ緒しよに乗り込んでいるひとりの少年の姿があった。

「まー、この優ゆう秀しゆうな僕までいちいち現場にいくほどの事件かどうかはわからないけどね」

　どこか不ふ機き嫌げんそうな声をあげたのは、七聖府で最年少職員でもある七聖守護物分ぶん析せき官のダリウス・フロストだ。

　まばゆい金きん髪ぱつに琥こ珀はくの瞳ひとみと、目を見張るような美少年ではあるが、どうにも言葉がきついのは性格なのだろう。

　ハイヅカが車両の上部に聖戦器フアランクスを固定すると座席につく。

　車の運転席に乗り込んでいるのは、同じく聖戦器フアランクスの使い手であるアダム・サイクスだ。

　ゆるくくせのある短い銀ぎん髪ぱつと白い肌はだ。

　薄うすい青の瞳の上にある華きや奢しやな眼鏡めがねは、一見彼を冷たそうにもみせる。だが、その丁てい寧ねいな口調と穏おだやかな人ひと柄がらが、アダムの印象をやわらげる魅み力りよくになっていた。

　アダムは律りち儀ぎに振り返り、全員の乗車を確かく認にんすると納なつ得とくしたようにハンドルを握にぎった。

　対策室の一同を乗せ、車は速すみやかに現場へと走りだした。




　それほど車を走らせることなく到とう着ちやくしたのは、中央都市の中心部からやや離はなれた位置にある工場地帯に作られた倉庫だった。

　工場の敷しき地ちのなかには、五つほど四角い建物が並んでいる。

　それを取り囲む外がい壁へき沿いに歩いていくと、六人の人ひと影かげが見えた。どうやら先に到着していた、守護物タリスマン取とり締しまり課かの人間のようだ。

　守護物取締課は、アイリたち七聖守護物対策室と同じく七聖捜そう査さ局に属している。

　一いつ般ぱん的に流通する守護物や呪物にかかわる、犯罪捜査や違い法ほう行こう為い取り締まりを主に行う部署だ。

　その彼らがいっせいにこちらを振り向くと、表情がにわかに険しくなった。

「あーあー、面めん倒どうなのがきたな。人の畑からおいしいとこだけ持っていきやがる。カラスか野の良ら犬いぬ並みに浅ましい奴やつらだ」

　ひとりの若い捜査員がこれ見よがしに口にしたイヤミにも、対策室のメンバーはもはや顔色も変えない。

　七聖府上層部の決定で、他部署の権限をも飛び越こえることを認められた七聖守護物対策室は、あらゆる方向からやっかみと非難を浴びつづけているからだ。

　シアーズが、じつに優ゆう雅がな笑えみに凄すごみをこめて若い捜査員に流し目をくれる。

「ここらのゴミの回収規則が厳しいことは存じてますわ。それに有能なカラスだったら、あなた方が持て余す問題ごと、きっちり片付けることも可能でしょうし。で、こちらの担当責任者は？　現場に到着次し第だい速すみやかに、本件引き継つぎの義務を果たしていただきたいのだけど？」

　後半から明らかにドスを利かせたシアーズの口調に、相手は気おされたように口を閉じる。

　元軍事局所属の女主任に立ち向かうには、若手職員では貫かん禄ろくも根こん性じようも足りないようだ。

　そんな捜査員を押し退のけるようにして、年かさの捜査員が前にでた。どこか苦々しい表情で、決してシアーズと視線をあわせようとはしない。

「報告する。この第四倉庫において、違い法ほう呪じゆ物ぶつの搬はん入にゆうがなされたとの情報をつかんでいた。だが運び込まれた荷には、あの『黒の七星旅団』が関係していることがわかってな」

　腹立たしさを隠かくしもせず、男は不機嫌な表情を始終崩くずさない。

『黒の七星旅団』は、十五年前に都市のひとつである、ミッドパレスの七聖守護物を呪のろい、都市を半はん壊かいさせた『落日の礼拝』と呼ばれる事件を起こした。

　彼らは反政府組織として、七聖守護物ばかりを狙ねらった事件を起こすため、七聖府でも『黒の七星旅団』に関かかわる事件は、七聖守護物対策室へと引き継ぎされるようになっていた。

「俺たちの捜査では、ここに出入りしている連中が『黒の七星旅団』から呪物の提供を受け、市場で密売を行って得た利益が、組織に還かん元げんされてるって事実をつかんだ。ただ、一応規則ってもんがあるから、お前さんがた対策室に連れん絡らくがいったってわけだ」

　捜査員の表情と報告から、彼らが守護物取締課として、この事件を慎しん重ちように追ってきたのだろうとわかる。

　それを途と中ちゆうで引き渡わたさねばならない悔くやしさも理解できるのか、シアーズは背筋を正すと敬礼してみせた。

「ご報告感謝いたします。ただいまを以もつて、本件は『七聖守護物対策室』があずからせていただきます。本件は、我々が責任を持って必ず解決いたします」

　シアーズと向き合った捜査員は、最後に眉み間けんに深くしわを浮うかべたかと思うと、自分の部下たちをつれてその場を後にする。

　彼らの背中を見送ると、シアーズはアイリたち職員に向かって長いまつげをしばたたかせた。

「さぁ、取りかかるわよ。私はもうちょっと取締課の人間と引き継ぎがあるから、ダリウスはここの倉庫のどこに取引の呪物があるのか探査を始めてて。アイリもその補ほ佐さに。ハイヅカとアダムは周囲に怪あやしい人間が潜ひそんでいないかさぐってちょうだい。あぁ、でも両者とも離れすぎないようにね。とくにアイリとハイヅカは一定距きよ離りを保ってて」

「主任。それ、むずかしーですよ」

「めんどくせぇな」

　互たがいにばらばらの作業をしつつ、それぞれの位置を把は握あくして動くというのはとても煩はん雑ざつだ。

　聞いてないふりで、さっさといったとばかりに手をふるシアーズに追い立てられ、仕方なくアイリとハイヅカは現場に散っていく。

　そもそもアイリが、この新設部署に配属された理由からして妙みような話だった。

　いまは自分の相棒パートナーとして共に行動することになったハイヅカは、元は七聖府の保安局に所属していた職員だ。だが、その類たぐい稀まれなる大だい凶きよう体質により、日々想定外の事故や災難が立て続けに起き、日常生活にまで支障がでているありさまだった。

　そして学生時代から『幸運ラツキーちゃん』などと噂うわさされてきたアイリの幸運体質に、対策室室長であるケネス・コーネルは目をつけたらしい。

　アイリはハイヅカの凶運対策のために、彼の相棒としての仕事を与あたえられたのだ。

　ハイヅカたちの消えていった方角を確認したものの、アイリの胸のなかに複雑な気持ちが生まれていた。

　──本当は私がハイヅカさんと動けたらいいんだろうけど、サイクスさんみたいに聖戦器フアランクスなんて使えないし。実戦になったら役に立てないもんなぁ。

　それが悔しくありつつも、いまはせめてダリウスの役に立たねばと、検査道具の入った鞄かばんを両りよう肩かたにぶらさげて、ダリウスの後についていく。

　言われるままに、色のついた呪じゆ譜ふらしき紙を建物の壁かべにはりつけていきながら、アイリはちらりと視線を走らせた。

　──私がそばにいるだけで、ハイヅカさんの凶運が相そう殺さいされてるってほんとなのかな。その効果ってのもダリウスさんの調査みたいなので、数値的に実証できたりするんじゃ……。

　そこまで考えて、アイリははたと足を止める。

　──でも、実証されて効果がないってなったら、やっぱり私は部署異動されるってこと!?

　そう思い至って急に焦あせりにかられたアイリは、はっと気づいて頭を振った。

　──うぅん、私の配属理由はそれだけじゃないから、対策室ではまだ必要ってことになる……だとしても、ハイヅカさんとの相棒は解消になっちゃうってこと？

「アイリ！　ぼさっとしてないで、さっさと貼はった紙の色を記録していってくれよ」

　気づけば、ずいぶん先に歩いていたダリウスから怒ど鳴なられて、アイリは首をすくめた。

　そのとき、倉庫をひとつ隔へだてた向こうで、ドォォンと鈍にぶい音があがる。

　とっさにダリウスと視線を交かわしてアイリは思わず叫さけぶ。

「ハイヅカさん!?」

　驚おどろいて走り出したアイリとダリウスが、倉庫脇わきの道を抜ぬけた途と端たん、そこには白い欠片かけらのようなものがふわふわと舞まっていた。

　一いつ瞬しゆん呪じゆ物ぶつに絡からんだ怪しいものかと、アイリはおそるおそる手のひらをさしのべるが、白い物体は風にそよいでひらりと逃にげた。

　特別な害はなさそうだが、白くてふわりとしたその正体を想像してアイリは思わず声をあげた。

「まさか……雪!?」

　アルステラ大陸は基本的に温暖な気候のため、ミッドパレスの一部を除いては、雪が降ることはほぼない。

「なわけねぇだろ！」

　声が聞こえて、アイリが頭上をふりあおぐと、倉庫の屋根の上に逆光になった長い影かげが見える。

　どうやらそこにいるのはハイヅカのようだ。

　視線をおろせば目の前の倉庫は引き戸になっている大おお扉とびらが大破され、薄うす暗ぐらいなかに積みあがった荷が見えている。

「ハイヅカさん、まさかこれやっちゃったんですか……器物損そん壊かいで訴うつたえられますよ。しかもここって一体なんの倉庫……？」

　アイリはつぶやいて、いまも肩かた先さきに舞い落ちてきた白いものを指でつまむ。

　それはやわらかに舞い降りてくる、羽う毛もうのひとひらだった。

　だが、アイリの呟つぶやきをかきけすように、倉庫の奥の通りからさらなる爆ばく音おんがあがる。

　一いつ拍ぱく遅おくれて周囲の空気が震ふるえると、空高く白い欠片が舞い踊おどった。

「サイクス、防ぼう壁へき！」

　爆発の衝しよう撃げきに、ハイヅカは叫んで宙に飛び出す。

　ハイヅカの足もとに気流が巻き起こり、舞い散る羽毛が渦うずを作る。

　そのまま見えない足場を長靴ブーツが踏ふむと、ハイヅカははずみをつけアイリたちの側そばへと着地した。

「いまの──いまのなんなんですか、どうやって空中に階段が!?　サイクスさんの魔ま法ほう……」

「なわけないだろ。ほんっと馬ば鹿かなんだな、君は」

　あきれたようすで背中をはたかれ、アイリはむっとして背後のダリウスを見た。

「いまのは、サイクスさんが聖戦器フアランクスを応用して使ったんだ。防護陣じんの小さいものを、ハイヅカの足もとに発生させる。不可視だけど物理的な盾たてが空中に存在するから、人体も支えられるってことになる。どう……ほんの欠片でも理解できた？」

「えっと……まぁ、わかったような気が、しないでもないです」
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　どうやら、アダムの持つ聖戦器フアランクスの防ぼう御ぎよ能力は、形を変えて応用ができるらしい。

　しかし、話すふたりを置き去りにして、駆かけ出したハイヅカは、すでに倉庫の角を回りこんでいる。その背中を追って、アイリとダリウスは再び走るハメになった。

　曲がり角で、アイリは重たい調査用鞄にふりまわされ、思わず転びそうになる。

「止まれ！　でなきゃ後こう悔かいさせっぞ」

　耳を疑う制止の呼びかけはハイヅカの声だ。

　ちょうど角を曲がって息をついたアイリの視界が、聖戦器フアランクスを振ふりかぶるハイヅカを捉とらえた。

　放たれた槍斧ハルバートは風鳴りをたてて、逃げる男が持つ鞄の持ち手を直ちよく撃げきする。

　鋭するどい穂ほ先さきは男の手から鞄をさらい、そのまま地面に縫ぬいとめた。

　その刃は先さきに破られた鞄の裂さけ目から、ばさりとこぼれだしたのはヒトガタの呪譜のようだ。

　中心に目らしき模様が緑と朱しゆ色いろで書き入れられ、ひどく禍まが々まがしく見える。

「それを倉庫の荷に仕込む気だったのか？」

　槍斧がぶつかった衝撃で、地面に転がった男はとっさに懐ふところに手を突つっ込むと銃じゆうを抜いた。

　だが、瞬しゆん時じにアダムが杖つえを縦に構え、ごくわずかにつぶやくと、ハイヅカと男の間に不可視の盾が出現する。

　男の銃から放たれた弾だん丸がんは、空気を破は裂れつさせるような音を立てみじんに飛び散った。

「こいつの前で、そういう飛び道具は無む駄だだ。覚えとけ」

　再び男に近づこうとしたハイヅカに、相手は往おう生じよう際ぎわ悪くあとずさると必死に駆け出す。

　ハイヅカはすぐに槍斧を地面から引き抜くと、アイリたちのいるほうへと鞄を蹴けり飛ばした。

　そしてなにかに耳を澄すますように、神しん妙みような顔をしたあと、舌打ちをひとつ残してハイヅカも走り出した。

「ハイヅカさん!?」

「鞄持って、脇わき道みちにそれろ！」

　叫び返されるのと同時に、奥にある建物の角を曲がって大型車両があらわれる。

　どうやら最初の爆音はハイヅカが原因らしいが、二度目の爆発音は車両の進入口を作るために、男の仲間が塀へいを破は壊かいしたもののようだ。

　幌ほろのついた車には、忍しのび込んだ男たちの一味が乗っている。

「野や郎ろう……逃がすか」

　わずかに減速した車にすがるように男が手を伸のばす。

　それを追うハイヅカはぐんと速度をあげると、槍斧ハルバートを使い棒ぼう高たか跳とびの要領で荷台の上に飛び乗った。

　当然車の男たちも迎むかえ撃うとうと、荷台では騒そう々ぞうしい銃じゆう撃げき音が鳴り響ひびく。

　ハイヅカは走る車の荷台から運転席の天てん井じよう部分に駆け上がると、槍斧で足もとを突き刺さす。

「すぐに、車を止めろ。でなけりゃ俺がやさしく止めてやる」

　だが、車上のハイヅカを振り落とそうというのか、車はなお速度をあげて蛇だ行こうしはじめる。

　車を追って走るアイリの目に入ったのは、車上で聖戦器フアランクスを天高く突き出したハイヅカが、ふりかぶった槍斧を足もとに刺すところだった。

　そして車とは逆に、こちらに向かって走ってくるアダムのいつになく必死の形相に、アイリは嫌いやな予感がして背後のダリウスをふり向こうとした。

「いいから、走れ!!」

　ダリウスに叫ばれ、いまはアダムと近づかねばならないのだと気づく。

　アダムの唇くちびるが動くと、全身を包む空気が膜まくのように変化するのが感じられ、ぴたりと肌はだに吸いついてくる。

　次の瞬しゆん間かん、前方の車が激しく爆音を立て、衝撃と炎ほのおと熱風が吹ふきつけられた。

　アダムの防ぼう御ぎよ壁へきに守られているとわかっていても、その威い力りよくにアイリは思わず顔を覆おおう。

「ちょっと、いまのってハイヅカさんは──」

　だが、アダムはさして慌あわてたようすもなく、杖の形をした聖戦器フアランクスを地面から離はなし、軽く土をはらった。

「彼なら、あれぐらいで壊こわれないでしょう」

　落ちついたようすで答えつつ、アダムは眼鏡めがねを外すとポケットに入っていたハンカチで丁てい寧ねいにレンズをぬぐいはじめる。よく見れば今日も身につけたベルトは裏返しだ。

　容姿端麗、性格も良いアダムの唯一残念な点は、身なりをきちんと整えきれないところだ。「サイクスさん、眼鏡も大事ですけど、ほかにももうちょっと気を配ったほうが」

「あぁ……皆みなさんそうおっしゃいますけど。ほら、眼鏡は綺き麗れいにしないと前が見えませんから」

　じつに当たり前のことを丁寧に説明され、なるほどとアイリがうなずく隣となりで、ばたばたとダリウスが衣服をはたく。

「まったくのんき話も結構だけどさ。僕としてはどうして、優ゆう秀しゆうなる分ぶん析せき官の自分が現場で泥どろにまみれるはめになるのかってことが、一番納なつ得とくいかないっていうか……」

　うんざりした表情で、制服の汚れを気にするダリウスはじつに不ふ機き嫌げんそうだ。

　やがて砂さ塵じんが少しずつ晴れてくると、煙けむりを上げる車の向こうに倒たおれている人ひと影かげを後にして、長い棒を持った人物が歩いてくる。

「ったく。あのまま走って旧市街に入られるとやっかいだからな」

　制服を煤すすに汚よごしながら戻もどってきたハイヅカは、これだけの騒そう動どうにもちっとも悪びれていないらしい。

「ちょっと！　何事!?」

　どうやら倉庫の入り口付近で、引き継つぎをしていたらしいシアーズが顔色を変えて走ってくる。

　だが、ハイヅカはシアーズを前に敬礼してみせると、きびきびと口をひらいた。

「主任、報告いたします。我々の捜そう査さ中に、怪あやしい人物が倉庫へ侵しん入にゆうするのを目もく撃げき。呪じゆ物ぶつを手に逃とう走そうしたため、停止を呼びかけましたが聞き入れられませんでした。追つい跡せき中、仲間と思われる車両が敷しき地ち内を走行してきたため、やむを得ず強制停車してもらった次し第だいです」

　びしっと背筋を伸ばして報告するところは、じつに七聖府ザインの職員らしい規律が感じられる。

　だが、きっとシアーズが問題にしているのはそんな態度だの言葉づかいだのではないだろう。

「そう……そりゃ、さぞかし丁てい重ちように停止をお願いしたんでしょうね。で、なんで倉庫が大破、荷物も大量破損で被ひ害がいは甚じん大だい。みたいな状じよう況きようなのかしら？　当然それに見合うだけの呪物を押収してなけりゃ──」

　シアーズはこめかみを引きつらせながら周囲に視線を走らせていたが、ハイヅカは自分の背後を見ろといいたげに顔を傾かたむける。

「ま、さか……あそこで燃えてるのって」

「車両にも荷を積んでたら、もう灰になってるかなぁと思われる次第であります！」

　隠かくしても始まらないと開き直ったハイヅカの言葉に、シアーズは眉まゆをぎゅっと怒いかりにしならせる。

　アイリは慌ててハイヅカが奪うばいとった鞄を持って駆け寄った。

「主任。この鞄は倉庫に侵入した男が持っていたものです！」

　すでにその鞄には、ダリウスが手早く検査の呪じゆ譜ふを貼はり、改造呪物であると明らかな反応がでていた。

　ダリウスにはすでにその用よう途ともわかっているらしく、めずらしくもなさそうに報告する。

「なかには数百枚の改造呪譜が入ってます。基本的には個人の部屋なんかにも仕込まれるものですね。これを貼られた場所には常に陰いんの気が流れこみ、ヒトガタを置かれた部屋の主は徐じよ々じよに心身を病やみます。古典的ですが、いつになっても需じゆ要ようが途と絶だえない呪じゆ詛そ用の呪譜ですね」

「そう……証しよう拠こ物件はそれだけなの。じゃあこれから、破損された倉庫の荷と引き比べた調査を徹てつ底ていしてするのよ。『黒の七星旅団』に関連してる資金の流れについても、確証と裏付けがとれないと……守護物取締局になにいわれるか。それに倉庫大破の工場からは、七聖府うちが訴うつたえられるでしょうね！　ハイヅカの大好きな書類仕事が山積みよ」

　そう告げたシアーズはもはや悪あつ鬼きのごとき形相だ。

「仰おおせのとおりに」

　だがハイヅカはまるでこたえたようすもなく、敬礼したあと優ゆう雅がに一礼し、聖戦器フアランクスを片手に歩きはじめた。

　アイリは慌てて後を追うと、思わずその広い背をつつく。

「ちょっと、ハイヅカさん。倉庫破壊を認めちゃったらまずいんじゃ……だいたいどうしてそんな無む茶ちやを」

「んー……あぁ。ちょっと聖戦器フアランクスの手元が狂くるったかもな。昨日はどうも夢見が悪くて……寝ねた気がしねぇ──」

　いわれてみると、いつもよりやや目元の陰が濃こい気もする。

　いまごろ眠ねむ気けに襲おそわれたのか、ハイヅカは気むずかしげな表情で、自分の手首を触さわっていた。

　そこにうっすらと赤い痣あざのようなものを見て、アイリは気になった。

「ハイヅカさん、そこ怪我けがでもしました？」

「いや、これは昔からあるやつで……。んー、とにかく倉庫破壊も証拠物品炎えん上じようも、夢見が悪かったせいだろうな」

「んもー、そんな理由がありますか。いくら私が大だい凶きよう避よけの相棒パートナーでも、添そい寝まではしませんから！」

　アイリの後ろでその会話を聞いていた、ダリウスがぼそりとつぶやく。

「確か……悪夢をはらうには、朝になったら東に向かって『獏にあげます』って三回いうって呪まじないがあったと思うけど」

「ははぁ、悪夢を獏にあげちゃうんですか。なんか可愛かわいいですけど、ハイヅカさんの悪夢って獏もおなか壊しそうですよね」

「いわねぇからな。俺は朝っぱらから獏にぶつぶついったりしねぇぞ」

　冗じよう談だんじゃないと不機嫌になるハイヅカにかまわず、アイリは背後の破壊された倉庫を振ふり返る。

「そういえば、さっきの大量に羽が出てきた倉庫の中身ってなんだったんです？」

　白い羽が大量に舞まい飛んだ空を思い出し、頭上をあおいだアイリの疑問に、ハイヅカもめんどくさそうに空を仰あおいだ。

「あー、たぶん入ってたのは…………枕まくらだな」

　ハイヅカの答えに、ダリウスが心底あきれた視線を送るとその背を追い越こしていく。

「なるほど。悪夢で眠ねむれなかった日に、大量の枕をみて怒り爆ばく発はつって、大人げないですねぇ」
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「いい加減、出動するたびに始末書ってのは免まぬかれたいものね。書類仕事の嫌きらいな誰だれかさんなら、十分わかってることだと思ってたんだけど」

　目つきを険しくしたシアーズがハイヅカをにらみつける間も、アダムが運転する車はなめらかに小道を抜ぬけ、七聖府本庁の裏門をくぐる。

　建物の地下にある、対策室にそれぞれが戻ったときには全員がぐったりしていた。

　シアーズは室長であるコーネルから呼び出されたらしく、しばらく姿が見えなかった。

　だがそれほど間をおかず戻ってきたのか、対策室の扉とびらが大きな音を立て開かれると、そこには顔色を変えたシアーズが立っていた。

「ちょっと、大変よ！」

「……みたいだな。とりあえずそいつから足どけてやれば？」

　あきれた声でハイヅカがいうと、その視線を追ってシアーズも視線を下げた。

　するとシアーズの靴くつの踵かかとは、思い切り布ぬの袋ぶくろを踏ふみつけている。

「はっ、いやだっ！　ごめんなさい。そこにいたなんて気づかなくてっ!!」

　それはあちこち縛しばった布の固まりが人の形を取ったような、ちょっと不気味な謎なぞの生き物ルジャインだ。

　守護物研究室で作られたらしいその布ぐるみは、時おりそこらをうろついては、こうして対策室にもまぎれこんでくる。

　先ほどから室内をうろついていたルジャインは、突とつ如じよ開かれた扉にぶつかり、踏み込んだシアーズの靴に踏みつけられたようだ。

「クッション……みたいなのかな」

　その踏み心地ごこちを想像してアイリは思わずつぶやく。

　シアーズに助け起こされつつも、怒りのあまり両手を振り回したルジャインは、小さなフォーチュンクッキーを投げつける。

　さらにはアイリの不ふ穏おんな想像にも殺気を感じたのか、こちらにまですこーん、と勢いよくクッキーをひとつ投げつけるとそのまま部屋を走り出ていった。

「なっ、痛いですよ！」

　とばっちりだと顔をしかめたアイリは、無言でうつむくシアーズが、ぷっくりと膨ふくらんだクッキーを割り開き、その場でがくりと膝ひざを突つくのを見た。

　興味を引かれてシアーズに近づくとその手元をのぞきこんで「ははぁ」とうなずく。

　そこにはこう記されていた。

『婚こん期き消しよう滅めつ！　赤糸断絶！』

「まぁまぁ、主任。そうへこまないで、ルジャインだって本気で呪のろってるわけじゃないですよー、たぶん」

　アイリのいい加減ななぐさめではちっとも安心できないのだろう、シアーズは必死の形相でダリウスをふり返る。

「大だい丈じよう夫ぶ、なにも気に病むことなんかないです。もともとないものは壊こわせませんから」

　救いどころか、崖がけからつき落とすような言葉を悪気なく吐はいたダリウスは「で、なにが大変なんですか？」と天使のようにほほえんで見せた。

　言葉もなくダリウスを見つめ返すシアーズに、ハイヅカがうんざりしたようすで口をひらく。

「うん、あれだろ。主任に必要なもんはこれから発見されたり、発明されたりするんじゃねぇのかな、たぶん」

「やめて。人の希望をそんな世紀の発明品みたいにいわないで！　それにハイヅカにまで同情されたら、もう終わりって気がするじゃないの」

　知らぬ者はないほどの凶きよう運うんを背負った男に同情されてはたまらないと思ったのか、シアーズは自分を取り戻もどしたらしい。

　アイリも周囲に気づかれぬようこっそりとクッキーを割ってみると、『初はつ恋こい大だい凶きよう』と記されていた。

　──な、なんだろ。なんでこんなもの私に？　急に初恋っていわれても……。

　思わぬ単語にアイリは首をひねる。『初恋』はともかく、『大凶』といわれればいまも面おも白しろがって上司に憎にくまれ口をたたいているハイヅカのことがとっさに浮うかんだ。

　視線に気づいたのか、突とつ然ぜんこちらに向けられたハイヅカの銀灰の瞳ひとみにどきりとして、アイリは焦あせって顔をそむけた。

　──いやいやいや、大凶の人と初恋は繫つながってないから！

　アイリはその紙をくしゃりとつぶすと、ポケットにしまいこんだ。

　気の利きくアダムが、全員の前に打ち合わせ用の大きな書板を運んでくると、ようやくシアーズが呼吸を整えて向き直った。

「いいわ、各自席についてちょうだい。先ほどの現場の騒そう動どうについては、ハイヅカにはもちろん始末書を出してもらうけど、お咎とがめはないわ。あの倉庫は七聖府ザインをはじめ、公共機関や病院なんかを中心に、寝しん具ぐの納入を行ってる会社のものだったの」

　その報告を聞いてダリウスが納なつ得とくしたようにうなずいた。

「なるほど、どうりでね。悪質な改造呪じゆ譜ふを業者経由の寝具にしこめれば、大量に送り込めます。長期的に使用されれば、遠えん隔かくで人を操あやつりもできるでしょうし、諜ちよう報ほう活動に使われる可能性も十分ですね」

　もしそれが実行されていれば、七聖府ザインだけでなく中央都市全体に及およぶ混乱が起きただろう。

「なにしろ今回の事件には『黒の七星旅団』が絡からんでることだから、今後は七聖府に出入りする業者や備品の発注にまでチェックをいれるってことで、同時に提案書も提出することになりそうね」

『黒の七星旅団』が、七聖府に対して直接の動きを取り始めているのであれば、警けい戒かいは早いに越したことはない。

「さっきの現場については以上よ。本件で押収された証しよう拠こ品については、改造呪譜ってことで解かい析せきして調べることになるから、守護物取とり締しまり課かと研究室に引き継つがれることになるわ。で、その話とは別件で、さっきコーネル室長から通達があったの。我々『七聖守護物ザインタリスマン対策室』全員への話よ」

　先ほどの現場ではあまり褒ほめられる結果を出してはいなかっただけに、シアーズが口にした報告はアイリには意外なことだった。

「この対策室が立ち上げられてすぐ、フレイアパレスから客人がきたことがあったわよね？　もちろんそのお客さんについては、七聖府においても公式記録に残されてはいないわ。ただ、やはりというか、結局一部の筋でその話が漏もれてるみたいね」

　その言葉に、アイリは思わず眉まゆ根ねを寄せる。

　他都市からの客人が持ちこんだ一件は、アイリが七聖守護物対策室に配属されて初めて扱あつかった事件だ。

　それは大陸北西に位置するフレイアパレスから、ジュマイエルという名の人物が、七聖守護物について援えん助じよを求めてきたことが発ほつ端たんだった。

　フレイアパレスを守護する『ファティマの手』と呼ばれる七聖守護物が、反政府組織である『黒の七星旅団』に狙ねらわれ呪じゆ詛そをかけられたというのだ。

　その影えい響きようでフレイアパレスには自然災害が頻ひん繁ぱんにおき、人々は混乱に陥おちいっていた。

　最終的には、アイリたち対策室メンバーが関かかわったことで事件はなんとか解決し、フレイアパレスにも七聖守護物が無事戻ることになった。

　しかし捜そう査さが難航した原因のひとつは、ジュマイエルが七聖守護物の管理を任される『星ほし鎮ちん守じゆ』という家いえ柄がらの人間だったことだ。

　過去にウィッカが人々に七聖守護物を与あたえたとき、その都市においてもっとも権力と富を持つ者を七聖守護物の守護に選び出したという経けい緯いがある。

　それは大いなる栄えい誉よであり、そうした背景から、星鎮守たちは議員として連合政府の議会にも出席を許されているのだ。

　星鎮守として、家の名めい誉よを汚けがさぬためにとったジュマイエルの行動によって、捜査が複雑化し、混乱したのは事実だった。

　結果的にその事件は、星鎮守であるジュマイエルの立場を考え、公おおやけにされることはなかったはずなのだが、どうやらすべてを隠かくしきることはできなかったらしい。

　ジュマイエルと親しくなっていたアイリは、事件について噂うわさが広まったのかと心配したが、シアーズは大丈夫だというように笑えみを浮かべる。

「もちろんそうした話が一部に伝わってるといっても、七聖府ザインの上層部と、議会の中心にいるような議員の間でだけのことよ。さすがに七聖府内部ですべてをもみ消すのも難しいってことね。とくに他都市の星鎮守の方々も、独自の情じよう報ほう網もうをお持ちのようだから」

　確かにフレイアパレスと同じく、どの都市にも七聖守護物ザインタリスマンがある以上、その管理をまかされている星鎮守たちは、わずかであっても不穏な動きはつかんでおきたいだろう。

「で、一大事ってのはどんな内容なんだ？」

　ハイヅカの問いかけに、シアーズははっと思い出したのか、「そう、その話なんだけど」と言い置くと書板に白はく墨ぼくを走らせた。

「一大事っていっても、今回のは悪い話じゃないの。いまこそ、この『七聖守護物対策室』が周りに認められるチャンスだって話よ」

　唇くちびるのきわをくいっと持ち上げたシアーズは、ほんの少し誇ほこらしげだ。

『ヘヴンリーパレス主しゆ催さい　都市再生記念式典』

「なんです？　ヘヴンリーパレスで都市再生って」

　ダリウスが、不思議そうに問い返したのも無理はなかった。

　ヘヴンリーパレスは連合政府を構成する七つの都市のなかでも、もっとも富ふ裕ゆう層の人間が多く豊かな場所だ。

　家柄や格式などを重んじる貴族が屋や敷しきを構え、大きな災害に襲おそわれることもなかっただけに、『再生』という言葉がしっくりこないのだ。

　そんな疑問に、気づけばアイリは口を開いていた。

「『都市再生』っていうのは、ヘヴンリーパレスのことじゃないんです。ミッドパレスや、他都市の災害にあった地域への支し援えん活動を行う財団や人間のことで、年に一度その記念式典があるんです」

　そこまで口にして、アイリは周囲の視線に気づく。

「そっか、お前ってたしかヘヴンリーパレス育ちだっていってたな」

　ハイヅカの言葉に、ほかのメンバーも思いだしたようにうなずいた。

「主任、でもその話と、この対策室になんの関係が？」

　尋たずねるアイリに、ほっとしたようすでシアーズが答える。

「そうだったわね。アイリがいるなら話は早いかも。その記念式典にね、招待されたのよ。七聖守護物対策室が」

　いまだ状じよう況きようが飲み込めない一同に向かって、シアーズがこれはすごいことなのだと言いたげにつづける。

「いいこと、この対策室は立ち上げ当初から、議会からも七聖府ザイン内部でも、いろんな意味で注目されてきたの。良くも悪くもね。それからフレイアパレスの件を耳にした連中が興味を持ってるのは確かよ。中でもヘヴンリーパレスの有力者であるディクソン家の当主が、対策室の招待を熱心に持ちかけたらしいわ」

「ディクソン家……」

　アイリのつぶやきに、ダリウスが記き憶おくをさぐるような表情を浮かべて視線をめぐらせる。

「たしかディクソン氏といえば、ヘヴンリーパレスの星鎮守を任されてますよね」

　その言葉に、一いつ瞬しゆん部屋のなかに沈ちん黙もくが満ちる。

　先ほども話題になったばかりのフレイアパレスの事件が、再び全員の脳のう裏りをよぎったからだ。

「まさか、また七聖守護物ザインタリスマンになにかあったとか、そういう……」

　つい不ふ吉きつな想像が浮かんだものの、アイリの言葉は思わぬ物音に打ち消された。

　軽いノックの音がして対策室の扉とびらがひらかれたかと思うと、小こ柄がらな男性がひょこっと入ってきた。

「室長!?」

　シアーズの驚おどろいた声に、アイリも思わず目を見張る。

「室長って……コーネル室長」

　あらわれたのは、ややなで肩がたの濃のう灰かい色の髪かみをなでつけた糸目の男性だ。

　ケネス・コーネルという名の彼こそ、この対策室の長おさである。

　だが、普ふ段だんは本庁上階の執しつ務む室にこもっていることが多く、これまで現場で顔をあわせることもなかった。

「そーそー。お話途と中ちゆうにごめんなさいよっと。いやさ、さっきシアーズ君と話してるときに伝え忘れたことがあって。それとお願いごともあったから、ちょっとお邪じや魔まさせてもらったってわけ」

　そういうと、コーネル室長は片目をひょいっと大きくあけてアイリを眺ながめ、近づいた机の上に、ぽんと小さな箱を載のせた。

「これは──」

「そ、例のタロットカード。今回ヘヴンリーパレスの招待を受けるにあたってねぇ。君にも一度占うらなってみてほしいんだよ」

　アイリの目の前に置かれているタロットカードは、この七聖府において特別なものだ。

　大陸の救世主、ウィッカの遺産として扱われる守護物のひとつであり、七聖守護物について占うことができる唯ゆい一いつのものだと推測されている。

　だがこのカードは長らく利用方法もわからぬまま、七聖府で保管されてきた。

　なにしろカードに描えがかれているその図ず柄がらは、淡あわい燐りん光こうに包まれているため常人には見ることができない。

　ただひとり、アイリだけがこのカードの図柄を見ることができる人間だったのだ。

　七聖府ザインに入省した当時のアイリは、外務省への勤務を希望し内定もされていた。

　だが結果的に、アイリの幸運体質やタロットに関わる能力を見込まれ、半ば強制的に七聖守護物ザインタリスマン対策室配属とされた。

　配属当初は不安や迷いもあったが、いまではアイリも対策室での仕事に十分意義とやる気をみつけられている。

「ほんとにイスフェルド君がきてくれて、僕もこの対策室の行く末が楽しみでねぇ」

　ほくほくとしたコーネル室長の声こわ音ねに促うながされ、アイリはカードを箱から出すことになった。

「あの、いまの話の流れからいくと、いまから占うのはヘヴンリーパレスの七聖守護物についてなんですか？」

　笑っているのか素すなのかわからない細い目のまま、コーネルは小さくうなずいてみせる。

「察しがいいのは素晴らしいことだね。ただし、いまから交かわされる会話やその結果は、部外秘ってことでね」

　どことなく楽しげなその口調に、シアーズは察するところがあるのか、小さくため息をつく。

「室長、わざとなんですね。先ほど私に全部伝えられなかったのも、アイリが占いをするのをじかに見にこられただけでしょう？」

　どうやらシアーズの指し摘てきは図星だったのか、コーネルは表情の薄うすそうな唇をくいっとひきあげてみせた。

「さー、僕もこのところ忙いそがしすぎて、ひとりごとが増えてしまってねぇ。優ゆう秀しゆうな部下に七聖守護物について占ってみて欲しいあまり、なにをつぶやくかはわからないが──」

　そういってくすんだ青の瞳ひとみを、アイリからはそらしたまま楽しげに目め尻じりをさげる。

　どうやらこれから先の会話が、あくまでこの場限りにされることだとそらぞらしく宣言したつもりらしい。

「ヘヴンリーパレスの七聖守護物といっても、イメージが漠ばく然ぜんとしてるとは思う。確かイスフェルド君はあの都市で育ったんだったよね。ただあれでしょ？　さすがに七聖守護物についての情報まではもってないだろうから、占せん術じゆつのために聞いておきたいこととかあるのかなぁ？」

　ひとりごとを装ったコーネルの言葉に、アイリも視線をあわせないまま答える。

「あー、えぇと。……これをうかがっていいのかわかりませんが……そもそもヘヴンリーパレスの七聖守護物って、どんな形をしてるのかなぁとか、一応聞いておきたかったりするかもしれません」

　これまでも各都市にある七聖守護物については、防犯や警護の面からもその形や詳しよう細さいについては公にされてはこなかった。

　あちこちで憶おく測そくめいたことはささやかれても、正確なところは星ほし鎮ちん守じゆと七聖府の一部の人間だけが、知りうることなのだ。

　しかしタロット占いというのは、占せん者じやによるカードの解かい釈しやくが肝かん心じんという要素がある。

　七聖守護物ザインタリスマンについて占えというのならば、少なくともその形や性質のようなものがあれば知っておきたかった。

　コーネルは無言で小さくうなずくと、ぼそぼそと言葉を口にした。

「たしかヘヴンリーパレスは、かつて幾いく人もの王によって治められてきた都市。貴族や騎き士しの家いえ柄がらが多く、それにまつわるものだってきいたこともある。なんだったかなー、よく伝説にもなってる、アレ…………そう、『聖せい杯はい』だったかな」

　コーネルはそれ以上言葉を加えることもなかったが、もはやずばり部外秘を口にしている。

　──あ、やっぱりそうなんだ。ヘヴンリーパレスで暮らしてるときにも、噂うわさは色々あったもんね。剣けんか盾たてじゃないかっていわれてたけど。『聖杯』ね……騎士にはつきものの伝説とかあったけど。なんだっけ、確か奇き跡せきを求められるとか、病を回復できるとか、そんな話だったみたいな……。

　アイリ自身には『聖杯』について、それほど具体的なイメージはなかったが、少なくともヘヴンリーパレスについてならわかっている。

「でも……まさかですけど、ヘヴンリーパレスの七聖守護物に異常があるとか、問題が起きているとかそういうことじゃないんですよね？」

　思わず口をついた問いに、やはりコーネルは視線をそらしたまま答える。

「あぁ、それはもちろん……いまのところは」

　やや含ふくみが感じられるコーネルの返事に、アイリはどこかすっきりしないものを感じて、ついその表情をうかがってしまう。

　すると細い目がわずかにひらかれて、鋭するどい光を宿した瞳がアイリにむけられた。

「じゃ、ここからはあくまで僕個人の主観とか、考えのひとつとして聞いてもらおうか。現状としては、星鎮守を担になうどの家も、議会での立場や自己保身を考えて動くところがある。自分たちの不始末や不ふ手て際ぎわはまず表ざたにはしないだろう。七聖府と議会と星鎮守はこれまでも、表向きは円えん滑かつにまわってきた。だが七聖府は、各都市にある七聖守護物を統合的に管理する立場だ。すべてに目をつぶってばかりもいられない日がくる」

　その言葉は裏を返せば、それぞれの立場で隠かくされた事実や秘密もあるということだろう。

　結局フレイアパレスの事件では、そのことが裏目にでたといえる。

　幸い七聖守護物は修復され、フレイアパレスでの異常気象も収まった。しかし、あらゆる物事が秘ひ密みつ裏りに運べば、どこでなにが起きているのか把は握あくできない実態が必ず生まれる。

「そんなところへ、『七聖守護物対策室』なんてものが設立されたとあって、星鎮守をはじめ周囲は我々の存在に興きよう味み津しん々しんといったところだ。彼らにとってこの対策室の存在が、邪じや魔ま者ものになるのか利用できるのか、判断をつけたいんだろう」

　その言葉を聞いたシアーズが、物もの憂うげにも感じられるため息をつくのがわかって、アイリは自分たちの立場が思うほど単純ではないのだと、薄うす暗ぐらい影かげを感じた。

　だがそうした思おも惑わくなどまったくかまうところではないのか、ダリウスがアイリの脇わきからタロットの教本をひょいと差し出す。

「基本的に、こちらに入ってくる正しい情報が少ないってことですよね。いいか、アイリ。室長のご厚こう意いで、七聖守護物ザインタリスマンが『聖杯』ってことはわかっただろう」

　ダリウスはぱらぱらと本をめくり涼すずしい顔で語りつづける。

「そして、ヘヴンリーパレスを象しよう徴ちようする天体は赤せき環かんの星だ。物事の抑よく制せいや忍にん耐たい、努力を司つかさどり、試練をあらわす。さらにその守護宮は磨ま羯かつ宮きゆう。これは女性性の活動宮で土を──」

　ダリウスの口から、怒ど濤とうのごとくこぼれつづけるうんちくに、アイリは「ダっ…はむわぐわっ」と声をあげると、ひらいた両手をつきだした。

「……なんだよ、その意味不明の奇き声せいは」

「悲鳴ですよっ。私の頭はもうついていけませんっていう」

「まったく、君のおつむときたら、驚きよう異いの狭きよう小しよう空間だね。少なくともここでタロットを扱あつかうのなら、エレメントと守護宮、支配天体との関係ぐらいは把握しておくべきだろう」

　ダリウスの言い分ももっともではある。

　しかし、もとよりアイリのタロットに関する知識のなさを知るハイヅカとシアーズは、そろって首を横にふる。

　さらにシアーズは慈じ愛あいを浮うかべた瞳で、ダリウスをみつめた。

「肝心のタロットの使い手がド素人しろうと。それはもうアイリの経歴を考えても受け入れざるを得ない事実よ。だからこそダリウス、あなたにはアイリの外づけ脳としての活かつ躍やくをこれからも期待しているの」

「そのいいかただと、この僕がゴミ箱新人のおまけみたいじゃないですか!?」

　琥こ珀はくの瞳をかっと怒いかりでみひらくダリウスに、ハイヅカがまぁまぁとその肩かたをたたく。

「お前がこの七聖府ザインにおいて逸いつ材ざいであり、かつ口が悪いってことは、誰だれもが承知の輝かがやかしい事実だろ。それにアイリの体力と能力は、そのほとんどが胃腸を含む消化器官にあるといってもいいんだぞ。ただでさえ小さいのにかわいそうだと思わないのか？」

　あまりにも失礼ないわれようだが、アイリは言い返すこともできず、口を引き結んだままカードをまぜはじめた。

　──うぅぅ、こんな人たちの無む駄だ口ぐちは耳にいれちゃ駄だ目め。そうじゃなくて、ヘヴンリーパレスは……石いし畳だたみの古い町並み。昔からの貴族のお屋や敷しきが多くて、物に恵めぐまれみんなゆったり暮らしてる。でも……私はなじめないことも多かったな。学校も変わっちゃったし……。

　つらつらと記き憶おくをたぐり寄せつつ、アイリはぎゅっと目を閉じると頭を一度真っ白にする。

　カードを机のうえでよくまぜたと納なつ得とくしてから、角をそろえて手のなかで何度か切った。

　きちんと揃そろえてひとつの山にしてから、もう一度机に戻もどす。

　七聖守護物ザインタリスマンについて占うらなえる特別なタロットカードとはいえ、その使い方は普ふ通つうのタロットと同じだ。

　アイリが気合いをこめて口をひらく。

「ワンオラクルでいきます」

　それはタロットカードを一枚だけ選び出し、直感的に物事を読み解く占い方だ。

　整えたカードの山を、手のひらで軽く押さえざらりと扇おうぎ状じように広げた。

　そのなかの一枚のカードに指をかけたところで、アイリはぴりっと指先に刺し激げきを感じて手をとめる。

　集中するために閉とざしていた視界に、薄うすく光が生まれたのに気づく。

　もやもやと形を変える渦うず巻まく霧きりのようなそれは、やがて不気味な白と黒の影を作った。

　──なんだろう、これ。なんか見覚えがある……この黒いふたつのくぼみって、なにかの目みたいな。

「あっ……」

　思わず声が漏もれて、カードに触ふれていた手を引くと、そのカードがはらりと机に落ちた。

「どうしたの？　なんかようすが変よ」

　シアーズに声をかけられ、アイリは自分の意識が覚かく醒せいするのがわかった。一いつ瞬しゆんのことだというのに、まるでここから感覚が遮しや断だんされていたような違い和わ感かんがある。

「いえ、気のせいかもしれませんけど、そのカードに触さわったら妙みようなものが見えて……でも、もしこの占いに関係してるんだとしたら──」

　頭をよぎった恐おそろしい想像に、アイリはつい口ごもる。

「なにを見たっていうの？」

「山羊やぎの……頭ず蓋がい骨こつです」

「それって──」

　コーネル室長をのぞいて、その場の誰もが体を硬かたくするのがわかった。

　以前、フレイアパレスの七聖守護物を狙ねらって動いていた、『黒の七星旅団』のひとりが、頭部に山羊の頭蓋骨をかぶっていたからだ。

　長い鎌かまを振ふり回し、邪じや悪あくさをみなぎらせたその存在には、できることならもうお目にかかりたくはない。

　眉まゆ根ねをよせたシアーズが、コーネルにそっと近づくと耳打ちする。

「あぁ」とわかったようにうなずいたところをみると、報告書に記き載さいされていた『黒の七星旅団』の構成員についての報告を思い出したのだろう。

「いま、あけたカードはなんなんだ？」

　気になって仕方がないのだろう、ダリウスが尋たずねる。

　なにしろこのタロットカードは、アイリしかその図ず柄がらを見ることができないのだ。

　アイリは机から落ちてしまったカードを拾うと、傍はた目めには白く光って見えるらしい図柄を上に向けておいた。

「このカードは……〈月〉です」

　そう口にして、アイリはふと言葉を切ると眉根を寄せた。

〈月〉のカードについては、教本を読んだときにどことなく印象に残っていたからだ。

〈太陽〉とは相反する負の側面に焦しよう点てんがあてられたカード。

　人が本能的におそれる恐きよう怖ふを象徴し、不安をあらわす。

　コーネルの興味深そうな視線に気づいて、アイリはカードの解かい釈しやくをしなければと口をひらいた。アイリ自身も、タロットについて日々勉強と練習を重ねている。

　教本を見ながらではあるが、自分なりにカードの意味を見つけられるようにもなった。

「月の光は神聖なるものっていわれますけど、『太陽』のカードとは相反する、負の面に沿った意味を持つカードにもなります」

　まるで試験の答えを問われているようで、やや緊きん張ちようしつつ口にしたが、コーネルはその言葉を吟ぎん味みするように、ただうなずいて耳を傾かたむけている。

「だから、このカードはあまりいい意味をもちません。内容としては、真実がわからない状態とか、目に見えない事こと柄がらへの警告を示しています。あとは……不安や緊張、先が不ふ透とう明めいな不安定さも象徴しますね。それに、さきほど見えた山羊の骨も関係してくるのなら、ヘヴンリーパレスになにかよくない予兆があるのかも……」

　アイリの言葉に思うところがあるのか、コーネルはうなずいた。

「なるほど、参考にさせてもらうよ。たしかにあの都市は、もっとも七聖府ザインの発言力が及およびにくいという特性もあってね。なにしろ金持ちや爵しやく位い持ちといった人間は、政治や議会と関かかわりが深い。不透明だというならまさにそうだろうね。それに加えて、いまイスフェルド君がみたっていう、山羊の頭蓋骨。これは『黒の七星旅団』に対して、十分警けい戒かいを必要とする理由になるだろう」

　占せん術じゆつの結果を聞き、コーネルはしばし思い巡めぐらせているようだったが、やがてその表情にうっすらと笑えみを浮かべた。

「ま、先方からの招待は決まってしまったことだ。そんな結果ならなおのこと、ヘヴンリーパレスの内部を直接見てきてもらいたい。現地で新しく情報を手に入れて占うことができれば、さらになんらかの動きがわかるかもしれないしね」

　名案だというように、コーネルは満足そうに笑みをうかべた。

「じゃあ、タロットカードをそのままイスフェルド君に任せられるように、持ち出し許可を申しん請せいするかぁ」

　言こと葉ば尻じりがややため息まじりに感じられるのは、その手続きが容易なものではないからだろう。

　コーネルはふっと猫ねこ背ぜ気味な背筋をただすと、室内のメンバーに向かって敬礼してみせた。

「ヘヴンリーパレスでも、この対策室の評価を無事いただけるように、ぜひよろしく頼たのむよ。あ、シアーズ女史はあとで僕の執しつ務む室まできてもらえるかな」

　シアーズがその言葉に敬礼で答えると、コーネルは来たときと同じく、ふらりと扉とびらの向こうへ消えていった。

　その背中を見送ったシアーズが、くるりと全員を振り返る。

「さ、これから打ち合わせをしておきましょうか。なにしろ出立は明日あしたなの。今夜は各自荷造りもきちんとしておいてちょうだい」

「えぇ、明日!?　そんな急な……」

　思わずつぶやいたアイリだけでなく、その場の全員が驚おどろいたようすである。

「なにいってるの、事件だったら即そく時じ移動、そのまま着手が当たり前なのよ。それに今回は、もともと出席が予定されてた外務省の使節とも違ちがって、特別公使としての参加になるわ」

　その言葉に、ふいにアイリは表情が引きしまった。

　いまとなっては、外務省に未練はないが、それでも同じ場へ向かうと聞けば、どこか張り合うような気持ちが生まれてしまう。

「いいことアイリ。あなたはヘヴンリーパレス育ちだし、事前のミーティングを軽くして欲しいのよ。なにしろ若じやつ干かん名、そうした公おおやけの場になじみのなさそうな人間もいることだし？」

　そういってシアーズはちらりとハイヅカに視線を注ぐ。

「どうせ式典出席っていっても、俺たちは警護がらみでってことなんだろ」

「違うわよ。あくまで公使としての正式招待なんだから、お客様扱あつかいよ。突つっ立っててすむ状じよう況きようじゃないんだから」

　むん、とやや鼻息の荒あらくなっているシアーズのようすに、アイリはあることに気づく。

「そっか、主任にとっては大きな婚こん活かつチャンスってことですね！」

「なるほどなー」

「そうですか、それで主任も力が入ってるってことですか」

　納なつ得とくしたようすのハイヅカとダリウスのとなりで、アダムまで黙だまってうなずいている。

「ち、違うわよっ！　あんたたち、上司をもっと信用なさい。私だって室長と同じく、この対策室が正しい評価をいただけるようにって……」

「主任、私の情報も古くなってますけど、年とし頃ごろの男性がいる家の情報をさしあげましょうか？」

　アイリがぼそりと口にすると、シアーズの緑の瞳ひとみがきらっと輝かがやく。

　ごほん、と軽く咳せき払ばらいをすると、いつも以上に表情を引き締しめたようすで告げた。

「ともかく、記念式典に出席しそうな人物やその関係性で、気にかけておいたほうがいいことなんかは聞いておきたいわね」

　そういいながらも、巻き毛を指で直し始めるシアーズの姿に、アイリは過去に女学院時代に耳にした、青年貴族や当主の記き憶おくを引っ張りだすことになった。
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　その夜、アイリとハイヅカは七聖府ザインの職しよく員いん寮りようから離はなれた位置にある、通つう称しよう『別館』と呼ばれている建物にいた。

　ふたりがいるのは、通常の職員寮ではない。

　なぜならハイヅカの不幸体質が原因で、彼の周辺では災難がつづくからだ。

　これまでもハイヅカが暮らす建物では、火事に地じ震しんに落らく雷らいがあったりと、被ひ害がいをあげればキリがなかった。

　結果的にまるで隔かく離りされたような扱いで、ハイヅカの暮らす部屋は七聖府の敷しき地ちのなかでももっとも奥まった位置にある。

　そんなハイヅカの大だい凶きよう体質を相そう殺さいするためにと、幸運体質の噂うわさがあったアイリは相棒パートナーを任じられ同じ建物に部屋を決められてしまったのだ。

　思わぬ成り行きで職員寮にも入れなかったアイリは、日々の食事に関しても驚きの事実を知る。

　意外なことにハイヅカは自じ炊すい派であり、普ふ段だんから自室で食事を取っていたのだ。

　食生活の無む頓とん着ちやくさを注意されたアイリが、これ幸いにとハイヅカの部屋に転がり込んで食事にありついたことはいうまでもない。

　そして今日もまた、当たり前のようにハイヅカの部屋を訪ねると、食事の支し度たくを手伝っていた。

「ここでの生活にもずいぶん慣れましたけどねー」

　テーブルを拭ふきながらそうつぶやいて、アイリは視線を手元に落とす。

　──でも……今日だって現場では、ハイヅカさんとサイクスさんは息がぴったりだった。なのに私……。

「おら、好みで胡こ椒しようをかけろ」

　そういってアイリの視界におかれたのは、バターと香こう草そうで炒いためられた鶏とり肉にくに、キノコと豆のソテーが添そえられた皿だ。

　アイリの鼻がひくりと動き、それと連動するようにテーブルの下から異様な音が響ひびいた。

「今日も、お前の腹は絶好調だな」

　もはやアイリの野や獣じゆうのごとき食しよく欲よくと、健康的な胃い袋ぶくろにも慣れてしまったのか、ハイヅカはパンの入った籠かごを当たり前のように押してよこしてくれる。

　アイリもパンをつかむと、はむっとそのまま食いついて、ふぅうとため息をもらした。

「そんな絶好調ってこともないですよ、私にだって悩なやみのひとつやふたつぐらい……」




　もぐもぐ　もぐもぐ……パン、肉、パン、肉、肉、豆、キノコ……




　目がうつろになりつつもアイリの手が止まることはない。

「お前さ、悩みながらそんだけメシが食えるってのもすごいな」

　半ば感心したようにハイヅカが口にすると、アイリは口のなかのキノコを飲みこんだ。

「あ、すみません。ご飯はすっごく美味おいしいです。でも今日はちょっとへこんでるんです。私って……役立たずですよね」

「ん、そうだな。ただ食ってるだけだからな」

「……そんな！　ちゃんと皿洗いはしてますよ、ってそうじゃないんです。今日の現場での話なんですけど！」

　アイリが机に身を乗り出すと、ハイヅカが気け圧おされたように銀灰の目をみひらいた。

　現場にいるときから夕食のいままで、ずっとそのことがアイリの心の奥底でくすぶっていた。

　もともと外務省勤務を希望していたアイリは、士官学校へもいっていない。

　いきなり現場で役に立てるほうが不思議といえばそうなのだが、研究室にいたダリウスでも、いまや立派に自分の得意分野を活いかし、分ぶん析せき官として調査で功績をあげている。

　アイリの落ちこむ理由に気づいたのだろう。ハイヅカが、慰なぐさめなのかあきれているのかわからない声こわ音ねで告げる。

「なにをいまさら……ああいう現場でお前が役に立てないのは、主任だってわかってるさ。そもそもはタロットカードに関することで採用されてるんだし、俺の悪運を相殺するとかって意味もあっただろ。といっても、それがどのぐらい作用してるかは数字でわかるわけじゃないからな」

　ハイヅカの言葉は、昼間にアイリが考えたこととまるで同じだ。

　それなのに、同じ疑問がハイヅカの口から出た途と端たん、思った以上に衝しよう撃げきを受けた自分にアイリは驚く。

　──幸運体質なんて周りの噂だけで、ハイヅカさんの守護物扱あつかいされるなんて無む茶ちやすぎる人事だって、あのときは思ってたのに。

　自分の中にいつの間にか、ハイヅカの相棒にふさわしくありたいという気持ちでも芽生えたのだろうか。

「まー、そう焦あせんな新人」

　テーブルに乗り出していたアイリは、ハイヅカがずいっとのばした手に額の髪かみをくしゃりとまぜられる。ぽん、と軽く頭に触ふれられ、それはハイヅカが飼かい猫ねこのコバンによくしている癖くせだと気づいた。

「あ、う……まぁ、そうなんですけど」

　ガタン、と椅い子すに腰こしをおろしてアイリは視線を泳がせつつ、額の髪を整える。

　なんだかいたたまれなくなったのだ。

　肉料理に使った香草の匂においがする手のひらは気持ち良かった。

　だが、触れられてなぐさめられた気持ちになる自分が嫌いやになる。

　──あー、まずい。なんかまずいなコレ。大だい丈じよう夫ぶじゃないのに、大丈夫な気になっちゃうのって怖こわい。ちゃんとチームの役に立って、ハイヅカさんの相棒パートナーにふさわしいって納なつ得とくできないと全然大丈夫じゃないんだってば。

　ふがいない自分がくやしくて、アイリは斜め向かいにあるハイヅカの皿に残ったひときれの肉をフォークでさらう。

「あっ、おまっ……信じらんねぇ、どんだけ飢うえてんだ。そっちの肉だけでも三百グラムはあったんだぞ。コバンを見習え、絶対に人様の皿には前足もかけないし、食後の身み繕づくろいも優ゆう雅がだ」

　しかしアイリは決意をこめて、口いっぱいの肉をむぐむぐ嚙かみしめる。

　鬼き気き迫せまるその表情に気圧されたのか、ハイヅカが皿を片付けつつつぶやいた。

「わかった、今後からお前のメシは、成長期の野や郎ろうだとでも思って扱あつかうことにしとく」

　食事を終えると、アイリは簡易の調理場で皿を洗いはじめた。

　いくらハイヅカが料理好きとはいえ、ごちそうになる以上、後かたづけぐらいは担当することにしたのだ。ちなみに食材費をきちんといれようと渡わたしたときには、「お前、通う気まんまんか！」と悲鳴まじりにいわれた。

　──へんなの。誰だれかとご飯食べたほうが美味しい気分になるなんて、これまでなかったのに。

　こうしてハイヅカの部屋で皿を洗うのにも慣れてきた。どの棚たなにどんな皿がしまわれているのかも、すっかり覚えている。

　いまとなっては二日に一回ぐらいの割合で、晩ご飯時にはハイヅカの部屋を訪ねるのが当たり前になりつつあった。

　かつてアイリが学生の頃ころは、友人はジョゼひとりしかおらず、誘さそわれても、人と食事をとること自体ほとんどなかったのだ。

　幸運体質が災わざわいして、自分に向けられる好こう奇き心しんややっかみを感じるのもわずらわしかった。

　あの頃は、ひとりで部屋にあるものを食べていれば、それなりに空腹もまぎれたのだ。

　ここへきたばかりの頃は、ハイヅカが料理をするなどというらしくない行いに驚おどろかされた。

　はじめは、凶きよう運うん体質が原因でもてあましたひとりの時間を、有効活用しているのかとも思った。

　だが、簡易燃料しか使えない質素な調理場で、手の込んだ料理を作るところをみると、もはや純じゆん粋すいに趣しゆ味みなのだろう。

　とにかく腹が膨ふくれれば満足していたアイリをこうして通わせるほどに、その料理の味はいい。

「ハイヅカさんの料理の腕うで……おそるべし」

「もたもたしてないで、片づいたらこっちにこい」

　声をかけられて振ふり向くと、テーブルの上に湯気の立つ茶器がおかれている。

　どうやら食後のお茶を入れてくれたらしい。

　その茶器は持ち手がなく、どこかのっぺりして見える。ハイヅカの故郷では一般的なものだと聞かされていた。

「ちょうど、お茶の葉を入れ替かえるとこだったんだ」

　誰にも聞かれていないのにそんなことを口にして、ハイヅカはすっと椅子に腰を下ろす。

　アイリも黙だまって近づくと椅子に座った。

　立ち上る湯気をみていると、あることに気づいた。

「ハイヅカさん、このお茶って花がひらくみたいなのとは違ちがいますよね？」

　以前にもハイヅカが故郷のお茶だという工芸茶を飲ませてくれたことがあった。

　ふわりと花の香かおりがして、見た目にも美しいそのお茶をアイリはとても気に入ったのだ。

「あぁ、茉まつ莉り花かはいま切らしててな。それは煎せん茶ちやってやつ……うわっ、なんだお前その茶柱の量、ありえねぇぞ」

「チャバシラ？」

　意味がわからず首をかしげたアイリに、ハイヅカはのぞきこんだ茶器を返してくれる。

「そうやってお茶の葉が湯のなかで立つのを縁えん起ぎがいい……吉きつ兆ちようだって喜ばれるんだってさ。別に食っちまっても害はないからそのまま飲んどけ」
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「はぁ、そういうもんですか」

　そういわれると気になって、ハイヅカの茶器をのぞいてみるものの、水面は湯気を立てるだけでお茶の葉はすべて綺き麗れいに沈しずんでいた。

「なるほど」

　妙みように納得していると、自分の茶器を隠かくすようにしてハイヅカが口をひらいた。

「このあとめんどくせぇ、荷造りだな。ヘヴンリーパレスってお前がいたところなんだろ？」

　言われてアイリも明日あしたの予定を思い出す。

「そうですね。いまも養父母が住んでますけど、今回の出張って二泊はくの予定ですよね。ハイヅカさんコバンはどうするんです？」

　アイリが視線を向けた先、ハイヅカの守護物タリスマンコレクションの棚の上にいるのは、小こ柄がらで毛け艶づやのいい黒くろ猫ねこだ。

　優雅な仕草でヒゲの手入れに余念のないコバンを見て、アイリは心配になる。

　だが、ハイヅカはこともなげに「あぁ」とうなずいた。

「コバンなら、二泊ぐらいは留守番できる。このときばっかりは味けない乾かん燥そうフードを食べてもらうことになるけどな。干魚をお供えして勘かん弁べんしてもらう。小窓は鍵かぎもかけてないからな、いざとなったらコバンは自力で外へもでられるんだ」

「へぇ、そうなんですか。家猫なのにたくましいんですね」

　賢かしこそうな黒猫の手のかからなさに感心しつつも、ヘヴンリーパレスへの招待は、アイリには気の重い仕事だった。

　公務であるうえ、もとより職員のひとりひとりに決定権などないのだろうが、アイリにとってはただの地方都市ではなく第二の故郷だ。

「で、ヘヴンリーパレスにはどれぐらいいたんだ？」

「えぇと、三歳から十五歳まで暮らしてました」

　十五年前アイリの両親は、『黒の七星旅団』が引き起こした災害『落日の礼拝』によって亡なくなっていた。

　そしてアイリはヘヴンリーパレスの裕ゆう福ふくな夫ふう婦ふにひきとられ、豊かな町で不自由なく育ててもらったのだ。

「自宅には戻もどるのか？」

　何気ない調子で聞かれ、まったくそこに思い至らなかったアイリは慌あわてて首を横にふる。

「たぶん、戻りません。公務だし、そんな個人的に時間をもらうなんてことはできないですよ」

「ふぅん？」

　アイリのようすに、なにか感じ取ったようすでハイヅカはうなずく。

　かつて養父母の勧すすめで入学した聖ソフィア女学院から七星都立学院へ、アイリは半ば強ごう引いんに転校してしまった。それはどうしても七聖府ザインに入りたいという、己おのれの目標のためだ。

「ふたりとも、私が七聖府へいくことには反対してたので、なんとなく──」

　気まずいままなのだとアイリはため息をつく。

　進路については、当時のアイリもずいぶん悩なやんだ。

　孤こ児じになった自分を育て、必要な環かん境きようと教育を与あたえてくれた養父母は立派な人たちだ。

　七聖府ザインを目指したのは、亡くした両親のことを知りたいという理由があったとはいえ、ふたりの期待を裏切ってしまった気がして、ずっと消えない後ろめたさもあった。

「ま、実家なんてのはそう戻りたい場所でもねぇけどな」

　返ってきたハイヅカの声に、アイリはふと気になった。

　たしかに以前、ハイヅカは食堂で『落日の礼拝』が起きたときにミッドパレスにいたと口にしたのだ。

　彼の黒くろ髪かみや日に焼けていない肌はだの色は、ミッドパレスの人間に多い特とく徴ちようでもある。

　あまり日照時間の長くない大地に暮らす人々は、木造の家屋に暮らし、牧農を営み、絹糸を紡つむいだ美しい織物を特産としている。

　だが基本的にミッドパレスの人々は他都市への出入りは少なく、独自の信しん仰こうと文化を守って閉へい鎖さ的な暮らしをしていると文ぶん献けんには記されていた。

「ハイヅカさんは、ミッドパレスの出身なんですよね？」

　たぶんそうなのだろうと思いながら、これまで直接たしかめたことはなかった。

「あぁ、そうだ」

　ハイヅカはそう構えたようすもなく、あっさりとうなずく。ただその銀灰の瞳ひとみに、少しだけ憂うれえるような色が浮うかんだ。

『落日の礼拝』では、ミッドパレスの七聖守護物ザインタリスマンが黒の七星旅団に呪のろわれたせいで、都市は地じ震しんによる建築物の倒とう壊かいと大規模な火災にみまわれた。

　その後、つづく雨による土ど砂しやと冷害に土地は荒こう廃はいし、深刻な状じよう況きようのままだと聞く。

　──じつはちょっと気になってたんだよね。ミッドパレス出身者って、現地に残って都市復興に力を入れてる人も多いのに……ハイヅカさんが七聖府にいるのってやっぱり……復ふく讐しゆうの気持ちがあるから？

　そこにあるのは、きっと故郷の都市を破は壊かいされたことだけではない。

　ハイヅカが以前口にした「復讐」の言葉には、なにかもっと個人的な遺い恨こんを感じさせる響ひびきがあった。

　アイリが考えをめぐらせていると、手にした茶器をとんと机に置く音がした。

　ハイヅカは机に手をつくと、ぐっと身を乗り出してアイリの瞳をのぞきこむ。

　長いまつげが数えられそうな距きよ離りで、大きめの口が笑えみを浮かべるさまは獲え物ものを見つけた獣けもののようだ。

「どうした？　ひょっとして、俺に興味を持ったとか？」

　その漆しつ黒こくの瞳どう孔こうに縛しばられたように、ハイヅカを見つめていたアイリははっと我に返って身を引いた。

「な……なにいってるんですかね。前から気になってただけです！　ハイヅカさんの大だい凶きよう体質で、どうやってこの七聖府ザインに入れたのかなーって」

「お前な、人の料理をあれだけ腹いっぱい食っといて……んなこというのはこの口か！」

　ハイヅカに頰ほおをひねられ、アイリはむぐぐぐと反はん抗こうする。

「別に、生まれつき妙な体質だったわけじゃねぇ。それに士官学校へ入れたんだからな、俺ぐらい優ゆう秀しゆうなら、七聖府の入省なんざわけない」

「ふぇえ、ほうらんれふは」

　いい加減に頰をはなせと、ハイヅカの手の甲こうをつねりつつアイリは意外だった。

　──そっか、ハイヅカさんのあの凶運って生まれつきじゃないんだ。私の幸運体質みたいなのとはまた違うのかな。でも、だったらなにが原因なんだろ。

　やはりなにかの呪のろいでもかけられているのだろうかと思ったが、耳が拾ってしまったつぶやきにアイリはつねられていた頰を押さえた。

「大事なものを守れないのは、もうたくさんだからな……」

　そんなひとりごとめいたハイヅカのつぶやきは、強い痛みをはらんでひりついて聞こえた。
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「シアーズ君。今回の招待を無事に乗り切る鍵は、主任の君にかかっているといってもいい」

　そう言うと、細い目をさらにぎゅっとつむるように、七聖守護物ザインタリスマン対策室の室長コーネルは苦く笑う。

　この時間、七聖府の本庁には残っている職員も少ない。

　人の気配がまばらになったコーネルの執しつ務む室で、ふたりは向かい合っていた。

「室長ったら、そんなみぞおちを押さえちゃったりして。また胃を痛められるようなことでも？」

「いやいやいやぁ。もうヘヴンリーパレス特別公使の件で、ここんとこ連日会議招集かかっちゃってさ……っ」

　本当に差しこみがあったのか、眉み間けんをきゅっと寄せたコーネル室長にシアーズは痛ましそうに目をせばめた。

「とにかく何度も議題にあがって、問題になってるのは──」

「ハイヅカのことですわね」

　皆みなまで言われずとも、シアーズにも想像はついた。

　とかくハイヅカの凶運っぷりは、保安部隊に所属していた過去に数々の伝説をうち立てているのだ。

　現場に出れば乗った飛空艇が落ちる。押収し保護を施ほどこしたはずの呪じゆ具ぐが突とつ然ぜん作用し、その場にいた職員全員が医い療りよう院送りになったこともある。

　しまいには、ハイヅカと任務をともにするのを嫌いやがる職員が続出し、かつて在ざい籍せきしていた保安局では七聖府ザインでの勤務自体を見直す声もあがりはじめていた。

　なによりハイヅカ自身がもっとも大きなダメージを受けることになるのだから、その生命すら危あやぶまれたこともたびたびだ。

「うーん、たしかにそこをいわれると弱いんだけどね。ただ、イスフェルド君の採用で対策室としても、新しい道を模も索さくしているところだと説明しておいたよ。なにしろ彼ほどの聖戦器フアランクスの使い手もそう見つかるものじゃないからねぇ」

「まぁ、数値的な根こん拠きよがあるわけじゃないですけど。確かにアイリと組ませてからのハイヅカは、偶ぐう発はつ的な事故や災難にみまわれる確率は低くなってる気はします」

　そう口にはするものの、やはりシアーズもその効果に確信があるわけではないようだ。

「ともかく、ふたりが常に一いつ緒しよに行動できるよう目を配ってもらいたい」

　守護物タリスマンが現実的な効果をもたらすアルステラ大陸にあって、これまでにハイヅカの凶運をはねのけられる守護物はみつかっていない。

　それだけにいまは、『アイリ・イスフェルド』という生きた守護物の効果が本物であることを願うしかなかった。
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　翌朝。

　対策室のメンバーは、列車に揺ゆられていた。

　この鉄道は大陸の中心にある中央都市セントパレスと、周辺にある六つの都市の境界にそって敷しかれたレールの上を走っている。

　八両編成の列車は、アルステラ大陸の都市から都市への手段でもっとも一いつ般ぱん的であり、一般市民も多く利用する公共交通機関だ。

　そしてそのなかの一両は、七聖府ザインの公用車両として組み入れられている。

　普ふ段だんは各都市の駐ちゆう在ざい員や、外務省の使節団が利用することが多い特別車両だ。

　基本的に都市から都市へ行き来するこの鉄道は、各都市の境界上に設けられた税関で、必ず車両をあらためられる。

　七聖府の職員は仕事の性質上、武器や特とく殊しゆな守護物を携けい帯たいすることも多いため、一いつ般ぱん客きやくとは別に専用車両に乗車し検査を受けることになっていた。

　早朝の時間帯のせいか、特別車両にはアイリたち対策室メンバーだけが乗っているらしい。

　中央都市を出た列車は、眠ねむ気けを誘さそう穏おだやかさでフレイアパレスの乾かわいた地平を左手に走りつづける。

　それほど速度のでない列車の内部は、車窓からさしこむ穏やかな朝日に満ちていた。

　今回アイリたちのヘヴンリーパレス訪問は、二泊はくほどの日程ではあったが、ただの調査任務ではなくパーティにまで招かれているのが異例でもあった。

「まったく、ドレスを選んでるうちに夜が明けてきたときにはどうしようかと思ったわよ……」

　明るさを増していく窓の外を眺ながめつつ、充じゆう血けつした目でシアーズがつぶやく。

　婚こん期きを気にするシアーズは、アイリの言葉をどこまで本気でとらえているのか。

　衣装選びをそこまで念入りにしている時点で、シアーズの個人的目標がかなり重大なものであることはうかがいしれた。

「主任……少しでも眠ねむっておいたほうが。睡すい眠みん不ぶ足そくも美容の大敵ですよ」

　向かい側に座ったアイリが気づかうと、シアーズは慌あわてて鏡をとりだし目をすがめるようにして顔色をチェックする。

「ちょっとダリウスさん。その大きな箱、なにいれてきたんですか」

　小こ柄がらなはずのダリウスが大荷物を抱かかえているせいで、先ほどからアイリは窓まど際ぎわに追いやられて座っているのだ。

「まぁ、色々だよ。未発表のアレとかコレとか。ちょっとしたサンプルを手みやげがわりにね」

　答えるダリウスの瞳ひとみには、さまざまな数字が躍おどっているような気がする。

　七聖府ザイン内部でも『呪じゆ物ぶつの闇やみ売人』と噂うわさのあるダリウスだ。

　これを機会に、ヘヴンリーパレスの貴族や実業家に、自分の研究成果の取引を持ちかけるつもりなのかもしれない。

　かかわり合いになるのはよそうと、アイリははす向かいに座るハイヅカをうかがいみた。

　すでに誰だれにいわれるまでもなく、眠っているようだ。

　そして背後の座席をのぞき見れば、メンバーの荷物にもたれかかるように、アダムが寝ね癖ぐせの上に寝癖をつける勢いで熟じゆく睡すいしている。

　眠気を誘われる規則的な揺れと静かな車内に、アイリもうつらうつらとしかけた。

　だが、なだらかな牧草地がつづいていた風景に、石いし垣がきや古びた塔とうなどが増えてきた頃ころ、列車は赤せつ褐かつ色しよくの[image: ]れん瓦がで作られた大きな駅へと滑すべりこんだ。

「さ、到とう着ちやくよ。各自よだれと寝癖をなんとかなさい」

　いつのまにやら、一分のすきもなく身み支じ度たくを整えたシアーズが、完かん璧ぺきな眉まゆのラインで優ゆう雅がにほほ笑えんで立ち上がる。

　それでも、車外にでると澄すんだ外気と、土や草の香かおりに頭がようやくすっきりした。

　駅を出る前に荷物や身体検査を受け、ハイヅカとアダムも預けてあった聖戦器フアランクスを検査官から受け取り戻もどってくる。

　一同が駅を出ると、そこは七聖府のある中央都市ともまた違ちがった雰ふん囲い気きがあった。

　石造りの建物や石いし畳だたみに覆おおわれた通りは似たような眺めだが、ヘヴンリーパレスにはウィッカの加護が施される以前から残されてきた王国の遺産がそのまま息づいている。

　やや隆りゆう起きの感じられる石畳の上に、何台もの車が止まっていた。

　なかでもひときわ磨みがき抜ぬかれて輝かがやく車が、どうやら迎むかえに寄よ越こされたものらしい。

　下りてきたのは、品のいい黒の上下に身を包んだ老ろう齢れいの男性だ。彼は一礼すると、丁てい寧ねいに告げた。

「はるばるお越こしいただきありがとうございます。私はディクソン家にお仕えする、執しつ事じのホプキンスともうします。お迎えにあがりましたので、どうぞこのままディクソン邸ていへおこしください」

　国家公務員の出で迎むかえにしては、いささか手厚すぎる扱あつかいにシアーズは満足そうだ。

「初めまして、七聖守護物ザインタリスマン対策室の主任のシアーズともうします。このたびはお招きいただき、我々一同光栄です」

　よそ行き用のハリツヤしっかりな声こわ色いろでシアーズが挨あい拶さつをする間にも、その陰かげではハイヅカがダリウスにひそひそこぼす。

「おい、しつじって……家のこと全部取り仕切るっていうあの執事か」

「貴族のお屋や敷しきだったら不思議でもないですけど……初めてみた」

　確かにいまどき執事が普ふ通つうに屋敷にいるような生活様式を保っているのは、ヘヴンリーパレスぐらいなのかもしれない。

　周囲からみるとそういったずれがあるものだとアイリは実感しつつ、またここへ戻ってきてしまったという現実に、ついため息がもれた。




　対策室一同を乗せた車は、ゆるやかに坂を上り、やや高台になった場所に建てられた大きな屋敷の前で止められた。

　車道は前庭を走り、邸てい宅たく前の車どめまで入れるように整備され、滑なめらかな芝しばに覆われた庭園の中央には噴ふん水すいがみえる。

　そして眼前にそびえるのは、敷しき地ちの奥へ向かってコの字形に張り出した回かい廊ろうを持つ、優雅な貴族の屋敷だった。

　左さ右ゆう対たい称しように作られたその建築は、何度か手を入れてあるのか、古めかしい意い匠しようながらも柱や装そう飾しよくは塗ぬりなおされた清潔感がある。

　入り口にある両開きの大きな扉とびらがひらかれると、アイリたちは吹ふき抜けの広いホールに迎え入れられた。

　大がかりなパーティや催もよおしの多いこうした貴族の屋敷には、何十室と客室が用意され、使用人だけでも数十人というのは珍めずらしくない。

　この邸宅も予想を裏切らず、列をなした使用人の奥から、当主であるディクソン氏自身があらわれた。

　やや恰かつ幅ぷくのいい体を、仕立てのいいスーツに包んでいる。じっと目を細めるようにして、アイリたちに視線を走らせると、隙すきのない貴族らしい笑みを浮うかべてみせた。

「はるばるいらしていただけて光栄です。あなた方七聖守護物ザインタリスマン対策室は、いまとても注目されていらっしゃる。そんな方々を記念すべき式典にお招きできて、当家の者一同、大変うれしく思っております」

　笑顔に丁寧な言葉。自分の立場と相手との関係を、正確に計算しつつも内面をのぞかせることのない立ち居い振ふる舞まい。

　ディクソン氏は、ヘヴンリーパレスの貴族の手本のような男だった。

　さらに彼はにこやかにつづける。

「お呼び立てしておいて誠まことに申し訳ないことだが、明日あしたの式典準備で私も不在が多いのです。申し訳ないが、息子むすこのリアムがあなた方をエスコートさせていただきます」

　そういって背後に身を傾かたむけると、すっと人ひと影かげが歩み出した。

「初めまして、リアム・ディクソンです。七聖府ザインで名高い皆さんにお会いできるなんて、本当にうれしく思います」

　灰がかった金の髪かみはゆるやかに波打ち、やや細ほそ面おもての顔を縁ふち取どっている。

　すっきりと伸のびた背筋や長い手足、その表情ははつらつとして感じられ、ディクソン氏にとっては自じ慢まんの跡あと取とり息子だろう。

「さぁ、皆みなさんおつかれでしょう。いまお部屋に案内させます」

　リアムが使用人に視線をやると、エプロンをつけたメイドたちが手荷物を従僕にまかせてきぱきと仕切っていく。

　さすがに邸てい内ないでは、ハイヅカとアダムも聖戦器フアランクスを携けい帯たいすることは許されないため、預けることになった。

　もとより今回は公使としての都市派は遣けんのため、聖戦器フアランクスも使用許可がでるまではその力を発動させないよう、封ふうじの護ご符ふと呪譜がつけられている。

「しっかし、ああいうものをどこに保管しとくんだ？」

　やや納なつ得とくのいかないようすのハイヅカのつぶやきに、アイリも声をひそめてこたえた。

「貴族ってのは狩かりが趣しゆ味みだったりしますから、猟りよう銃じゆうや弓なんかが保管されてる武器庫がたいていあるんですよ」

　アイリはやや不安を覚えつつも、自分を案内してくれる使用人について歩いていった。

「どうぞ、こちらです」

　通されたのは、七聖府でのアイリの部屋の六倍はあるだろう広さの部屋だった。

「うっわ……やっぱりこうなるんだ。ふつうに賓ひん客かく用の部屋を用意してくれちゃうなんて」

　荷物を運ばれた部屋に鞄かばんをおいたまま、アイリは落ち着かない気分で廊ろう下かへと出た。

　きょろきょろと周囲をうかがってから気づく。

「あ……」

　無意識のうちに自分はハイヅカを捜さがしていたようだ。

　すでにハイヅカとの距きよ離りを気にすることが日常化しているらしい。そんな自分に苦笑いして、アイリは少しだけ歩いてみることにした。

　だが廊下の先を右へ曲がったところで、少し先の扉が開かれる。そこから見慣れた人影があらわれたことにほっとして駆かけ寄る。

「ハイヅカさん」

「なんだ、お前の部屋もこのへんか？」

「いえ、違います。そこの廊下を曲がったほうからきたんですけど」

「そっか、ダリウスとサイクスも俺と並びの部屋だから、男はこっちとかそういうことかもな。しっかし、なんだこの部屋。ここらの貴族ってのはみんなこんななのか？　お前いまの生活によく我が慢まんしてるな」

　ハイヅカのあきれた声に、それも無理はないと思いつつも、アイリは一応訂てい正せいしておく。

「いっときますけど、こんな生活をしてるのは貴族の一ひと握にぎりだけですよ。私が育った家はもっと普通の一いつ般ぱん家庭でしたから」

　しかしこれで驚おどろいていては、この先の予定でさらに啞あ然ぜんとすることになるだろう。

「今夜はディクソン家の方々と会食になるだろうって主任がいってましたけど。ああいうの苦手なんですよね……」

「あー、そうだな。めんどくせぇ。こういうのも、いままでの部署だったらまずなかったんだけどな」

　扉の向かいの窓から見える庭園に視線をやって、ハイヅカが思い出したように口を開く。

「まぁ、でもたまの外食か。昨日も誰だれかさんががんばってくれたから、傷いたむような食材も残ってないしな」

「ぬぁ…、でもいろいろ悩なやんでたし、昨夜はそんなに食べてな──」

　いいかけたアイリの頰ほおをハイヅカが指でつまみあげていると、背後から明るい声がかかる。

「良かった。ちょうどアイリを呼びにいこうかと思ってたのよ」

　こちらは明らかに、だだっ広い豪ごう華かな部屋に大満足しているようすのシアーズだ。

「しゅふぃん、なんれふ……って、離はなしてくださいよっ」

　ハイヅカの手をはらいのけ、アイリはシアーズに近づく。

「私を捜してたって、なんですか？」

「ほら、このあと会食じゃない。なにを着ていこうか迷っちゃって、ヘヴンリーパレスの貴族の会食ってどんな感じなのかと思って」

　やや恥はずかしげに口にするシアーズに、アイリは思わず「えっ」ともらす。

「だって、公務ですから……私たちは制服なんじゃないんですか？　そういわれると、とくに私服なんてもってきてないですけど」

「ええぇー……」

　明らかに顔中にがっかりが広がっていくシアーズに、ハイヅカがぽんぽんとシアーズの肩かたを叩たたく。

「いまばっかりは、アイリコイツのいうことがまっとうに聞こえますけどー」

「うるっさいわね。わかってるわよ、とにかく失礼のないようにふるまうのよ」

　そういって再び自室に戻もどっていくシアーズに、ハイヅカはぼそりとつぶやく。

「あれは、完全に仕事だって忘れてるだろ。一番心配なのは主任だな」

「ははぁ、はりきっておられましたしねぇ。会食に年とし頃ごろの方がいらっしゃればいいんですけど──」




　結局制服を身につけた対策室メンバー一同が招かれたのは、天てん井じようにまで細やかな花々の模様をあしらったきらびやかな広間だった。

　屋敷の主であるディクソン氏はもちろん、縁えん戚せきの貴族が多く招かれていたが、ほとんどは夫ふう婦ふで連れだっている者ばかりだ。

　水すい晶しようのシャンデリアが連なる、まばゆい光の下に食しよく卓たくはあった。

　長机には銀食器と花器がおかれ、あとは料理ごとに給きゆう仕じ人が運んできてくれるらしい。

　対策室のメンバーはずらりと並んで座らされ、さながら見せ物のごとく出席者の視線を浴びることになった。

「でも、七聖府ザインがいまごろ七聖守護物ザインタリスマンについて専門の部署をたちあげられるとは、やっぱり『黒の七星旅団』の動きがあるからなんでしょうか？」

　いかめしい表情の紳しん士しの問いに、シアーズは如じよ才さいなく笑えみを浮かべて答える。

「そうですわね。みなさまの口に上る噂うわさがあるということ自体、あまり望ましいことではございませんもの。七聖守護物はこの大陸を支える要かなめ。どれだけ備えてもやりすぎということはございません。我々は常に早めの備えを整え、全都市の安全第一に努めておりますから」

「頼たのもしいことです。明日の式典で報告がありますが、事実いまだミッドパレスでは十五年前の傷も癒いえきらない。ああした悲劇は二度と繰くり返されてはならない」

　苦い表情でそう口にする当主のディクソンに、やや離れて座る婦人が妙みように華はなやいだ声を上げた。

「でも、ヘヴンリーパレスは幸せですわ。貴方あなたのような星ほし鎮ちん守じゆを戴いただいて、他都市へ手をさしのべられる慈じ悲ひと余よ裕ゆうがありますから。しかも、次期当主で星鎮守になるリアムも、こんなに立派な青年だもの。なにも憂うれえることはないわねぇ」

　そんな婦人の声に、リアム本人は小さく微笑ほほえんで会え釈しやくする。

　貴族たちにとって謙けん遜そんは美徳ではないのだ。

　そしてその場のだれもが、七聖府ザインからきた人間にヘヴンリーパレスの素す晴ばらしさ、そして星鎮守であるディクソン家の偉い大だいさを知らせたくてならないらしい。

　アイリはややうんざりした気持ちでフォークをおきつつも、昔ほどこうした会話にいらだちを感じることがないのが不思議だった。

　──そっか、前は自分もヘヴンリーパレスの人間だって思ってたからなのかな。私は貴族じゃないし、経済支し援えんもできなきゃ、なんの権限もない一市民で……でもいまは、仕事として少しでも都市のことに関かかわれる。

　過去の大きな災さい厄やく。そのせいで両親を亡なくしていたアイリにとって、復興支援には興味がもてても、こうした貴族の社交的な生活にはどうしてもなじめなかったのだ。

「明日あしたの式典ではミッドパレスの方々をはじめ、都市再生にかかわる客人も多い。七聖府のみなさま方にとっても有意義な場になるでしょう」

　ディクソン家当主の言葉に、シアーズがさも感かん銘めいをうけたようすでうなずいてみせた。

　あとは運ばれてくる洋なしのシロップ漬づけに、飴あめ細ざい工くがかかったデザートを胃に収めてしまえばこの場を退散できる。

　あまり味もわからないままの食事が済み、退出しようとアイリが廊下へ出たところへ、明日の案内役を任されているリアムが追ってきた。

「やぁ、今日はゆっくり休んでもらって、明日は私があなた方をご案内したい」

　リアムの申し出について了りよう解かいを得るためちらりとシアーズに視線を向けると、小さくうなずかれた。

「はい。ありがとうございます」

　アイリが礼を伝えると、リアムは翌朝に迎むかえを部屋へよこすとつげて去っていった。

　その背中を見送っていると、アイリの肩にポンとシアーズの手が置かれ、もう片手はハイヅカの肩を叩いている。

「じゃ、明日はあんたたちにまかせたわ」

「え、みんなでいくんじゃないんですか？」

「あのね、遊びにきてるわけじゃないの。私は対策室の代表者として、式典の段取りで朝から忙しいのよ」

　もちろんその仕事が嬉うれしいわけもないだろうシアーズは、不ふ機き嫌げんそうにそう告げる。

　その背後に立つダリウスをみると、じろりと琥こ珀はくの瞳ひとみでにらみ返してきた。

「僕も同行は遠えん慮りよする。ヘヴンリーパレスの守護物タリスマン研究室に招かれててね。この都市での研究や発表をみせてもらうことになってるんだ」

　なるほど、こうなることははなから当人もわかっていたのだろう。

　ダリウスの大荷物のわけに納なつ得とくしつつ、アイリは部屋へ戻ろうとしていたアダムに声をかけた。

「サイクスさんは、明日はご一いつ緒しよに？」

　すると振ふり返ったアダムの制服のポケットに、見慣れない色の生き地じがのぞいている。

「それって……ひょっとして？」

　三枚ほどのぞいているその薄うすい生地をアイリがつまみ出してみると、シルクらしいその布地は良い香かおりがする。

「明日の式典あとの夜会でこれをチーフにするよういわれたんですけど」

「あー……」

　うろんな目になったアイリに、アダムは困こん惑わく顔で告げた。

「これを全部ポケットにいれるのは、ちょっと変ですよね」

　これまでも警護のエキスパートとして、各都市へ赴おもむいた経験のあるアダムにはその意味がわかっているらしい。

　つまりこれは明日の夜会でダンスのお相手は私と、というお誘さそいのひとつなのだ。

「アダムったら、相変わらず予約殺さつ到とうなのねぇ」

　あきれつつももはや驚くこともないのか、シアーズはため息をつく。

「他ほかにも色々なお誘いが部屋に届いているので、私も明日はご挨あい拶さつにまわらねばならないようです」

　ここへくる前にもアダムの部屋の扉とびらには、隙すき間まから何枚もカードが差し込まれていたらしい。

「残念ねアダム。誰だれか特定人物の警護で来てるのなら、仕事中ってことでこういったお誘いも全部断れるんだけど」

「だーから、面めん倒どうなんだこういうのはな。もてなされるっていうより、つき合わされるんだから。あ、ついでにこれも渡わたしとく」

　そういうと、いつのまにかハイヅカもポケットに押し込まれていたらしいシルクのチーフを二枚、アダムのポケットにさらに押しこんでしまう。

「あ、ハイヅカさんも……？」

　考えてみると、七聖府ザインではその体質で有名になってしまったがゆえに、女性からハイヅカに声がかかることもなさそうだが、黙だまってさえいれば彼もまた人目をひく存在だ。

「そうよね、こういう場所にくるとハイヅカでももてたりして新しん鮮せんよね。でも、貴族女性のサロンまわりが務まるとも思えないから、辞退は賢けん明めいな判断だわ」

　そうした誘いにハイヅカがつきあわされることはないと知って、アイリはなぜかほっとした。

　──いや、だってほら。ハイヅカさんが貴族のお嬢じよう様さまとか奥様と話してるってのも想像できないし、きっと窮きゆう屈くつだろうし……。

　なぜかいいわけがましく考えていると、シアーズに話しかけられてアイリは我に返る。

「でも、せっかく帰ってきたんだからアイリも実家に顔をだしてきたいでしょう。明日なんとか時間がつくれないか調整してみましょうか？」

　オリーブ色の瞳に見つめられ、アイリは一いつ瞬しゆん答えにつまった。

「主任にそんな思いやりは似合わないです！　いつもみたいに、全力投球で働けって鬼おにみたいにいってくださいよー」

「あんたね！」

　しかしアイリの軽口に、シアーズはなにか感じとったようだ。ふっと息を吸うと、それ以上いい募つのるつもりはないようだった。

「いいわ。それに明日リアム様に案内されるのが、ハイヅカだけってわけにはいかないものね」

　シアーズの言葉に全員から視線を注がれ、ハイヅカが文句があるのかと凶きよう悪あくな光をその目に浮うかべる。

「なにいってんだ。俺ひとりでばっちりもてなされてやろうじゃねぇか」

「ほらー、やっぱりこの人を見張ってないと。それが明日の重大任務ですから」

　びしっと敬礼して見せたアイリに、シアーズも敬礼で応こたえる。

「それもそうね。とにかく失礼と不幸のないように、ハイヅカのこと見張ってやってちょうだいな」

「その、『不幸のないように』っていうのが心外なうえ、俺の意志でもねぇけどな」

「とにかく、ひらきなおってないで頼たのむわよ。ここで面倒がおきたら、始末書だのなんだのは、こないだの枕まくら騒そう動どうの比じゃないのよ」

　手厳しいシアーズの言葉に、ハイヅカも言い返せずに唇くちびるを引き結ぶ。

　結局、明日のリアムの案内を受けるのは、アイリとハイヅカのふたりだけになりそうだった。

「そうそうアイリ。このタロットカードなんだけど、滞たい在ざいしてる間あなたに預けておくわ。明日リアム様と接せつ触しよくがあるなら、なにか情報が入るかもしれないじゃない」

「わかりました。でもタロットで占うらなう前に、主任の許可をとったほうがいいですよね？」

「もちろんそうね。ただ重要な情報が入ったときに私がいないとか、状じよう況きようによっては結果を優先してくれてもいいわ。なにかあるなら早くコーネル室長にご報告も必要だもの」

　カードを手て渡わたしつつ、シアーズは「でないと室長の胃痛が……」とわけのわからぬことをつぶやいていたが、アイリは受け取ったカードをしっかりと握にぎった。

　各自が部屋へ引きあげていくなか、アイリはハイヅカに声をかけられた。

「アイリ、今晩は眠ねむれそうか？」

　思わぬ言葉に、アイリはハイヅカが自分を気づかってくれたのかと驚おどろいたが、つづく言葉にその理由を知る。
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「今日はあきらかにメシ足りてねぇだろ。夜中にあのでかい腹の音をひびかせるんじゃねぇぞ」

「あのですね……ないですから！　もう、めずらしく心配してくれたのかと思ったら、私の満腹具合って」

　がくりと脱だつ力りよくしつつ、アイリはハイヅカに背を向けて部屋へと戻もどっていった。

　部屋に戻り、制服の外がい套とうをつるしておこうと荷物に手をかけて思い出す。

「そうだ……タロットカードはどうしよう。明日あしたリアム様にお会いして、なにかつかめてから主任に相談してみようかな」

　ひとまずタロットカードは目立たぬように、鍵かぎ付つきのトランクの奥底にしまい込む。

　先ほどの会食のことを思い出して、アイリは眉まゆ根ねを寄せた。

　──ヘヴンリーパレスの星ほし鎮ちん守じゆがこのディクソン家で、跡あと取とりがリアム様だってことはここで暮らしてた私は知ってることだし。いまタロットで占うほどの新しい情報はないもんなぁ。

　しかも会食の席では、だれもがディクソン家を褒ほめ称たたえ、どこか空寒いようなうわべの会話がつづいていたような気がしてならない。

　めまぐるしい出張ではあるが、本来の目的を忘れてはならないとアイリは自分に言い聞かせた。
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　翌朝。広い寝しん台だいで伸のび伸びと眠ったアイリは、すっきりと目が覚めた。

　いつもどおり身み支じ度たくを整え、自分の過か剰じような幸運を抑おさえるために身につける呪じゆ具ぐを手にして、アイリははっとした。

「そっか、今日ぐらいは控ひかえた方がいいのかな……ハイヅカさんの凶きよう運うんが強かったりしたら始末書になりかねないし。でも何もなしじゃ私も不安だし。うーん、やっぱりこれだけにしとこうかな」

　アイリは左手首にしているブレスレットを見つめた。

　銀色の華きや奢しやな意い匠しようのブレスレットは、うっすらと波打つように曲線を描えがくシンプルなものだ。

　これを手にしたのは、春に七聖府ザインへ入省し思わぬ配属をされたあとのことだ。

　ハイヅカの大凶相そう殺さい要員としてコンビを組まされ、互たがいの幸運、不運を補いながら生活をするため、ふたりは休日も一緒に行動しなければいけなくなった。

　アイリが買い物にいこうとすると、ハイヅカは市場へいきたいと言い出す始末で、結局どちらの用事にもつき合うことになった。

　そんなとき、でかけた先の商店街モールで偶ぐう然ぜんくじ引きにいきあったのだ。

　運うん試だめしのような催もよおしとあって、当たり前のようにアイリの幸運は無む駄だに発動し、その結果このブレスレットも手にしたのだ。

　ずいぶん人気がある職人による、一点ものの守護物タリスマンではあったが、これはハイヅカが持っているもう一つのブレスレットと対ついになっている。波打つような意匠のブレスレットはそれぞれを重ねるとぴったりと合わさるのだ。

　それを作った職人の話では、ハイヅカの特異体質ともいえる凶運を、対になったブレスレットを持った人間へと逃のがすことができるらしい。

「でもそれだと私が持ってる方のは……立派な呪具だっていえるかも」

　そう考えると、すごく希少な呪のろいのアイテムを手に入れた気分になり、アイリはそう悪い気はしなかった。

　このひとつでも今日は十分そうだと判断し、アイリは部屋の前まで迎むかえにきてくれたメイドに礼を告げて、玄げん関かんホールへと向かった。

　吹ふき抜ぬけのホールにさんさんと降り注ぐ光を受け、振ふり向いたリアムの髪かみがまばゆく輝かがやく。

「やぁ、おはよう。昨夜ゆうべは懐なつかしの故郷で、ゆっくり休めましたか？」

　リアムの青い瞳ひとみは空そのもののようにくっきりと明るい。

　気品あふれるその笑え顔がおに、アイリはぎこちなく笑みを返しながら、内心ため息をつく。

　朝一番にふりまかれるさわやかさに、なんとなく気持ちがついていけない。

「はい、よく眠れました」

　そう答えつつ、背後から近づく気配にアイリは振り返る。

「あ、ハイヅカさん──」

　遅おそいですよといいかけて、アイリはハイヅカの手にある聖戦器フアランクスに気づいた。

「私が、お願いしたんです。以前から聖戦器フアランクスには興味がありましてね。いまはヘヴンリーパレスでも、守護物研究が盛んですし、投資を惜おしまない者も増えています。今後の黒の七星旅団への対たい抗こう策にもそういった技術開発は急務でしょうからね」

　どうやらリアムが直接、ハイヅカに聖戦器フアランクスを見せてくれと頼んだらしい。一応その力を制限する呪じゆ譜ふはつけられたままであり、持ち歩く分にはそれほど心配はなさそうだ。

「おふたりには、ぜひみてもらいたいものがあるんだ」

　そういって歩きだしたリアムの背について、アイリとハイヅカも歩きだす。

　きれいに刈かり込まれた庭木のある庭園は噴ふん水すいが作られ、半はん裸らの女め神がみ像ぞうとイルカが戯たわむれている。

　そこをとおりぬけ連れていかれたのは、屋や敷しきの裏手の敷しき地ちにある建物だった。

　むき出しの石いし壁かべには苔こけと蔦つたが絡からみつき年月を感じさせる。どうみてもディクソン邸ていの本宅よりもこちらの建築のほうが古いものらしく、かつての城じよう砦さいの一部だとも思える造りをしていた。

　色の深い木の扉とびらを押し開くと、焦こげ茶色の板張りの床ゆかは、三人の足音にみしりときしんだ。

　窓から差し込む光に、壁かべにかけられた騎き士しの肖しよう像ぞうや、鉄の鎧よろい甲かぶとがいくつか見えた。

　他ほかにも壁には年季の入った剣けんや槍やり、馬具などがかけられている。

「ここディクソン家は、もともと騎士の出なんだ。遥はるか昔、その功績を王に認められて身分を与あたえられた騎士の家で、このヘヴンリーパレスを領地として与えられたともいわれてる」

　なめらかに語るリアムの表情は、それを誇ほこらしく思っているというよりは、事実として淡たん々たんと語っているようだ。

「そのせいかこのディクソン家の当主は、代々騎士としての作法や技量を求められ教育を受ける。馬術や剣術についてもね」

　そう口にしたリアムがちらりとハイヅカに視線を移す。彼がこのあとなんと口にするのか、アイリにはなんとなく想像がついた。

「どうかな。軽くでいいから私と手合わせ願えないだろうか？　一度でいいから、聖戦器フアランクスの使い手と打ち合ってみたかったんだ」

　そう口にするリアムの表情には、これまでみられなかったわずかな自信と、かすかに少年っぽくも見える好こう奇き心しんが感じられた。

　──ふぅん、この人自信ありそう。そりゃ、あるよねやっぱり。貴族の坊ぼつちゃんといっても次期当主なんだし、ちゃんとした教育を受けてるんだから。

　この町で暮らしてきたアイリにとって、リアムの心の動きがわかるだけに、その申し出に不安もあった。

　騎士としての鍛たん錬れんが決して生ぬるいと思っているわけではないが、ハイヅカは実戦としての聖戦器フアランクスの使い手としてだけでなく、身体能力の高さがけた外れだ。

　──でも、ハイヅカさんぐらい腕うでがあれば、リアム様にも気持ちよく花をもたせてあげられるはずだけど……。

　万が一にも相手に怪我けがをさせることはあってはならない。

「喜んで。ですが、聖戦器フアランクスは使用にも許可が必要ですし、リアム様が剣をとられるのでしたら、私も剣を」

　思いのほかまともに答えるハイヅカに、アイリもほっとする。

　しかし口調とは裏腹に、ハイヅカの目にはまったくもって怠たい惰だな色が浮うかんでいた。

　ややせばまったような瞳は、明らかにめんどくさいと告げている。

〈　なんで俺が、こんな坊ちゃんのお相手しなきゃなんないんだよ。ったく、聖戦器フアランクスはおもちゃでも見せ物でもないっての……一発かまして黙らすか　〉

「──とか、思ってないですよね？」

　思わずアイリがハイヅカの制服の袖そでをぐいっと引くと、当人は意味もわからないまま「ん!?　お、おぉ」と至し極ごく適当な返事をした。

　リアムが剣をふたふり選ぶと、三人はいったん建物を出て馬場もかねた広い場所へとでた。

「普ふ段だんはここで稽けい古こをつけてもらうことも多いんだ」

「では、手合わせの前に防具をつけてください」

　ハイヅカがそういいおくと、これまで紳しん士し然としていたリアムの表情に初めてにやっとした笑みが浮かんだ。

「なに、必要ないだろう。私程度の使い手なら、君は軽くあしらえるだろうから、髪の毛ひとすじ当てずにいることもできるんじゃないかな？」

「……ずいぶんと、腕を買っていただいてるんですね」

　どうやらリアムは見た目のままの、人のいいお坊ぼつちゃんなどではないようだ。

　先に馬場へと踏ふみ出していくリアムの背をみて、ハイヅカが低い声でぼそりともらす。

「なぁ、いまのあれは、たっかい鼻っ柱へし折ってくれっていってんのか？　それとも、ああいうのが貴族マナー？」

　微び妙みようにひきつるハイヅカの口もとにアイリが苦笑いで答える。

「うぅぅー、とりあえずですね。面めん倒どうなことになったら、絶対に七聖府うちが責任追つい及きゆうされますから。基本的におもてなしされてるようにみせかけつつ、おもてなししてください」

　ともかくこの地で貴族の機き嫌げんを損そこねてもいいことなど一つもないのだ。ましてや自分たちは、七聖府ザインの職員としてこの場に招かれたにすぎない。

　リアムはすでに上着を脱ぬぎ、シャツの袖をまくると、襟えり元もとをゆるめている。

　だがその表情だけは思いのほか、真しん剣けんなものだ。

　剣を体の正面で構えると、丁てい寧ねいに礼をする。

　貴族の流りゆう儀ぎ、実戦とはちがう騎士の剣だ。

「刃ははつぶしてあるから、どうぞ遠えん慮りよなくお相手願いたい」

　そういうと、リアムは思わぬ大だい胆たんさでハイヅカにむかって、大きく踏みこんだ。

　自然体で剣を下げ持っていたハイヅカは、鋭するどく前へ出された剣を、上体をひねるようにして避よける。

　その視線が、きらりと光を宿すように力を持つのがアイリにもわかった。

　低い位置から薙なぐようにはらわれたハイヅカの剣に、リアムはするりと下がる。

　互たがいを威い圧あつするように睨にらみ合う視線に、場の空気が張りつめていく。

　馬場の柵さくの外側にいたアイリには、目の前で腰こしを落として構えているハイヅカが「なるほど、坊ちゃんでも本物だってことか」とつぶやくのがきこえた。

「ハイヅカさんってば、そんな嬉うれしそうな顔しちゃダメですって……」

　手て応ごたえのある相手に、ハイヅカが明らかにわくわくしているのがわかる。

　これまでも現場にでていて、相手が手て強ごわいほどハイヅカは瞳を輝かせていた。

　対たい峙じする互いの間で密度の高まっていた空気が、ふっと変わった。

　張りつめていた緊きん張ちようがゆるみほどけた瞬しゆん間かん、ざざっと音を立ててハイヅカの長靴ブーツが砂を蹴けり、長い腕がなめらかに剣を繰くり出す。

　一気に両者の間が縮まると、ガツンと鈍にぶい音があがり、ハイヅカとぶつかったような形でリアムの手から剣が落ちた。

　その場にリアムは膝ひざをつくと、うつむくような姿勢で片手で顔に触ふれている。

「リアム様！」

　アイリはとっさに柵を押しひらいて中へ駆かけこむ。

　しかし、それよりもハイヅカのほうが驚おどろいた表情で、自分の剣を地面に寝ねかせるとリアムの腕をとり助け起こそうとした。

「いや、驚かせてすまない。ちょっとバランスを崩くずしただけだ。どこにも怪我はない」

　ハイヅカの手から逃のがれるようにリアムは立ち上がると、慌あわただしく衣服の砂を払はらった。

「申し訳ないが、少しだけはずさせてもらうよ。すぐに執しつ事じを遣つかわすので、片づけはまかせておいてくれないかな」

　リアムは至って平静な口調でそう告げるが、馬場を後にする足取りにはどこか不自然さがあった。しかもその顔色は蒼そう白はくといってもいいほど、血の気が引いている。

　だが、歩き出した背中にはくっきりと拒きよ絶ぜつの色が感じられ、アイリは声をかけそこなった。

　隣となりで困こん惑わくした気配で立ちつくすハイヅカを、思わず肘でつついた。

「ちょっと、ハイヅカさんってば。いまの当たってたんじゃないですか？　なんか、リアム様の唇くちびるのとこ赤かったみたいな……」

「んなわけあるか。俺が、そんなど素人しろうとみたいなヘマを接待でするわけねぇだろ」

「とかいっちゃって、途と中ちゆうからすっごく楽しそうな顔してましたけど。ちょっと本気だそうかなとか思ってましたよね？」

「読むな、人の顔色を」

「だてに現場同行してるわけじゃないですから。わかってるんですよ、ハイヅカさんがやらかしそうだなって気配は」

　とりあえず馬場から出ようと、アイリも剣のひとふりを抱かかえて柵の外へとでる。

　リアムは口にした通り、すぐに執事をよこしてくれたらしい。

　馬場にあらわれたホプキンスは丁寧に主の中座をわびつつ、アイリとハイヅカを中庭の見えるテラスへと案内しようと申し出てくれた。

　屋や敷しきの裏手に向かって右側に、心ここ地ちよい風の通る木こ陰かげがあり、そこにテーブルと椅い子すが置かれている。

　アイリとハイヅカは向かいあって腰を下ろすと、ふるまわれたお茶の入ったカップを手に、馬場の手前にあるこぢんまりした庭木を眺ながめた。

　午後に控ひかえている記念式典まで、それほど時間もなくなったため、ホプキンスがお茶を楽しまれてはと提案してくれたのだ。

　カチャンと、カップを置く音だけが響ひびき、アイリはそっと周囲をうかがうように口をひらく。

「ふー。でもこんな調子じゃ、いつまでたっても七聖守護物ザインタリスマンについては、わかりそうにないですね」

　だがハイヅカは思いのほか気のないようすで、庭に視線をやったまま答えた。

「別に、怪あやしい報告があったわけじゃねぇからな。ディクソン氏だってわざわざ今日の記念式典のために俺たちを呼びつけたぐらいだ。この都市で自分たちが星ほし鎮ちん守じゆにふさわしいって誇こ示じしたいんだろ」

　その声にどことなく刺とげ々とげしいものを感じ取って、アイリは首を傾かしげる。

「ハイヅカさんて、貴族が嫌きらいなんですか？」

「別に好きじゃないな」

「でも、由ゆい緒しよ正ただしきお家いえ柄がらってことでは、ここのお家うちなんてまだまともなほうだと思いますけど、なにしろ星鎮守を任されてるぐらいですから」

「馬ば鹿かいえ、星鎮守を任されるほどの家なんだろ。裏にはどんなドロ沼ぬまの陰いん謀ぼうがあるかしれたもんじゃない。きっと人の命だって軽いもんだ」

　なぜか確信めいたハイヅカの口調が気になりつつ、アイリはそうかもしれないとうなずいてしまう。

　以前の女学院で接してきた同級生たちから入ってくる、貴族のお家事情や、またそうした家柄に取り入ろうとする人々の、虚きよ栄えい心しんと欲よくが渦うず巻まく世界はまさに弱肉強食の日々だった。

　身分ある人々に取り入るため、新興貴族や商人は財力にものをいわせてパーティに乗り込んでくる。さらには、人を陥おとしいれるための噂うわさや人脈を駆く使しした接待などに注ぐ情熱は並はずれていた。

　そうした大人たちの背中をみてきたせいか、ヘヴンリーパレスでは、学生時分から縦横の人脈づくりや派は閥ばつ争あらそいが絶えないのだ。

　さらには貴族のサロンをまねた、お茶会や俱く楽ら部ぶといった慣習も学院内で広がっていた。

　そうした価値観に重きをおく同級生たちのなかで、アイリは日々居い心ごこ地ちの悪さを味わうばかりだった。

　自分の出自を恥はじたこともなければ、決して引け目があるわけでもなかったが、彼らが目指す目標や目的に共感できなかったせいだろう。

「だいたい、お前もこの街にいたんなら、会いたい知り合いとかいるんじゃないのか？　それともやっぱりアレか…………」

　それまでアイリをみて話していたハイヅカが、急に口をつぐむ。

「アレってなんですか、気になるんですけど」

「お前には…………友達がいない」

「──っぐ。な、なに失礼なこといってみちゃったりしてんですか。いますよ、七聖府ザインにだってジョゼっていう友達がいます。そりゃ彼女は研究室で多た忙ぼうですけど──」

「でもそれは、七星都立の学校で知り合ったんだろ。ヘヴンリーパレスで暮らしてるときの友達はどうした」

「人間、いちいち確かめなくてもいいことってあるんですよ」

　つい口もとをとがらせて視線をそらしたアイリは、はたと気づく。

「それをいうなら、ハイヅカさんなんて七聖府ザインにも友達いないんじゃないですか？　まさかその凶きよう運うんが人の縁えんまで遠ざけちゃって……かわいそうですね」

　もはやふたりは、ひたすら庭の緑を眺めつつ不毛な会話をつづけていた。

「だから、お前みたいなのが相棒パートナーになったりするんだろが」

「それはもちろん、良い意味でいってるんですよね？」

「解かい釈しやくは自由だな」

　しれっといってのけるハイヅカに、アイリは唇をついっとつり上げた。

「ま、なにをいったところで。お互い休みの日まで一いつ緒しよに行動してるんですから、たいがいのことは暗あん黙もくの了りよう解かいじゃないですかー」

　そう口にして、ふたりは同時に苦い表情になる。

「もう、この話題はやめにしませんか」

「それもそうだな。あれだ……そもそもは『聖せい杯はい』についての話じゃねぇか」

　だが、今回ばかりはいくら七聖守護物ザインタリスマン対策室とはいえ、捜そう査さや調査目的でここへ招かれたわけではない。

　表だって動くわけにもいかない状じよう況きようだからこそ、できるだけ星鎮守の周辺から情報を集める必要があるのだ。

　アイリは、目の前の美しい庭を憂ゆう鬱うつな気分でながめた。

　──なんだろ。この都市が嫌いってわけじゃないんだけど……事前の占うらないで『月』のカードとか山羊やぎの頭ず蓋がい骨こつなんてイメージしちゃったせいか、なんか不安になる。

　それはこのヘヴンリーパレスという都市全ぜん般ぱんにある印象がそう感じさせるのかもしれない。

　天災からも人災からも遠い、裕ゆう福ふくな貴族たちの暮らす歴史ある風景は一見優ゆう雅がだ。

　だがその古き良きものの陰かげには、渦巻くような人々の権力や名めい誉よに対しての執しゆう着ちやく。

　笑え顔がおの裏にある感情と、知らぬ間に引きずりこまれかねない蜘蛛くもの巣めいた人間関係。

　連綿と織りあげられてきたこの都市の歴史は、幾いく重えにも重なった確かなもののはずなのに、自分が立っている地面すら疑わねばならないような裏の顔も持っている。

　その時邸てい宅たくを囲む外がい壁へきの向こうから、昼を告げる鐘かねの音が鳴り響いた。

　午後から行われる式典に向かわねばならなくなり、アイリとハイヅカは一度部屋に戻もどって衣服を式典用のものに改めることにした。




[image: ]




　七聖府の職員として招待され、正式に式典に出席するからにはと、対策室メンバーは礼服とその上にはおる外套オーバーコートを持参させられている。

　きちんと磨みがいてきた長靴ブーツを履はいて、アイリは屋敷の玄げん関かんホールへと向かった。

　ここから式典会場までは、送そう迎げい車が出る予定になっているのだ。

　ハイヅカやダリウスが、礼服をきっちり身につけるさまもどこか馴な染じんだふうで、改めて彼らが七聖府ザインの職員として先せん輩ぱいなのだと気づかされる。

「アダム、ちょっとこっちにきなさい」

　だが背後でひそめられたシアーズの声に振ふり返ると、そこには明らかに礼服に振り回されているふうのアダムが立っていた。

　上着の襟えりがあらぬ勢いで内側へ折れ込んでしまっているのを、面めん倒どう見みのいいシアーズに直されている。

「サイクスさんて、新しい意味でなごみ系かも」

　おかげで緊きん張ちようから解放されたアイリが外へと出ると、屋敷の奥からゆっくりと走ってきた車が止まるのに気づいた。

　ややクラシカルな造りの車窓があけられると、顔を見せたのはディクソン家のリアムだ。

「やぁ、今朝は申し訳なかったです。お客様に失礼をしてしまってお恥ずかしい。これから私たちも式典会場へ向かいます」

　思わずアイリは窓にちかづくと、声をひそめてたずねる。

「あの……まさかハイヅカさんとの手合わせで、怪我けがをされたりしてませんよね？」

「えぇ、もちろん。かすり傷もありませんとも。彼はとても優ゆう秀しゆうな使い手なのでしょう？　私のような素人しろうとに、怪我をさせることなんてあるわけがない」

　はきはきと話すリアムは、別れ際ぎわに見た顔色も噓うそのように、穏おだやかにほほ笑んでみせる。

　そのリアムの奥に、シートに並んで座る人ひと影かげが目に入りアイリは思わず視線を止めた。

　高襟の衣装を着たほっそりとした麗れい人じんはアイリの視線に気づいたのか、ふっと顔をこちらに向ける。

　華きや奢しやなつくりの顎あごと細い鼻び梁りよう。びっしりとまつげに覆おおわれた黒い瞳ひとみは、ひどく印象的なきらめきがあった。細身の肩かたや、薄うすい体つきがしなやかな小こ柄がらな人物だ。

　軽く会え釈しやくされ、アイリも頭をさげる。

「あぁ、彼はディクソン家の顧こ問もん占せん術じゆつ師しとしてきてもらってるんだ」

　相手が男性だったことに軽く驚おどろきを覚えつつ、アイリはなるほどと内心でうなずく。

　──顧問占術師か、それなら名前も明かせないってわけね。

　ディクソン家ぐらいの規模の家であれば、顧問占術師の何人かは雇やとい入れていてもおかしくない。

　アルステラ大陸が、ウィッカの与あたえた守護物タリスマンの加護を受けてからというもの、人々は世の運気を読み、また的確に利用できる力を持った人材を求めるようになった。

　本当に能力を持った者は引く手数多あまたで、いくらでも依い頼らいは舞まいこんでくるという。

　そしてこうした社交界や政治の場においても、彼ら占術師の存在は大きなものだけに、自分たちが頼たよる占術師の名は明かされないことが多い。

「じゃあ、またあとで。パーティでお会いできるのを楽しみにしていますよ」

　そういって車が走りだすのと同時に、背後でシアーズが自分を呼ぶ声が聞こえた。

　アイリも慌あわてて自分たちの送迎車へと走り出す。

「おせぇぞ」

「すみません」

　ハイヅカに奥へと詰つめてもらい、隣となりのシートにぎゅっと乗りこむ。

　ふとその横顔を見て気づく。白い肌はだと、色素の濃こいまつげや顔立ち。

　くっきりとした鼻梁と目め尻じりの涼すずしげな面おも立だちは冷たそうでもあるが、見る者の視線をとどめてしまう品のようなものがある。

　さきほどの占術師もどこか似た空気があっただけに、ミッドパレスの人間なのかもしれないとアイリは思った。




　一同を乗せた車は、ヘヴンリーパレスのもっとも高台となっている丘おかへとたどり着いた。

　緑の下草が広がる丘は街並みが一望でき、頭上いっぱいに青空の広がる気持ちのいい場所だ。

　少しひんやりとした風がそよぐこの場所には、十五年前ミッドパレスを襲おそった『落日の礼拝』からの復興を誓ちかった記念の鐘しよう楼ろうがある。

　荘そう厳ごんな鐘の音が鳴らされると、すぐそばの支柱にミッドパレスとヘヴンリーパレス、ふたつの都市の旗が掲けい揚ようされた。

　両都市は、中央都市を挟はさむ形で南と北に存在しているが、排はい他た的てきな傾けい向こうを持つ都市が多い中、ミッドパレスの災害にいち早く都市としての復興支し援えんを申し出たのは、このヘヴンリーパレスだった。

　ここに住まう貴族たちは、多くを持つ者として、奪うばわれた者たちへ救済の手を差し伸のべることが自分たちの義務だと考えたのだ。

　青い空に高々と翻ひるがえる、宝ほう冠かんをいただく獅し子しの紋もん章しよう。

　貴族社会に嫌いや気けがさしていたころのアイリは、それを少しわずらわしく感じたこともある。

　貴族たちの義務やその行いは、独善と打算があるゆえの行動なのではないかと、ひねくれて捉とらえたこともあった。

　だが都立学院へと移り、七聖府ザインへ配属されたいま、仮に貴族の気まぐれだったのだとしても、当時のミッドパレスにはなにより必要な救いの手であったのだと、いまは知っていた。

　──彼らが早くに対応を決めてくれたから、私もいまこうしてここにいる。

　これまであまり目にすることのなかった、ミッドパレスの旗は、群ぐん青じようの地の中心にひとつの星があり、それをふたつの三日月が両側から囲むように配置されたものだ。

　やがて開式の祝しゆく砲ほうが打ち鳴らされると、拍はく手しゆののち、現在の両都市代表議員のスピーチが始まる。

　形式的に進められる式典は、アイリにとっては気持ちのひきしまる場でもあった。

　それでも、感謝状の贈ぞう呈ていのため壇だん上じようにあがったミッドパレスの関係者の表情には、まだどこか厳しい色が感じられる。

　犠ぎ牲せい者しやを悼いたみ、追つい悼とうの鐘が再度鳴らされると、慰い霊れい碑ひに献けん花かがひとつひとつ置かれていく。

　過去からの歩みを確かめるための式典は、厳おごそかな雰ふん囲い気きのなか、粛しゆく々しゆくと進んでいく。

　そして、ミッドパレス代表の子供たちがあらわれると、場の空気が微笑ほほえましくゆるんだ。

　幼い手から、花束と月光石という水すい晶しようで作られた守護物タリスマンがヘヴンリーパレスの代表者へと贈おくられる。

　さらに特別公使として、対策室を代表するシアーズが七聖守護物ザインタリスマン対策室の存在意義と、今後は二度とこのような災害が起こることのないよう、我々が尽じん力りよくすると誓うスピーチを披ひ露ろうした。

　シアーズの横顔には、普ふ段だんの彼女からは想像できない、重たく強い決意がにじむ。

　花束の贈呈を受けるときだけは、目を細め子供に笑みを向けた。

　だが閉式の言葉で式典が無事しめくくられると、アイリの隣に戻もどったシアーズが、ふっとまぶたを伏ふせる。

　憂うれえるような沈しずんだ瞳が、アイリは気になった。

　──そういえば、主任の歳としってはっきり聞いたことはないけど、『落日の礼拝』が起きたときって、主任は七聖府ザインの職員だったのかな、それともまだ入省前？

　ダリウスのような特例でもなければ、通常はアイリと同じく十八歳で入省が決まることがほとんどだ。

　どちらにせよ、対策室にいるメンバーもまた、あの事件にはなんらかの関かかわりや思うところがあるはずだった。

　厳げん粛しゆくな面もちで、慰霊碑に敬礼をするシアーズにならって、アイリも制せい帽ぼうをきっちりとただす。

　式典も終わりになって、アイリは初めて気づいた。

　ここで追悼される犠牲者のなかには、自分の両親も含ふくまれている。

　七聖府の職員として、この場で追悼の祈いのりを捧ささげることができることが、いまは少しだけ誇ほこらしい。

　──この鐘かねの音は、父さんと母さんにも届いてるのかな。

　やや風の強まってきた丘を人々が去っていくなか、アイリはやっとこの街並みが懐なつかしく感じられた。
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　式典も無事終わり、厳かな空気から一転、ディクソン邸ていは慌ただしく人の出入りがつづいていた。

　これから屋や敷しきのもっとも大きなホールにて、関係者を招いたパーティが開かれるのだ。

　そして宴うたげの翌日に、アイリたちは七聖府ザインに戻る予定になっている。

「いいこと、それぞれ荷物をちゃんとまとめておいてちょうだい。明日あしたの昼には七聖府に戻って、報告書をつくらないとならないんだから」

　そうシアーズにいわれていることもあり、荷造りをするつもりで部屋に戻ったアイリは驚おどろいた。

　清せい掃そうとベッドメイクが入り部屋はすっきりとしていたが、テーブルの上に華はなやかなリボンがかけられた大きな箱が置かれ、カードが添そえられていたのだ。

　そこにはリアムの名と共にこう記されていた。

『今朝、十分ご案内をできなかったお詫わびに、今夜のパーティではぜひ仕事としてだけでなく楽しんでください』

　おそるおそるリボンをといてみて「ふはぁ～」と、アイリは驚きの息をついた。

　なかに入っていたのは、深い青のドレスだった。

　左の肩かた口ぐちには大おお振ぶりな花の装そう飾しよくが施ほどこされている。裾すそに向かって広がるバルーンスカートは徐じよ々じよにその色を明るくし、中央に飾かざられた花に向かってやわらかな生き地じがドレープをつくり、膝ひざから下を見せるデザインだ。

「か……可愛かわいらしいけど、こんなドレスを着て出てくってのは」

　仕事できているのだと昨日の会食でもシアーズに言ったばかりなのにと、アイリが困こん惑わくしていると背後でノックの音がして我に返る。

　扉とびらをあけてみると、そこにはすでに万ばん全ぜんに着き飾かざったシアーズが立っていた。

「主任、それ──」

「アイリったらまだ着き替がえてなかったの!?　んもう、ほんとリアム様ったらお若いのに気配りのかたねぇ。私たち全員に、今夜の衣装を手配してくださったのよ」

　にこにこと部屋に入ってきたシアーズは、落ち着いたゴールドと淡あわい緑のシフォンのドレスを身につけていた。ウエストをきゅっとしぼった金のリボンベルトの下は、ふわりと裾が揺ゆれ、思いのほか丈たけは短い。

　まさにシアーズの脚きやく線せん美びを見せつけるようなデザインだ。

　──それに、私気づいちゃったんだけど、主任って意外に可愛いもの好きなんだもんなー。このドレスを贈ってきたリアム様もさすがというか……貴族おそるべし。

　全員に衣装を贈れば、仕事といえど断りづらくなる。実際シアーズはこの浮うかれぶりだ。

　そしてドレスだけでなく、バッグや靴くつといった小物まで違い和わ感かんなく添えられているところに、リアムの気配りが感じられる。

　まだ若いはずのリアムのもてなしの手しゆ腕わんにアイリが感心していると、その合間にもシアーズはてきぱきとアイリの上着を脱ぬがしにかかっていた。

「あんた、それにしたってなんなのこの趣しゆ味みの悪い下着は……これって牛柄がら？」

「ちょっ、いやいやいや……っ！　主任こそ、もりもり人のこと脱がしちゃわないでくださいよ！　これはお気に入りの蝙蝠こうもり柄のやつなんですー。出張だからよそいきのやつです」

　舞まい飛ぶ蝙蝠のプリントに嫌いやそうに視線を注がれ、アイリは身を小さくする。

「わかりました、とにかくちゃんと着替えますから。外で待っててください。ドレス着用で出席ってことなんですよね」

「そうだけど……でもほんとその下着は考えたほうがいいって。上司としてじゃなく同性として忠告しとくわ」

　哀あわれむような視線を向けるシアーズの背を押して、なんとか部屋の外に出すと、アイリは「ふぅ」と息をついた。

「──こんなとこだから、この下着なのに」

　シアーズは気づかなかったようだが、この下着は胸のリボンのところにごく小さな赤いルビーがついている。それは数百年も昔、三度の婚こん約やくを破は棄きされ世を儚はかなんで散った令れい嬢じよう、ジョセフィーヌ嬢の怨おん念ねんを呼び覚ますといわれているオーダーメード下着なのだ。

　つまるところ恐おそろしく男運を下げ、男性との関わりを遠ざける効果があると聞き、注文した一品だった。

「こういうパーティに出ると、たいていろくでもないことになるって、相場は決まってるんです」

　アイリはぶつぶつ言いつつドレスに着替え始めた。

　思えば過去の女学院時代に、アイリがパーティへ出席したおりには、近づいてきた男性が原因で、やっかみや嫉しつ妬と、周囲からのいらぬ注目を浴びるはめになってはひどい目にあったものだ。

　パーティ当日の衣装を隠かくされたり、帰宅すれば寮りようから閉め出されたりと、小さな嫌がらせにいたってはもはや覚えていられないほどだった。

　──「いいわね」「すごいじゃない」って皆笑え顔がおで口にしてたけど、「なんであんたが」「後ろ盾だてもないくせに」「結局『幸運ラツキーちゃん』だからでしょ」って陰かげでいわれてたのはわかってる。

「むぅぅ。でも、今日のこれは仕事だもんね……」

　アイリは仕方なく鏡台に向かうと、ブラシと髪かみを巻くためのコテを手にする。

　七聖府でいま受けている武器装備演習さながらに、かつてなく厳しい表情でてきぱきと身み支じ度たくを終える。最後にブレスレットをはめヒールを履はくと、雄お々おしく立ち上がった。

「あ、でもやっぱりこれも」

　シフォンで花を模かたどったパーティバッグに、手のひらサイズの箱を入れる。

　それは会食のあとに、シアーズから預かっていたタロットカードだ。

　結局リアムに案内をされる予定も中ちゆう途と半はん端ぱになってしまい、占うらないをできないまま手元に預かっていた。

　そしてディクソン氏についてはもちろん、ヘヴンリーパレスへくる前に占った結果の、『月』に関するような新事実もまだ見つけられない。

　明日には中央都市へ戻もどってしまうため、なにか探さぐるにしても今夜のパーティが最後のチャンスになるだろう。

　──でも、あの占いの結果だって、ただの思い違ちがいとか解かい釈しやくの間違いの可能性だってあるんだもんね。もちろん何もないほうがいいに決まってるけど、どうしてこんなに気にかかるんだろう。

　アイリが浮かない表情で部屋を出ると、そこにはシアーズをはじめ、他ほかのメンバーもすでにそろっていた。

「すいません、お待たせしました！　まさか自分だけドレスってのも変かと思って──」

　着替え自体を迷っていたのだといおうとしたアイリは、全員がきょとんとした顔でこちらを見ているのに気づく。

　──あ、そういえば、ハイヅカさんが制服以外の礼服きてるの初めてみたかも。思ったより……なんていうか、フォーマル着てるといっそう近づきがたい格好良さかも……しゃべらなければだけど。

　思わず視線を奪うばわれてしまったアイリは、そのままハイヅカの隣となりをみた。

　──ダリウスさんも貴族の坊ぼつちゃんに引けをとらないきらびやかさだし、サイクスさんには……もうなにもいわない。

　モデルもかくやという造作、立ち姿の完かん璧ぺきさを台無しにするアダムの衣装の着こなしはたしかに見事だ。

　ただしシャツのボタンを掛かけ違え、胸のチーフは片方が飛び出し、ひょっとすると靴くつ下したすらそれぞれ柄が違うのかもしれないことに目をつぶれば。

「あの、そろそろいかないと駄だ目めなんですよね？」

　おそるおそるアイリが口をひらくと、まるで時が止まっていたかのように静止していた全員がいっせいにまばたいて話しだした。

「豚ぶたに真しん珠じゆすぎだろ」

　止めていた息を解放したハイヅカは、一いつ緒しよに暴言も吐はき出す。

「まぁまぁ。立派な衣装が中身を作るともいうじゃないですか」

　その奥に立つアダムは、にこにこと暴言の上うわ塗ぬりをしてくれた。

「驚おどろいた、アイリったらちゃんとドレスを着付けられたうえ、髪もなんとかできるのね。いつもほうりっぱなしじゃない」

「……一応、これでも聖ソフィア女学院にいってたんです。ちゃんと礼法の授業とかもあったんですよ。普ふ段だんはほとんど役に立ちませんけど」

　確かにそれらの知識が、七聖府ザインでの生活で役に立つことはほぼないといえる。

　アイリの普段の生活を知っているせいか、ハイヅカの「あぁ、宝の持ち腐ぐされ」となにかにひどく納なつ得とくした表情が腹立たしい。

「初めてあったときからそうだけど、役に立つのか立たないのかはっきりしないな君は」

　じつに冷たく断言したダリウスをにらみつけると、アイリはふふんと笑みを浮かべて艶つややかな金きん髪ぱつを見下ろした。

　なにしろヒールの効果もあって、いまは確実にアイリの方が目線が高いのだ。

「いいんですよ、いま初めて見とれちゃったっていうんなら、そう認めてくださっても！」

「なっ、そんな意味でいってないに決まってるだろ！」

「え、そうですかぁ？　普段と比べて見み違ちがえるほど綺き麗れいでびっくりすぎだなーと、そういう意味でしょういまのは」

「だーかーら！　君みたいなぼさっとした女子に見とれるとかそんな……」

　怒ど鳴なり返すダリウスの背後から、シアーズがぽんぽんとその背を叩たたいて歩き出す。

「はいはーい。お子様組の騒さわぎはそこまでよ。仕事、仕事」

「そうですよ。遊びにきたわけじゃないんですから！」

　目的を思い出しアイリも張り切って歩き出すと、やれやれとばかりに、全員がその後につづいた。

　ぞろぞろと廊ろう下かを歩きながらも、アイリは気になっていたことを小声でシアーズに伝える。

「あの、ここへくる前に室長がいってた、ヘヴンリーパレスの七聖守護物ザインタリスマンについてなんですけど──」

「あぁ、その件ね。でも昨日からこっち、ディクソン氏に変わったようすもなかったわよ。式典の打ち合わせの間にも気にかけてみてたけど、とくに気になるようなやりとりも人の出入りもなかったわね」

　声をひそめたシアーズも、そのことを忘れていたわけではないらしい。

　だがその横から、ダリウスが一歩前に出た。

「じつは、先ほどの式典で思い出しましたが、ミッドパレスの旗にも月が描えがかれてるんですよね。そもそも、あの都市を象しよう徴ちようする天体は月です」

「そんな、都市ごとに決まった天体なんかがあるんですか？」

　尋たずねたアイリに、ダリウスは勉強が足らないとばかりに、厳しい視線を注ぐ。

「そうだな、確かにミッドパレスはもともと月を信しん仰こうしてきたからな」

　そう口にしたハイヅカに、全員が視線を向けた。

　たしかにこの場の誰だれよりもミッドパレスについて詳くわしいのは、その都市を出生地に持つハイヅカだろう。

「こないだアイリが占ってみたカードが『月』だったのも、そのことだったのかもな」

　そうハイヅカは口にしたが、ダリウスの表情は厳しいままだ。

　アイリも自分があのカードをみたときに感じた、妙みように胸むな騒さわぎを覚える印象は、それだけだとは思えなかった。

「タロットのカードっていうのは、そこに描かれている物が結果そのものを指してるってわけじゃないから、いろんな角度から考えてみる必要があるんだ」

　ダリウスの意見にアイリはうなずいたが、シアーズは難しそうに眉まゆ根ねを寄せる。

「でも、ディクソン氏に正面から、七聖守護物についてつっこんで聞くのは難しいわ。あんまり直球で聞いちゃうと、七聖府ザインがディクソン家に星ほし鎮ちん守じゆとしての責任を疑ってるともとられかねないし……なにか正式な調査指令がでていれば違うんでしょうけど」

　──そっか。前にジュマイエル様が七聖府に秘密で七聖守護物を持ちこんだのだって、フレイアパレスでの星鎮守としての体面があったからだもんなぁ。

　アイリはもどかしい気持ちになった。

　七聖守護物を守らなければならない使命は、七聖府も星鎮守も同じなのだ。

　それでも、お互たがいの立場が違えば、それだけわかりあえない面がある。

「いいわ。とにかくこれから大広間に入ったら、関係ありそうな話題や出来事は気にかけておいて。パーティが終わってから、全員でアイリの部屋にあつまってちょうだい。それから各自の持ち帰った情報をもとに、アイリにタロットカードを使ってもらいましょう」

「わかりました」

　アイリはバッグの上からタロットカードを確かめるようにそっと押さえる。

　この機会を逃のがせば、ただなんとなく式典やパーティに顔をだしただけの出張になってしまう。

　特別公使としての役割はそれで果たせるだろうが、コーネル室長の言動をみるに期待されている役目は決してそれだけではないだろう。

「そうですよね。これでいっそ結果が同じだったら、さっきハイヅカさんがいったような意味合いで〈月〉のカードが関かかわってたとも考えられますし、新しい答えが見つかるかもしれません」

　パーティが終わったあと、再度アイリの部屋に集合する約束をしてから、アイリたちは大広間の扉とびらをくぐった。

　大理石に飾かざられた大扉の向こうは、まぶしいばかりの眺ながめだ。

　白い壁かべには黄金の漆しつ喰くいで装そう飾しよくが施ほどこされ、天てん井じようにまでつづくそのまばゆい飾りは、天てん井じよう画がをふちどり豪ごう華かに彩いろどっている。

　すでに広間には招待客が大勢いるようで、客人たちに飲み物をくばってあるく給きゆう仕じの姿も幾いく人もあった。

　広間の片かた隅すみからは、用意された楽団が奏かなでる旋せん律りつが優ゆう雅がに流れてくる。

　アイリたちが広間に入ると、人数が多かったこともあるのだろう。周囲から多くの視線が向けられた。

　それに気づくと、シアーズはくいっと背筋を伸のばし長い足で歩きだす。

　長身の美女の艶やかさに、その素す性じようが軍部あがりの女じよ傑けつだとは誰も思わないだろう。

　その隙すきにと、アイリも人ごみに紛まぎれようと足を踏ふみだす。

　しかし十歩も歩かぬうちに、前方にいたダリウスに白髭ひげの老人が歩み寄ったかと思うと、にこやかに話しはじめた。

　どうやらダリウスに手て渡わたしている名めい刺しからして、ヘヴンリーパレスの学者らしい。

　あっというまにダリウスが老紳しん士しに連れ去られ、ふと気づけば左手にいたアダムの姿も消えている。

　その姿を探してアイリが周囲を見回していると、

「あぁ、ほら。サイクスなら、さっきあの色とりどりの夜の蝶ちようたちに……」

「あぁぁ……ほんとだ！　どんどん拉ら致ちされていっちゃう」

　羽はね飾かざりや、宝石で思い思いに身を飾ったマダムたちの群れのなかに、アダムの明るい銀の髪かみが消えていく。

「そして、誰もいなくなった──か」

「私がいるじゃないですか」

　アイリがハイヅカを見上げると、その視線がすがめられ、前方を示すように動いた。

　同じ方角に目をこらしたアイリは、「あ」と声をもらした。

「やぁ、やぁあ！　ひょっとして、アイリじゃないか？　聖ソフィア女学院にいたアイリ・イスフェルド、だよね？」

　広い肩かた幅はばをみせびらかすように人を押し退のけ近づいてきた青年に、アイリは思わずあとずさる。

「うぅぅ、やな奴やつに……」

「どうして今日はここに？　ずいぶん長い間あわなかったけど、君もずいぶんみられるようになったじゃないか。そのドレス素す敵てきだよ」

　褒ほめているというより、かなり失礼なその男の言葉にもアイリは驚かない。

　目の前の男の表情を見れば、自分が声をかけてやることがアイリにとって光栄のほかないと信じ込んでいるようすだからだ。

「お久しぶりです、ヒルハイム様。ご家族のみなさまもお元気ですか？」

「もちろん、父や母、妹のエリザベスも、愛馬のサンダーもね。こうして再会できたんだ、今夜はこの僕が君と一曲踊おどってあげてもいい」

　目の前の青年の自己陶とう酔すい気味の口調に、ハイヅカが珍ちん獣じゆうにでくわしたようすで啞あ然ぜんとしている。

　アイリは身を寄せると声をひそめて教えた。

「この人はですね、新興貴族の跡あと取とりでこのあたりじゃ有名なんですよ。私が女学院にいるころパーティで会ったことがあって──」

「いまも相変わらず、君の幸運の女め神がみっぷりは健在みたいだね、なにしろこの夜に僕と再会するんだから」

　アイリの迷めい惑わく顔にはみじんも気づかぬまま、ヒルハイムは歌うように口にする。

　そしてそのままアイリの腰こしを抱だいて、強ごう引いんにエスコートしようとした。

　アイリは思わず顔をしかめて足をつっぱってしまい、ヒールのせいで姿勢を崩くずす。

　だがその体は、反対側からぐいっと引っぱられた。

　ハイヅカが慣れた手つきでアイリの体を抱かかえるように抱き寄せると、腰に回した腕うででそのままアイリの体を支えあげる。

　わずかに体を宙に浮うかせたまま、アイリはその腕にすがることになった。

「悪いが、彼女はいま俺の『幸運の女神パートナー』だ」

　銀灰の瞳ひとみに刃は物ものの鋭するどさと物ぶつ騒そうな威い嚇かくを宿して、ハイヅカがそう告げる。

　さすがの珍獣も身に迫せまる危機を感じたのか、ヒルハイムはその場で茫ぼう然ぜんと立ちすくんだ。

　ハイヅカはアイリを床ゆかにおろすと、完かん璧ぺきな所作でその手を自分の肘に添そえ、なめらかな足取りで歩きはじめた。

　アイリは自分の動どう悸きが激しくなっているのを必死になだめつつ歩を進める。

　──ハ、ハイヅカさんが『幸運の女神パートナー』とかいうのって……なんか、意外すぎる。

　ちらりとその横顔を見上げると、整った顔立ちはフロアのまばゆい光の下でいっそう冴さえ冴ざえとみえる。だがアイリの視線に気づくと、途と端たんにニヤリと意地悪な笑えみを浮かべた。

「別に、噓うそはいってねぇだろ。いまは俺の相棒パートナーなんだからな」

「そ……でしたね。はい」

　どことなく艶つやっぽいような響ひびきをその口もとに感じた途端、アイリは自分の頰ほおが火ほ照てるのがわかって慌あわてて顔をそむけた。

　──うわー、そういう笑顔やめてほしい！　なんかハイヅカさんから相棒宣言って意外っていうか、照れくさいっていうか……。

「アイリ、ぶつかる。ちゃんと前みて歩け」

　前をみていなかったアイリが人にぶつかりかけるのを、ハイヅカの腕が再びアイリを軽く抱き上げるようにして避よけてくれる。
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　ハイヅカの腕にしがみつきつつ、なんとかヒールで歩調を整えると動悸も収まってきた。

　──あぁ、そっか。私友達があんまりいないから、こんなふうに人にかばってもらうなんてことなかったもんなぁ。いい響きだな、相棒って。

　たとえ周囲からの嫌いやがらせがあったとしても、ハイヅカなら馬ば鹿からしいと一いつ蹴しゆうしてくれるだろう。自分に関わることで傷つかない、信じられる相棒パートナーというのはそうそう出会えるものではない。

　先ほどはハイヅカらしからぬ丁てい重ちような扱あつかいに一いつ瞬しゆんどきりとしたものの、そういえば現場ではかつぎあげられたり放ほうり投げられることもしょっちゅうだとアイリは思い出す。

「ハイヅカさんて、人を放り投げるだけじゃなくて、エスコートもできるんですね」

「いっとくけどな、投げるのはお前が無む茶ちやするのと小さいからだぞ。それに、士官学校でもパーティぐらいある。まぁ、この体質じゃ参加のしようもなかったけどな。今日は幸運の女神とやらのエスコートだから大だい丈じよう夫ぶだろ」

　確かに最さい凶きよう男が参加するパーティというのは、歓かん迎げいされないサプライズが多そうだとアイリもうなずいた。

「しかし、アレだな。ここにはあの手の頭が風船みたいな奴が多いのか？」

「風船……いえ、もちろん皆みんながそういうわけではないです。ディクソン家みたいに、長くつづく由ゆい緒しよ正ただしい貴族には厳格な人も多いですよ。ただ、ヒルハイムみたいに婚こん姻いんをきっかけに貴族の称しよう号ごうを手にした新興貴族も多くて……まぁ、おっしゃるとおり、浮き上がっちゃってる感じの」

　アイリは学生時分のパーティでヒルハイムに声をかけられたせいで、女子寮りようから閉め出されたことを思い出す。

　ヒルハイムも、黙だまっていれば一見さわやかそうな外そと面づらと、貴族の称号を持つという長所がある。

　女学院にいる女子たちにとって、大切なところはまさにそこだったのだ。

　だがふとハイヅカがアイリをエスコートする腕をはずすと、突とつ然ぜん足を止めた。

「でも、風船だろうがなんだろうが、お前にとってやっかいだって意味じゃ、俺も似たようなもんか」

　かすかに皮肉げな笑みを浮かべたハイヅカに、アイリは驚おどろいてその横顔を見上げた。

　シャンデリアの華はなやかな大広間で、ハイヅカの横顔にはらしくなく陰かげりがあった。

　アイリは口角に力をこめて、きゅっと笑みを作る。

「幸運を逃にがさないコツは、料理上手が肝かん心じんなんですって。良かったですね、ハイヅカさん」

　その言葉にハイヅカがけげんそうな表情を浮かべたが、すぐに小さく笑みを浮かべた。

「そういう話もあるかもな。あぁ、でも今度のは相手しないわけにはいかないだろう」

　長身のハイヅカは、アイリより広間の見通しがきくらしい。

　ほどなくして、人の間からディクソン家のリアムが姿をみせた。

　アイリはドレスの裾すそをさばいて、深く膝ひざを折りおじぎをする。

「リアム様、このたびはパーティへのお招きと贈おくり物までいただきまして、ありがとうございました」

　かつて礼法の授業でイヤというほど叩たたき込まれたふるまいが、ここでは確かに役に立っていた。

「ドレス姿も素敵ですね。とてもお似合いです。いかがですか、よろしければ私と一曲」

　その申し出に、ハイヅカがいってこいと視線で示しているのがわかって、アイリはうなずくとリアムの手を取った。

　リアムは羽でも扱うように、丁重に隙すきのないエスコートでダンスフロアへとアイリを誘いざなう。

　流れる音楽はゆったりとしつつも陽気な旋せん律りつで、くるくると踊る貴婦人たちの笑顔といくつもすれ違ちがう。

　アイリは女学院を後にしてから、長らくダンスもしていなかったが、リアムが手を取ってさっと足を踏ふみ出すと、つられるようにして自然にステップを踏んでいた。

　リアムのリードの上手うまさももちろん、どこまで体に染しみついているのか恐おそろしくなるほどの、女学院教育の賜たま物ものだろう。

　シャンデリアがまばゆい光をふりまく広間。

　贈られた華やかな衣装に包まれて、目の前にはこの都市一番の名士の子息。

　ここで暮らす少女のほとんどが憧あこがれる、幸運の極きわみともいえる贅ぜい沢たくな状じよう況きようではある。

　これが女学院時代であれば、確実にアイリは寮から閉め出され、数々の嫌がらせをくぐり抜ぬけ、すり寄る女生徒たちをかき分けて過ごすはめになっただろう。

　事実このフロアに向かうまでも、リアムにエスコートされた自分に注がれる視線のなかには、あからさまな嫉しつ妬とやさげすみの目もあったのだ。

　だが、ちらりとリアムの顔を見上げたアイリは、全く別のことで不安になった。

　──リアム様。やっぱり顔色が悪いみたい、まぶたの色とか唇くちびるとか……昼間に見えた唇の赤いのって、やっぱり血だったんじゃないのかな。

　本当にハイヅカの剣けんがぶつかったりはしてないのだろうかと、気になってハイヅカの姿を目で捜さがしてしまう。

　ひときわ背が高いせいか、人ごみのなかでもハイヅカの姿はすぐにみつけられた。

　なんとか人なみを避けて進もうとし、その足もとに子供がいたらしい。

　避けようとした先に、グラスを運ぶ給きゆう仕じの姿があり、それをかわそうとして新たにぶつかりかけたご婦人の肩かたを支えると、するっと身を入れ替かえる。

　なんとかことなきを得たかと思うと、今度はそのご婦人にダンスを申し込まれているのか、必死に首を横に振ふって逃のがれようとしていた。

　ホールを横切るだけでも苦労しっぱなしのハイヅカに、アイリは思わずくすりと笑う。

「どうされました？　いつも一いつ緒しよの彼は、あなたにとって特別気になる人ですか？」

　かすかにからかいを含ふくんだようなリアムの問いかけに、アイリはあわてて首をふった。

「え、あの、いや……いいえ。彼は職場の同僚ですし、任務を同じくする相棒パートナーなので」

「七聖守護物ザインタリスマン対策室ですね。でも、驚きました。貴女あなたはこのヘヴンリーパレスで育ったんでしょう？　イスフェルド夫妻にも先日お会いしましたが、貴女は養女でいらっしゃるとか」

　一瞬リアムが口にした言葉を理解するのに時間がかかった。

　アイリの養父母は裕ゆう福ふくではあったが貴族ではない。

　ふたりが暮らす屋や敷しきも、こうした大だい邸てい宅たくが集まる都市中心部からは、かなり離はなれた位置にあるのだ。

　──いまのって、リアム様がわざわざイスフェルドの家を訪ねたってこと？　それともふたりが呼び出されて……。

　自分が養子だからとて、なにも後ろめたいことなどなかったが、都立学院に無理な編入をしてからというものアイリは養父母と疎そ遠えんになっていた。

　リアムがふたりになにを聞いたのか、どういうつもりでふたりと話をしたのかが気にかかる。

「どうだろう、このあとゆっくり話がしたいんだ。ヘヴンリーパレスから七聖府ザインへ入省する人はとても少ないことだし。希少な機会だからぜひ君の話を聞いてみたい」

　輝かがやく大広間のなかで、リアムのくっきりと青い瞳ひとみがふいに酷こく薄はくにきらめく。

　威い圧あつ感かんのひそむその笑顔は、自分の願いや望みが叶かなえられると信じて疑わない、生まれついての貴族のものだった。

「……わかりました」

　せめてハイヅカに行き先を伝えようと、アイリはその姿を捜したが、広間を渡わたる人間があまりに多くみつけられない。

　いつのまにか、リアムに優雅に手を取られたアイリはダンスフロアから連れ出されていた。

　貴重品を扱うような軽かろやかなエスコートは、かえって逆らう意思を奪うばわれてしまうのだと気づいてアイリは唇を嚙かむ。

　リアムはそっと気配を絶つようななめらかな足取りで、周囲の注目を引くこともなくアイリを大広間から連れ出してしまった。
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　ハイヅカからすると無む駄だに華か美びだとしか思えない、豪ごう華かなフロアにいる人々の目線はやや低く、おかげで周囲を見み渡わたすには便利だった。

　それでも、あまりの人の多さに身を置けそうな空間を見つけるのも簡単ではない。

　ぶつかりかけた貴族のご婦人は、ハイヅカを見るなり「あなた、七聖府ザインからいらした方よね？」というと、積極的にダンスに誘おうとした。

　どうやら制服を着ていた時点で覚えられていたようだが、ハイヅカはそれを必死に断ってなんとか人を避よけ壁かべ際ぎわへと下がる。

「……ぶなかった。ここで踊おどるなんて冗じよう談だんじゃないぞ」

　かつて事件の現場でも、短たん距きよ離りの移動にこれほど手こずったことはなかった。

　しかもここへ到とう達たつするまでに、シャンパンを三杯ばいはあびせかけられ、何度ご婦人の鋭えい利りなヒールに狙ねらわれたかしれない。

　あのまま広間にいつづければ、巨きよ大だいなシャンデリアが落下する可能性もあるのだ。

　アイリが相棒パートナーとして同行するようになってから、大きな災難は減っていたが、どこまでその効果が及およぶかははっきりとしないままだ。

　そんなハイヅカにとって、ここはこの上なく落ち着かない空間だった。

　なんとか人ごみを離れ、リアムと踊るアイリを目で追う。独特のラインの青いドレスは思いのほか目を引いた。

　このパーティが始まる前、部屋にかしこまった衣装が届けられていたときには、正直うんざりしたものだ。だが、確かに女性ふたりにとっては、制服よりはドレスのほうがこの場をはるかに楽しめるのだろう。

　リアムの手をとって、なめらかに足を運ぶようすのアイリは、一見すると良家の子女そのものだ。

　ついさきほど拳こぶしをお見み舞まいしそうになった、風船頭の貴族の坊ぼつちゃんなら、その本質を見み抜ぬくこともなく、年とし頃ごろの女性として扱あつかおうとするだろう。

　それでもアイリにしてみれば、ああいった輩やからを相手にするぐらいなら、パーティの主しゆ催さい側であるリアムと踊るほうがよほどまともな選せん択たくだろう。

　時おり笑えみを浮うかべて踊るアイリの表情を見ていると、なぜか腹の底に不快なものを感じてハイヅカは顔をしかめる。

　首を二度ほど傾かしげてみたが、どうもその原因にたどり着けない。

「あぁ……きっとあれだな。あいつは──喋しやべるか、食べるかしなけりゃいいんだ。そうすればこういうところでもちゃんと馴な染じめて……いや、違うな。そうじゃねぇ」

　いま腹の底にあるのは、アイリの本ほん性しようを世間からいかに隠かくせばいいかというもどかしさではない。もちろん、当人も別段それを望んではいないのだろう。

　だからこそ彼女は育った街を飛び出して、七聖府ザイン入省を目標にしてきたのだ。

　それは過去の己おのれとも、そっくり重なる選択だった。

　その想おもいと志を、ハイヅカは昨日のことのように思い出せる。

　ハイヅカはまぶしいばかりのシャンデリアと人の熱気に耐たえがたくなり、自分の前まえ髪がみをくしゃりとつかんで引いた。

　──なんつぅか、こういう場所はなじまねぇな。らしくねぇことばっかりいったり、考えたりしちまう。

　アイリに「幸運を逃にがさないコツは、料理上手が肝かん心じん」だなどと慰なぐさめられるようでは、本当にさきが思いやられる。

「駄だ目めだ。本気でまずい」

　無意識のうちにぶつぶつもらしつつ、ハイヅカは極力気配を殺して移動をはじめた。

　この場にはミッドパレスの人間も多い。ハイヅカにとっては、いまこの場にいることが父の耳に入るようなことがあれば、後々面めん倒どうだという意識があった。

　自分の素す性じように気づく人間に出くわさないことを願いつつ、ハイヅカはテラスを目指して人ごみを避けて歩く。

　故郷を飛び出してずいぶん月日が流れた。

　十五年前の『落日の礼拝』でハイヅカが過ごしてきた日々も環かん境きようも、すべてが激変した。

　ミッドパレスが黒の七星旅団によって蹂じゆう躙りんされ、誰だれもが大切なものを失ったせいだ。

　数日前にみたばかりの悪夢が再び脳のう裏りによみがえりそうになり、ハイヅカは強く目をつぶった。

　ただひっそりと、夜の花のように記き憶おくに残る少女の記憶。

　七聖府に入省するその日まで、血で染められた別れのことを、思い出さなかった日はなかった。

「まったく……こんな場所でらしくねぇ」

　きっちりとは整えていなかった前髪をぱさりとふって、ハイヅカはテラスに近づく。

　そのとき、死角からふっとあらわれた人ひと影かげに軽く肩かたが触ふれた。

「すみません」

　細い声をかけられ、ハイヅカも詫わびようと会え釈しやくした瞬しゆん間かん、びりっと手首に痛みが走った。

　一瞬顔をしかめそうになって堪こらえる。

「あの、どうかされましたか？」

「いや、なんでも。こちらこそすまない」

　華きや奢しやな肩かた幅はばの人物が会釈すると、さらりと黒くろ髪かみが流れた。

　背を覆おおう長さの髪かみと体つきから一見女性かと思えたが、声の響ひびきといい身につけている衣装といい、性別の判断がつきづらい。

　だが服の襟えりを交差するように合わせた身ごろの衣服や、腰こしに巻かれた独特の飾かざり紐ひもを見るとミッドパレスの人間なのだろう。

　一瞬すれ違ちがっただけなのと、長い黒髪の印象ばかりでほとんど顔は見えなかった。

　人ごみに消えていく背中を見送りつつ、ハイヅカは手首をさする。どうやら腕うでにつけていたブレスレットに静電気が起きたようだ。

　ブレスレットの下にある小さな花びらほどの痣あざから目をそらし、気分を切り替かえるように歩き出した。

　ようやくたどり着いたテラスへ出ると、手すりに身をもたせかけ、冷たい夜気をいっぱいに吸いこむ。何度かそれを繰くり返して、ようやく頭の奥までさえ渡る心ここ地ちがした。

「やっぱり、ここにいたのね」

　突とつ然ぜん背後から声をかけられ、ハイヅカはふり向く。

「主任……狩猟ハンテイングはもう終しゆう了りようですか？」

　こんなときでも憎にくまれ口は忘れないハイヅカに、シアーズも威い勢せい良よく応戦する。

「そーね！　なんだか私の肌はだにあわない気もするわ。つかみ所がないっていうか、逆にあからさまっていうか。それにあなたにとっても、ここは苦手な狩かり場ばでしょうが」

　そういえば、自分もそのあからさまな奴やつをみたばかりだとハイヅカはうなずく。

「とくに今日みたいなパーティだと、ディクソン氏に顔を売りたい名士たちってのがほとんどだろうな」

「でしょうね。さすが星ほし鎮ちん守じゆを務めてきた家いえ柄がらだけあるわ。ヘヴンリーパレスの貴族たちがディクソン氏に向ける視線には、なんだか畏い敬けいの念みたいなのがこもってるもの」

　広間に入る前に全員で示し合わせただけに、シアーズは星鎮守としてのディクソン家にさぐりをいれようとしたらしい。

「でも、あまり嗅かぎまわりすぎてもまずいわね。彼の背後には、議会へのツテだのコネだのがうっじゃうじゃ伸のびてる……いらぬ藪やぶをつついてなにかでてきちゃっても困るし。七聖守護物ザインタリスマンを守るって目的は一いつ緒しよなのに、こっちは後ろ盾だてもない公務員なんだから不利よね。そういえば、さっきからアイリの姿がみえないんだけど？」

　どうやらアイリの姿を捜さがしていて、シアーズはテラスへ行き着いたようだ。

「あぁ、あいつならさっきディクソン家の息子むすこからダンスを申しこまれて、そこのフロアで踊ってるはずだけど」

　ハイヅカの答えに、シアーズは記憶を辿たどるように視線をめぐらせる。

「変ね、フロアも見てきたはずなんだけど。人が多くて見落としたかしら？　でもま、いいことかもね。思いのほかリアム様がアイリを見み初そめちゃったりして。あのドレス姿は正直驚おどろいたもの。まがりなりにも聖ソフィア女学院にいたのは、冗談じゃなかったってことねぇ」

　ふむふむと納なつ得とくしているらしいシアーズは、はっとしたように手すりを握にぎりしめる。

「……って、駄目じゃない。あの子がこんなとこで貴族に見初められちゃったりしたら、対策室うちとハイヅカはどうなっちゃうのよ」

「別に俺のことはいーだろうが。だいたい、このパーティだって公使としての仕事だろ」

　だがハイヅカの投げやりな返事に、シアーズはあきれたような顔をしたあと、にやりと意地悪く笑みを浮かべた。

「あんたね、そんなのんきなこといってて、あとで泣いても遅おそいんだから。外務省の外交使節そとまわりを希望する女子には、実際玉の輿こし狙ねらいなんて子もいるって知ってる？」

　言葉の意味をアイリに当てはめてみて、ハイヅカは途と端たんに吹ふきだす。

「冗じよう談だんだろ、アイリが!?　いくら外務省希望だったからって、そんな──」

「わーかってるわよ！　もちろん、あの子にそんな気がみじんもないことは明白よ。そうじゃなくて、当人にそのつもりがなくても、貴族のきまぐれはわかんないってこと。だいたい、アイリはあの幸運体質で七聖府ザインにも一目置かれるぐらいなんだから、思わぬ大物一いつ本ぽん釣づりだってありえなくないでしょ」

　確かにそこを指し摘てきされると、アイリの身になにが起きても不思議はない気がしてくる。

　しかもそれは、基本的に本人は望まぬ幸運という形をとることがほとんどなのだ。

「うーん……ありえるな」

　なにか引っかかるものを感じるハイヅカをおいて、シアーズは再び室内に戻もどろうと背を向ける。

「もうちょっと捜してみるわ。それに、そろそろアダムを救出してこなくっちゃ。ほんとにマダムの寝しん室しつにお持ち帰りされかねないもの」

　了りよう解かいとばかりに、ハイヅカはだらしなく敬礼を返すと、ふたたび手すりにもたれて夜空を見上げた。
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「リアム様……お話って私が七聖府ザインに入省した理由についてですか？」

　招かれたのは、大広間から離はなれ階段を上った先にある、こぢんまりした場所だった。

　そう広くない室内は、胡桃くるみ材の壁かべに等とう間かん隔かくで黒漆うるしのプレートがはめ込まれ、その縁ふちには金きん泥でいの飾りがほどこされている。プレートには異国の風景や花や鳥などがあしらわれ、きらびやかではあるが独特の重じゆう厚こう感があった。

　床ゆかには六ろく芒ぼう星せいをモチーフに、天体を思わせる図が色の違う木材で複雑に描えがかれている。

　淡あわく白びやく檀だんの香かおりがただようこの部屋が、リアムにとってなにか特別な場所なのではないかとアイリは直感した。

「まぁ、そう急ぐこともないだろう。まずは座ったらどうかな、お茶ぐらい運ばせよう」

　リアムが呼び鈴りんを鳴らすと、やや間を置いて使用人が気配もなくあらわれた。

　メイドはアイリに視線を一度も向けることのないまま、華奢な脚あしの円えん卓たくに茶器をふたつおいて退出していく。

　湯気を立てるカップを挟はさんで、リアムと向かいあって座ると笑え顔がおで話しかけられた。

「君がもともと聖ソフィア女学院の生徒だったと聞いて驚いたよ。あそこは、良りよう妻さい賢けん母ぼ育成のためのお嬢じよう様学校だからね。貴族やそれに準ずる家の子女がほとんどだ。そして彼女たちの頭には、社交界のこととパーティの予定ばかりがつまってる」

　どこか皮肉にも聞こえる口調でそう告げて、リアムは品のいい手つきで紅茶のカップを持ち上げた。

「だが、君は自ら七星都立学院に編入し、見事七聖府への入省を勝ち取ったとうかがった」

　どうやらリアムが、イスフェルド夫妻と直接会ったのは確からしい。

　その質問や行動の意図がつかめずに、アイリは用心しつつ口をひらいた。

「確かに私は途と中ちゆうで七星都立学院に編入しました。でも、それは私自身の強い希望があってのことです。育ててくれたイスフェルド夫妻には、本当に大事にしてもらいました。ただ、本当の両親は私がまだ幼い頃ころに、ミッドパレスで起きた『落日の礼拝』で亡なくなりました。そのとき両親が七聖府にいたと聞いて、私も七聖府にいきたくなったんです」

　リアムはその青白いまぶたをそっと伏ふせてうなずく。

「非常に美しい志だね。家うちの父が知れば、君の存在はきっとこの記念式典で披ひ露ろうされ、人々の賞賛をさらっただろうね」

　アイリは慌あわてて手を振ふった。

「いえ、本当に……それは個人的な理由で……私が勝手にしたことですから」

　困こん惑わくしつつも、アイリの胸の中にイスフェルド夫妻の面おも影かげがよぎる。

　甦よみがえるなつかしい日々と、ふたりに会いたい思いがわきあがったが、アイリはその気持ちを胸の奥に押しこめた。

「あの当時は、たくさんの災害孤こ児じたちがヘヴンリーパレスの貴族に引き取られたそうだね。そして彼らの多くは、養父母たちの望むままに育ったみたいだ。良くも悪くもね」

　どこか皮肉を含ふくんだような物言い。

　やはりこの部屋にきてから、リアム自身を包む空気がひどく棘とげっぽく感じられる。

　気品ある彼の面おも立だちに、ひんやりとした空気を感じてアイリはつい身構えた。

「ある意味で、君はとてもイスフェルド夫妻を失望させただろうね」

　にこやかに告げられ、予期せぬ場所に尖とがった爪つめを立てられた感覚に、アイリは息を詰つめる。

　舞ぶ踏とう会で踊おどる間も、リアムは自分を丁てい重ちように扱あつかってはくれたが、その瞳ひとみはどこか淡たん々たんと品定めをするような色があった。

「『落日の礼拝』の規模で災害が起これば、貴族たちは当然慈じ善ぜんの手を差し伸べる。それが我々の義務でもあるからね。ただあの災害は、大陸中を揺ゆるがす騒さわぎになったし、それでなくとも名をあげたい新興貴族や財ざい閥ばつはこぞって寄付や救きゆう援えんを始めた」

「えぇ、そのことはとても感謝しています。私やほかの孤児たちがいまこうして生活できているのは、当時支し援えんをくださった方たちのおかげですから」

　表面上は穏おだやかに言葉を交かわしてはいたが、アイリはリアムの表情に不可解なものを感じていた。先の見えないやりとりに気味の悪さを感じ始めた頃、リアムの品のいい口もとが初めて嫌いやな笑みの形にゆがんだ。

「ただ、孤児を引き取った家の者は、関係者を災害で亡くした人や、世よ継つぎに恵めぐまれなかった貴族が大半だったのも事実だ」

　リアムの言わんとすることが、ようやくアイリにも飲みこめてきた。

　もちろん、あの災害でもっとも財力的にミッドパレスを支援できたのは、このヘヴンリーパレスをおいてほかにない。関かかわった人々のそれぞれに違ちがった思いがあったとしても、行こう為い自体を偽ぎ善ぜんだというつもりはなかった。

「リアム様、先ほどからなにをおっしゃりたいんです？」

「君のその尊い志はじつに立派だが、イスフェルド夫妻にはどう映っているだろう。ひょっとすると君の行為は、夫妻にとって裏切りも同然だったのじゃないかと思ってね」

　投げかけられた言葉は、アイリを傷つけようとしてのものだ。

　それがわかるだけに、アイリはき然として口をひらいた。

「イスフェルド夫妻が、私をどこかの貴族の家に嫁とつがせたいと……縁えん戚せきを結ぶための駒こまにするつもりで引き取ったと、そうおっしゃりたいんですか？」

　アイリは自分の体の芯しんが冷たく硬かたくなるのを感じた。

「それはリアム様が、イスフェルド夫妻から直接聞かれたお話ですか？」

　アイリの声に動どう揺ようがなかったせいだろう。きっぱりとした切り返しに、リアムはおや、と意外そうに眉まゆをあげてほほ笑む。

「どうだろうね。私が彼らの話をそう受け取っただけかな？」

　相手が有力貴族の跡あと取とりだということも一いつ瞬しゆん忘れて、アイリは相手を殴なぐってしまいたい衝しよう動どうに襲おそわれる。必死にその怒いかりを抑おさえると笑顔で口をひらいた。

「リアム様の考え違いでしょう。イスフェルド夫妻がどういった気持ちで私を見守ってきてくれたかは、娘むすめの私が一番よく知っています。もしそんな勘かん違ちがいをなさっておられるなら、いますぐ訂てい正せいしていただけますか？　私は両親を心から尊敬してるんです」

　強気に出たアイリの態度に、リアムはまだその嫌な笑みを消さない。

　──ちょっと。この人、私が強がってるとでも思ってるの!?　だいたい、なんでこんなことを人に説明するはめになってるんだろ……。

　アイリは苛いら立だちながらも、怒りの感情が自分のどこからわき上がってくるのか自覚していた。

　リアムが口にした質問は、過去の己おのれの未熟さを突つきつけられるようでたまらなくなる。

「リアム様がお話しくださった養子の事情については、女学院でも話題になっていたことなので、貴族の方々の耳に入っていてもおかしくはありません。でもそのことについてなら、私はとっくにイスフェルド夫妻に直接確かめてありますから」

　アイリのその告白には、リアムも驚おどろいたようだ。

　その顔から笑みが消えると、先をうながすように首を傾ける。

「別に珍めずらしいことじゃないでしょう？　学生時代さんざんそういう話を吹ふき込まれたんです。だから私の編入について養父母に反対されたときに、そのことは話し合いました」

　聖ソフィア女学院は、お嬢じよう様さまばかりがいる花はな園ぞのとして世間に知られてはいるが、そこには女の意地とプライドと偏へん見けんが渦うず巻まく人間関係が存在していた。

　棚たなボタ式の幸運を手に入れているように見えるアイリは、当然やっかみを受けるなかでそうした話題を嫌でも耳にいれられたのだ。

　そんな話を聞かされて気にならないわけがない。アイリは何年も前に、イスフェルド夫妻に自分を引き取った理由を直接たずねていた。

　そしてその質問をしてしまったことを、心の底から後こう悔かいするはめになったのだ。

「自分を出世の駒に使いたいのか？」と娘に聞かれて傷つかない親などいない。




　あの日、アイリが口にした質問に、強こわばって青ざめた養母の表情をみて、自分がひどい思い違いをしていたのだと思い知らされた。

「まさか……違うわ。どうしてそんなこと──」

　呆ぼう然ぜんとしたようすで、そのあと義母は自分たちの息子むすこのことを打ち明けてくれた。

　養父母たちには、アイリの両親と同じく七聖府ザインで働く一人息子がいたが、彼もまた『落日の礼拝』で命を落としてしまったのだ。

　まだ若かった息子を亡くし、暗くら闇やみに突き落とされた現実のなか、それでも残された命を救えるならばと、ふたりは養子縁えん組ぐみを希望したのだという。

　これまで一度もそうした事実を知らされてこなかったアイリは、「ごめんなさい」と小さくいうのがやっとだった。

「息子のことは隠かくしていたわけじゃないの。ただ、あなたを誰だれかの代わりにするんじゃなくて、いつか三人が家族として落ち着いたら話をするつもりだった。でも、代わりもなにも、アイリと過ごしてると楽しくてあっという間で、ついいいだす機会がなかったのよ」

　しみじみと時の流れをたどる、義母の慈いつくしむような声こわ音ねにアイリはうつむく。

「あなたには、あなたの人生がある。私たちはそれを見守りたいだけ。ただ、七聖府ザインへの入省を反対したのは、息子のことがあったから不安になってしまったのは本当ね」

　隣となりで厳しい顔をしていた養父が、苦しげに口をひらく。

「私たちが七聖府のことを反対したのは、アイリが本当の両親のことにこだわっているからだ。気持ちはもちろんわかる。気になるのも当然だろう。それでも、過去を掘ほり返すような真似まねをしたって、アイリのためにはならないと思うんだ……私たちは娘に幸せになってもらいたい、そして生きていて欲しい」

　それぞれの言葉は、ふたりがずっと自分自身に言い聞かせてきたことなのだろうと思えた。

　うつむいたままのアイリの髪かみを養母はやさしく撫なでると、顔をあげるように頰ほおを指でたどる。

「あなたを聖ソフィア女学院にやったのは、この街で暮らす女の子は皆みんなそこに憧あこがれるって聞いていたからなの。なにしろ私たちには息子しかいなかったし……こんなに可愛かわいい女の子がきて、ちょっと舞まい上がってたのね。素す敵てきな場所なんだろうって思ったからなのよ」

　ヘヴンリーパレスのなかでも比ひ較かく的てき辺境で暮らすふたりが、年の離はなれた女児の教育に周囲の話や価値観を参考にしたのは至し極ごく当然のことだったのだ。

「ねぇ、アイリ。私たちはあなたに何かをして欲しくて、一いつ緒しよに暮らしてきたわけじゃない。あなたももう一人前の女性だと思ってるわ。私たちがあなたの代わりに何かを決めたり、強制的に従わせるつもりはない。それだけは忘れないで」

　そう告げると、アイリを見つめる淡あわい青の瞳が嬉うれしげになごんだ。

「本当に、もうこんなに大きくなったんだものね」

　アイリには両親の記き憶おくがほとんどない。だがそれでもいま、自分に注がれる微笑ほほえみと愛情が本物だということはわかった。

　義母の腕うでに抱だきしめられ、アイリは自分を何百遍ぺんと罵ば倒とうして、蔑さげすんでも足りないと思うぐらい、口にした質問を後悔した。

　幼い頃ころに自分を抱きかかえて本を読み聞かせてくれた養母の両りよう腕うでも、いまは老いて細く感じられる。

　それが愛いとしくて少し寂さびしくて、胸の奥が苦しかった。

　ほんのわずかにでも、ふたりの心を疑った自分が恥はずかしくてならない。

　そうしたいきさつもあり、最終的にはアイリは以前より強い気持ちで七聖府を選ぶことができたのだ。




　──本当なら、ちゃんと七聖府ザインで仕事がこなせるようになってから、ふたりに手紙を書いて報告にいくつもりだったのに。こんなふうにヘヴンリーパレスへ戻もどってくることになるなんて……。

　今回の特別公使の仕事にあまり気が進まなかったのは、そうした理由もあった。

　そしていま、なぜディクソン家の息子とこうして向かい合っているのか自分でも訳がわからない。

「リアム様。一体どうして私を、別室にまで呼ばれてこうしたお話を？」

　──この人、なにがしたいんだろう。いくら私がこの都市にいたからって、七聖府の一職員を呼びつけて、養よう子し縁えん組ぐみの話を聞きたいわけじゃないと思うんだけど。それに、なんでかこの人には悪意をもたれてる気がする。

　警けい戒かいするあまり、ついリアムをにらみつけるような表情になっていたアイリの前で、リアムを包む空気がさらに不ふ穏おんなものになる。

「不思議そうだね。でも、きっと君にはわからないかな。君や、君の養父母のふたりが価値を見いだしていないものに縛しばられている人間が、ヘヴンリーパレスここには大勢いる」

　リアムはどこか乾かわいた暗い声でそう告げた。だが、色をなくしたその唇くちびるがひきつったかと思うと、突とつ然ぜん激しく咳せきこむ。

「リアム様!?」

　アイリが驚いて席を立つと、近づくなとばかりにリアムは手で制した。

　唇をぬぐったリアムの手の甲こうに鮮あざやかな赤い色が見える。

　やはり昼間の手合わせのとき、リアムの唇についていたのは血だったのだとアイリは気がついた。

「動かないでください。すぐに誰かお呼びしますから──」

　だが、扉とびらに向かおうとしたアイリの前に、リアムが立ちはだかった。

「こんなことは初めてじゃない。いいから、もう少しだけ話を聞いてくれないか？」

　リアムをみあげれば、その目元の陰かげが濃こくなり、血の気が一気に引いた顔は白いを通り越こして土気色だ。やつれたような面おも差ざしに、青い瞳ひとみだけがぎらついた力を宿している。

　行く手をはばむリアムの手に触ふれられてアイリははっとした。

　リアムの指は尋じん常じようでない冷たさだったのだ。その気き迫はくに押されるように、アイリはじりじりと座っていた椅い子すにおいつめられる。

「君もご存じのように、ディクソン家は代々つづく星ほし鎮ちん守じゆの家いえ柄がらだ。議会にも式典にも、都市の名士の集まりには必ず名前があがり、人々から一目おかれる存在としてふるまってきた。私の父がそうあるように、その座を引き継つぐ私も当然そう求められる」

　憑つかれたように言葉を紡つむぐリアムの声に、アイリはぞっとした。

　それはなにかを偏へん執しゆう的に信じている人間の、執しゆう念ねんと毒をはらんだ感情をにじませている。

「でも、だったらリアム様……なおさらお体をきちんとしないと」

　一日の間に、二度もリアムの血をみたということは、彼の体はそうとう具合が悪いはずだ。

　医師や治ち療りように不自由するはずなどないリアムが、どうして……とアイリは不思議だった。

「私の体のことなら、とうにディクソン家にいる主治医が診みている。だが、原因がなかなか突つき止められなくてね。かといって、おおっぴらに外部の医師を呼べば、外にまで知られることにもなりかねない。なにより、父に知られるわけにはいかないからね」

　眉まゆ根ねを寄せたリアムは、思うようにならない自分の体にいらつくように、その右手をテーブルに叩たたきつける。ガシャンとカップが音を立て、アイリはびくりと肩かたを揺ゆらした。

「嫡ちやく男なんの私がこんな状態だと知れば、あの人は失望する。……だから絶対に、知られるわけにはいかないんだ！」

　そう口にするリアムの顔は、どこか怯おびえているようにも見える。

　まるで子供が厳しい[image: ]しつ責せきを恐おそれるように声は細ったが、その表情は必死になにかにすがりつこうとする嫌いやな笑えみに一いつ瞬しゆんゆがんだ。

　アイリはここから逃にげ出したい気持ちに駆かられたが、具合の悪そうなリアムを放ほうっていくわけにもいかない。

「一体いつから、そんなに具合が悪くなったんです」

「おやさしいものだね。君の気づかいこそ偽ぎ善ぜん……いや、ここに残っているのは、単に私の立場を恐れてのことかな」

　唇を朱しゆに染めてまで憎にくまれ口の減らないリアムに辟へき易えきしつつ、アイリはため息をつく。

「そうですね、正直その両方だと思いますけど。少なくとも、目の前で血を流してる人を見捨てていったら、私が罪悪感で気分が悪いってだけの自己都合ですから」

　アイリの本音をむきだしにした言葉に、リアムは目を見張るとその笑みが少しやわらぐ。

「こんなことになったのは……二年前ぐらいからだ。本当に原因はわからない、もちろんディクソン家も私もあちこちに敵はいることだし、心当たりがゼロともいえないけど……ゴホッ」

　リアムの喉のどが湿しめった音をたてて鳴る。引きつるような呼吸を繰くり返し整えると再び口をひらいた。

「医師も途と方ほうにくれてる。薬はまるで効果がなくてね。もちろん、守護物タリスマンを扱あつかえる呪じゆ医いから、体にいいとされる守護物もいくつか手にいれてきた……それでも、良くなっては逆ぎやく戻もどりの繰り返しでいい加減嫌いや気けがさしてきたところだ」

　リアムは話すうちに呼吸が整ってきたのか、すっきりと顔をあげたかと思うと、妙みようにはしゃいだ口調で説明した。

　そして、テーブルの上に置かれていた鈴すずをりん、と鳴らす。

　茶器をかたづけさせるのだろうかとアイリは思ったが、扉とは反対側の衝つい立たての向こうで人の気配がする。

　どうやらそちら側にも出入り口があるらしい。

　アイリが衝立を見つめると、その裏側からほとんど足音を立てないで人ひと影かげがあらわれた。

　すらりとした立ち姿の人物は、昼間車のなかで、リアムの隣となりに座っていた占せん術じゆつ師しの青年だった。

　額から頰、肩から背中へと流れ落ちる黒くろ髪かみは見事な艶つやを放ち、白い肌はだに光をたたえた黒い瞳が印象的だ。

「またお会いしましたね、お嬢じようさん。私はコゲツと申します」

　差し出された手をアイリが困こん惑わくして見つめると、その背後でリアムが口をひらいた。

「彼は有能な占術師でね、ディクソン家の顧こ問もん占術師のひとりでもある。彼がきてくれたおかげで、いまの私はこうしていられるといってもいい」

　青年をみやったリアムの表情と声は先ほどよりやわらぎ、くつろいでいるようだ。

　多くの占術師に接してきたはずのリアムが、これほど信しん頼らいを寄せるとなれば、その実力も相当なものなのだろう。

「彼の占術によって得られた治療や守護物タリスマンを使うことで本当に症しよう状じようはやわらぐんだ。だが、そんな彼でも私の病を完治させることはできないらしい」

　リアムの言葉に、美び貌ぼうの青年はそれを申し訳なく思うように会え釈しやくしてみせた。

「私の力が至りませんで、リアム様の苦痛を改善できず、胸がいたむばかりです。ですが、占術によりますと、今度こそリアム様の病を退散させるにふさわしい、希け有うな守護物が見つかるという巡めぐり合わせにあるようです」

　高すぎず低すぎず、どこかもの柔やわらかな声こわ音ねで、占術師は微笑ほほえみながらそう告げた。

　その言葉に力を得たようにリアムが口をひらく。

「いつだって、彼の占術に誤りはない。今度こそというならば、占術結果に導き出された守護物を手にいれることで、このやっかいな病状とも決別できるはずだ」

　占術師の青年と向き合っていたアイリは、背後に近づいたリアムの気配にふりかえり、その距きよ離りに息を詰つめる。

「占術の結果はこうだ。『特別な幸運を宿した女性があらわれる。それは七つの星を掲かかげる都市からやってくるであろう』とね。アイリ──それはまさしく君のことだ」

「え、……」

　突然冷たい指に手首をつかまれ、バランスを崩くずしたアイリは裾の後ろが長いドレスを踏ふみつけそうになる。

「おっと、気をつけてくれよ。君の代わりはきかないんだ」

　アイリの肩を支え、丁てい寧ねいに立たせてくれたリアムの目には目的の守護物を手に入れたという、執しゆう着ちやくのにじんだ光が宿っていた。

　それはもはや人を見るものではない。

　希少な、価値あるものへのあからさまな欲よくを向けられ、アイリの背筋にふるえが走る。

　なんとかリアムの手から逃のがれようと身をよじったが、強い力で引き戻もどされる。

「無む駄だに抵てい抗こうはして欲しくないな。私としても君は待ちかねた客人だ。大切に丁てい重ちように扱わせていただくと約束しよう」







[image: ]




「やっぱり変だわ……いくらなんでももう真夜中よ」

　厳しい表情でベッドに腰こし掛かけたシアーズが口にする。

　アイリの姿を見つけられぬまま、対策室メンバーはアイリの部屋でその帰りを待っていた。

　本来ならパーティのあと、ここでタロットカードを使う予定だったのだ。

「でも、荷物ごと消えてるなんて妙でしょう？」

　先ほどまでは、「新人のくせに集合時間厳守もできないのか」といらだたしげだったダリウスも、さすがに小言をいっている場合ではないと気づいたらしい。

「ハイヅカ、本当にアイリはリアム様と一いつ緒しよにいたんでしょうね」

　眉み間けんにしわをよせ、厳しい表情を浮うかべていたハイヅカは視線を険しくする。

「……そのはずだ。俺と一緒にいたあと、ダンスに誘さそわれてフロアにでていった。その前に絡からんできた馬ば鹿か貴族もいたけど……まさか」

　立ち上がったハイヅカに、シアーズが低く声をかける。

「こんな時間にどこいこうってのよ」

「聖戦器フアランクスの使用許可をくれ……」

　鬼き気き迫せまる表情のハイヅカが、学生時代のアイリを知っている新興貴族について報告したが、シアーズはさほど気にならないようだった。

「馬鹿いってるんじゃないわ。そんな間ま抜ぬけにどうにかされるほど、あの子だって抜けちゃいないわよ。それに、今日のパーティはディクソン家主しゆ催さいなのよ、そこで体面命の新興貴族が問題を起こすとは考えにくいわね」

　確かにシアーズのいうことは一理ある。ハイヅカはしぶしぶといった表情で、椅子に腰をおろした。

「じゃあ、リアム様に話をうかがったほうが？」

　そうアダムが口にしたが、今日はディクソン家も来客で慌あわただしい。

　七聖府ザインの特別公使として招待を受けている状況で、職員の管理もできていないという印象を与あたえるのは望ましくない。

　さらにシアーズは唸うなりながら眉まゆ根ねを寄せると、いいにくそうに口にした。

「あのね……万が一、数万にひとつの可能性だけど、アイリが望んでリアム様と一緒にいるとしたら？」

「なんだよ、それ」

　こんなときに冗じよう談だんはよせとばかりにハイヅカは眉をつり上げた。

　だが、シアーズはふざけているわけではないらしい。

「さっきもテラスでいってたじゃない。外務省の使節の女の子がいった先で玉の輿こしにのることがあるって」

　その言葉に、再びハイヅカが険しい顔で立ち上がる。

「まさか、あいつが貴族の坊ぼつちゃんとそういう意味で一緒にいるってのか!?」

　気色ばんだそのようすに、シアーズも苦い表情で考えていたかと思うと、はっと顔をあげた。

「いや、まって。それはあり得ない気がしてきた。あの子の幸運体質が奇き跡せきを呼んだとしても、きっと下着が……いやいや、色々あって突つき返されてくるはずよ」

　そうなるに違ちがいないと半ば確信的なシアーズだったが、ハイヅカはあることに気づいた。

「ひとつ確かめたいんだが、この対策室のことについてはある程度外部にも知られてるわけだよな。だがそうはいっても、俺のめんどくせぇ体質まで公おおやけにしてるわけじゃないんだろ？」

　シアーズは一いつ瞬しゆんきょとんとしたあと、声を大きくした。

「当たり前じゃない！　そんな外聞悪いことするはずないでしょ。今回の公使を引き受けるにあたっても、室長もそこを心配してアイリと離はなれないようにって……あら、まずいわね」

　あからさまにやっかい者扱あつかいされつつも、ハイヅカはさらに嫌いやな予感を強めた。

「じゃあ、あいつの幸運体質についても公にはされてないんだな」

　そのことに少しだけほっとしつつ、だが別の可能性に思い当たる。

「俺が気になるのは、さっきのパーティにいた馬鹿貴族が、昔のアイリの幸運伝説を知ってたことだ。このヘヴンリーパレスじゃ、あいつの噂うわさを知ってる人間は多い」

　そこで初めてダリウスが納なつ得とくしたようにうなずく。

「……あぁ、そうか。ここじゃ財力を持つ人間があらゆる守護物を求めてる。もちろん表向きは法の範はん囲い内のものですが、ほかにも貴族たちはおかかえの呪術師や占せん術じゆつ師しをやとっていますし……それでいくとアイリは──」

「なるほど。確かにハイヅカにとっても、アイリは特とく殊しゆな人間守護物タリスマンっていえるんだものね。それにいまいったみたいに、あの子の噂はこの都市の人間なら知っていてもおかしくない」

「まさか──誘ゆう拐かい……」

　ハイヅカのつぶやきに、さすがに一同の顔つきが変わる。

　これだけ人目のある場所で誘拐されたとなれば、アイリ自身がまったく逆らえない状況に陥おちいっていた可能性もある。

「主任、これ以上ここでじっとしてて手て遅おくれになったらどうするんだ。すぐにでも動くべきじゃないのか？」

　話の流れに嫌な予感がしたのか、シアーズはとるべき行動を即そく座ざに判断したらしい。

「私はいまからヘヴンリーパレスの七聖府支局に向かうわ。そこへいけば、七聖府ザインと通信ができる設備がある。すぐに室長に指示を仰あおいで……っていうより根回しがいるわね。あと、このディクソン家についてなにかつかんでないのかうかがってくる。緊きん急きゆう事態だもの、外務の人間つかまえて車をださせるわ」

　そういうと、すでに制服に着き替がえていたシアーズは、外がい套とうを手に取った。

「いい、指示があるまであんたたちはここで待機よ。くれぐれも勝手な行動はしないで。ディクソン邸ていで問題を起こしたとなったら、かなり面めん倒どうなことになるんだから！」

　まるで留守番の子供にいいつけるように、びしっと指を立ててみせると部屋を出ていった。

　遠ざかっていくシアーズの足音を聞きながら、ハイヅカは低くうなるように息をついた。

「あの、僕も部屋から荷物とってきます。ひょっとして、必要になるものがあるかもしれませんから」

　そういってダリウスも部屋を出ていったが、ほどなく慌てた顔つきで戻ってきた。

「いまっ……そこで屋や敷しきの侍じ従じゆうから、これをシアーズ主任宛あてにってあずけられて──」

　どうやらシアーズが部屋にいなかったため、知らせの封ふう書しよを手て渡わたそうと捜さがしていたらしい。

「主任に知らせっていうと、アイリのことか？」

　封書を手にとったハイヅカは、迷わずその封ふう筒とうをあける。シンプルな便びん箋せんには、整った文字でこうつづられていた。




『　このたびは誠に勝手ながら、七聖守護物ザインタリスマン対策室職員アイリ・イスフェルド様のお時間をいただきたく思います。彼女のご養母が、突とつ然ぜんの体調不良により面会を求めてこられました。

　いましばらく、彼女にわずかな時間をお与えいただきたい。急な知らせのため、事後のご連れん絡らくとなったことをお詫わびします。

　明日あした改めてご説明とお願いに参りますので、どうぞご心配されませぬよう。

　すべての都市の守り手である七聖府ザインにこそ、職員への厚き恩情を賜たまわりますようお願い申しあげます。

リアム・ディクソン』




「……なんだ、これ」

　確かにアイリの養父母はこの都市にいる。

　当人の話からも、養父母であるふたりが高こう齢れいなのだろうとは察していた。

　しかし体調不良が突然のことだったとしても、仕事のパーティの席で、対策室メンバーの誰だれにも告げずに消えてしまうのは、あまりに不自然に思える。

「うーん、確かに妙みようですよね。それにそんな騒さわぎで七聖府の職員を移動させることがあれば、ディクソン氏からシアーズ主任の耳に、部下のことが入ってこなかったのも不自然です」

「俄が然ぜん……怪あやしくなってきたようですね」

　目を伏ふせて思案げなようすだったアダムが、その涼すずしげな瞳ひとみを不快そうに細めた。

　ハイヅカは封書を折りたたむと、制服のポケットにぎゅっと押しこむ。

「ダリウス、アイリの行方ゆくえを調べられるか？」

「えーっと、これを使えばたぶん……ただ、本来これらの探知捜そう査さを個人宅で無断に行うのは違い法ほうですけどね。それと、なにか個人的な持ち物があれば、気配をたどりやすいんだけど、アイリの荷物も全部もちさられてるから分が悪いかも」

　ダリウスはそういいながらも、持ってきた鞄かばんを開くとせわしなく荷物を取り出していく。

　小さな針やいくつかの歯車で構成された方位盤ばんのようなものに、水すい晶しようや黒耀石、琥こ珀はくに瑪め瑙のうといくつもの貴石を選んではめこみはじめた。

　ハイヅカははっとして、自分の制服の左袖そでをめくる。

「そういえば、このブレスレットはアイリが対ついになる片方を持ってるはずだ」

　その言葉に、ぎろりと視線だけあげたダリウスが途と端たんに眉み間けんにしわをよせる。

「なにそれ……まさかペアで買ってつけてるとか、そういうことなわけ？」

　一瞬ダリウスの言葉の意味が飲み込めなかったが、ハイヅカはすぐに激しく首を振ふった。

「なわけないだろ！　違う、そういうもんじゃなくて、割と名の知られた守護物タリスマン細工師が作ったってものを、事件が縁えんで押しつけられたんだ。俺の運気があいつのつけてるブレスレットに流れ込むみたいなことをいってたけど」

「そりゃまたひどい呪のろいのアイテムですね……まぁ、これを使うにはいい条件です」

　そう口にしたダリウスの瞳がきらりと力を宿すと、装置の支し度たくをする手の動きがいっそう速くなった。

「じゃあ、私たちも支度をしたほうがよさそうですね」

　そういってアダムが立ち上がると部屋を出ていこうとする。

　意図がつかめずハイヅカが首を傾かしげると、アダムはじつに穏おだやかにこう告げた。

「この不自然な知らせに、違法の探査をするというのでしたら、私とあなたの聖戦器フアランクスが必要になるのではと思うんですが……」

「お前──わりにさらっと物ぶつ騒そうだよな。大賛成だ」

　不ふ謹きん慎しんにも、わずかに気持ちが高こう揚ようするのを感じつつ、ハイヅカはアダムを伴ともなって、武器保管室へ向かうことにした。
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「まさか……これって誘拐なのかな、それとも拉ら致ち監かん禁きんってやつ？」

　リアムの品のいい表情の底ににじむ酷こく薄はくさは、どこか歪ゆがんだもので恐おそろしい。

　リアムの私室で話をしていたアイリは、口答えする間もなく、衝つい立たての裏にあった扉とびらの奥へと押しこまれてしまった。

　隠かくし部屋のようにも思える一室は、先ほどあらわれたコゲツという占術師が使っているのかもしれない。

　棚たなの上に置かれた雑多な小物や壁かべにかけられた額などは、アイリがみても使い道の想像もつかない珍めずらしげなものが多い。きっとダリウスがみれば目を輝かがやかせるに違ちがいない、守護物や呪じゆ具ぐだと思われる物がたくさんあった。

　先ほどのリアムの私室に比べれば装そう飾しよくは簡素だが、おかれている椅い子すや机は質のいいものだ。

　まさか立場ある貴族の子息が、こんなに思い切った行動を取るとは予想もできず、アイリは猫ねこ脚あしのソファに座って頭をかかえた。

　ボリュームのあるドレスの裾すそが踊おどるように、虚むなしくひろがる。

「しまったー。なんで……こんな動きにくい格好のまま閉じ込められちゃったかな」

　床ゆかから天てん井じようまでをながめてみても、どこにも開口部はない。

　逃にげ出すには、リアムがいた部屋を必ず通らねばならないようだ。

　──リアム様の口調だと、ひょっとして本当にイスフェルド夫妻に会ったのかも。でも馬ば鹿か貴族のヒルハイムもきてたから、あいつから私の学生時代の話を聞いた可能性もある。それにしてもあの占術師……どうやって私がここへくるって知ったんだろ？

　ヘヴンリーパレスへの特別公使の仕事が決まったのは、つい最近のことなのだ。

　コゲツがすぐに占術で察知してリアムに知らせたとしても、この短期間の間に、リアムがアイリのことを調べあげるには時間がなかったはずだ。

　そこまで考えて、アイリははっと気づく。

　──違う。ひょっとしたらもっと前に、占術の結果が先にあって、あの占術師が私のことをリアム様に吹ふきこんだんだったら？　考えすぎかもしれないけど、この記念式典にあわせて対策室を呼んだのだって、リアム様がいいだしてディクソン氏が七聖府ザインに参加要よう請せいをしたのかもしれない……。

　考えていくうちにさらに気づいたことがあった。

「さっきのリアム様のようすじゃ……きっとディクソン氏はこのことを知らない」

　リアムは跡あと継つぎとしてみっともないところを父親に見せまいと、体調のことも必死に隠しているようすだ。そのためにアイリや対策室を呼びつけたのだとしても、当然父親にはその理由も話していないだろう。

　つまりアイリが消えたことについて、シアーズがディクソン氏に働きかけてくれたとしても、答えは返ってこない。

「どうしよう。でもまさか、ここに私だけ置いていかれたりなんてことは……私も一応職員のはしくれだし。それに……あ、ハイヅカさん！」

　アイリはそう口にして思わず立ちあがった。

　自分とハイヅカと、いまどのぐらいの距きよ離りを隔へだてているのだろう？

　広間を出てきた時には、リアムと話をしたらすぐに戻るつもりだったのだ。

　七聖府へ入省してからというもの、自分でも驚おどろくことに本当にハイヅカとつかず離はなれず、ほとんどの時間を一いつ緒しよに過ごしてきたのだ。

　七聖府が実験的に試ためしてみたいという、自分の幸運体質とハイヅカの凶きよう運うんを相そう殺さいする効果が本物なら、このままだとハイヅカの凶運が暴走する可能性がある。

「まっずい……とてもまずいかも。あの、あのーっ！　ちょっと話を聞いてくださいー！」

　締しめ切られた扉を必死にたたき続けると、かちっと小さな音がした。

「あのっ、リアム様……っと、あなたは」

　あらわれたのは、先ほどコゲツと名乗った占術師の青年だ。

　扉の隙すき間まからのぞく部分だけをみても、その面おも立だちはため息のもれるような美しさだ。

　コゲツは扉を開くと、花が咲さきこぼれるように艶あでやかな笑えみを浮うかべたまま、ずいっと思わぬ勢いでアイリに近づく。

「な、なんでしょう」

　身の危険を感じる距離に、アイリは無意識のうちに、むき出しの肩かたをかばって体をそむけた。

　だが、コゲツのようすは明らかに下心などとは違う。

　なにかを探さぐるような瞳で、アイリの顔から首すじ、そして腕うでを取るとそれを裏返してまで眺ながめだした。

　──ひぃぃぃぃ、なんなの、なんなの!?　この人変態!?

　まるで洋服の生き地じを裏返して検分するかのような、淡たん々たんとした触ふれ方は、医師の診しん察さつのようでもあり、アイリは突つき放すことも忘れておののいた。

　コゲツの陶とう磁じ器きのようななめらかな肌はだを、つい凝ぎよう視ししてしまったアイリは、間近にある青年が鼻をくすんと鳴らして「やっぱり、妙みようだな……」とつぶやくのに我に返った。

「え……あの。ちゃんと、お風ふ呂ろには入ってますけど。今日だって、こんなところに閉じ込められたりしなかったら──」

　臭におうかな、と自分でも気になって肩に鼻を寄せてみる。

「ふふ、君ってなんとなく色々足りない子だね。そうじゃない、どういえばわかるかな。君からはあまり嗅かいだことのない……星の匂いがする。いや、星を引き寄せてかきまわす、その輝きと力すら変えてしまうような、騒そう乱らんを呼ぶ匂いだ」

「……星？」

　一体どんな匂いなのか想像もつかないことを口にされ、アイリは首を傾げた。

　しかしリアムの前でのふるまいと違った、くだけた占術師の態度はアイリをなめきっているとしか思えない。

　互たがいにかみ合わない会話をしているうちに、アイリはあることに気づいた。

　──は、どうしよう！　そういえば持ってきたバッグのなかにタロットカードが入れっぱなしになってる。そのことをいってるんだったら……。

　内心慌あわてたものの、アイリはとっさにコゲツの前に左ひだり腕うでを突き出してみせた。

「ほら、ここにあるブレスレットをみてください。これは私の相棒と繫つながってて、対になってるらしいんです。それで、普ふ通つうの守護物タリスマンとは違う感じがするんじゃないのかなーって思ったり……まぁ、普通匂ったりしませんけど」

　まじまじとそのブレスレットに視線を注いだコゲツは、アイリの手首に顔をよせるとすぐに違うと判断したのか、軽く首をかしげる。

「でも、君の相棒と繫がるブレスレットだなんて、そんな凶きよう悪あくな呪具をよく身につけていられるものだね」

　明らかに馬鹿にした響ひびきのその言葉に、アイリはひっかかりを覚えた。

「……あの、それって、あなたはハイヅカさんのことも知ってるんですか？　大だい凶きよう体質のことも？　だったらすぐ──」

　だが、アイリの言葉を遮さえぎるように、コゲツは無言でアイリの手首を放ほうり出して歩き出す。

　部屋の入り口で振ふり返ると、小馬鹿にしたような笑顔のままパタンと扉を閉めてしまった。

「ちょっ……ちょっと──っ、なんなの!?　人の話も聞きなさいよ！　それにハイヅカさんのこと知ってるなら、どうしてほっとけるの、そのこともあなたリアム様にちゃんと話をしたの!?」

　だがどれだけアイリが叫さけぼうとも、この部屋のなかでは声も吸収されてしまうようだ。

　──もー！　あの占術師ってなんか変。どうして、ハイヅカさんのことを知ってるんだろ？　なんか言動も訳がわかんないし……いくら腕が良くたって、いってる意味がわからないんじゃ、どうしようもないじゃないのよって、……それよりハイヅカさん！

　ぶつけようのない苛いら立だちに、アイリはしばらく部屋を歩き回っていたが、以前にもシアーズが口にしていたハイヅカの数々の不運について思い起こす。

　聞いた通りの話なら、ハイヅカのいる建物には雷かみなりが落ちたり、天井が崩ほう落らくしたり、爆ばく発はつが起きたりして死にかけたことも珍しくないらしい。

「ここにつれてこられてどれぐらい経たったんだっけ」

　部屋には時計も窓もなく、どれぐらい時間が流れたのかもわからない。

　それでも、まだ夜が明けるほどではなかったはずだと、アイリは推測するしかなかった。

　嫌いやな予感ばかりが大きくなるが、アイリはひとまずパーティバッグを抱かかえこんだ。

「……でも、タロットカードが見つからなくて良かった」

　今回のパーティのあと、アイリの部屋に集まって新たな情報をもとに占いをする予定だからと、鞄かばんにいれていたのだ。

　もしあの占術師に気づかれれば、取り上げられていた可能性も高い。

　──あのコゲツって人がいう匂いはこのカードからしてるのかもしれない。……とにかく見つからなかったのはほんと幸運だった。

　七聖府ザインにとって、希少なカードを監かん禁きん先で奪うばわれたともなれば、室長も始末書ではすまないだろう。

「そうだ、いまなら」

　リアムは跡継ぎとはいえ、ヘヴンリーパレスの星ほし鎮ちん守じゆに関かかわる重要人物だ。その意外な行動とこの状じよう況きようは、十分新しい情報だといえる。

　シアーズから許可を得ることはできないが、占うらなうならいましかないと、アイリはタロットカードを箱から取り出す。

　カードを小さな円えん卓たくに広げて置くと混ぜ始めた。

　前にも対策室のなかで、このカードを使ってメンバーのことを占ってみたことがある。

　七聖守護物ザインタリスマンに関することではなかったが、カードが示した結果はほぼ当たっていた。

「だったら……まずはハイヅカさんの状況を知ったほうがいいかもしれない」

　なにしろ彼の凶運次し第だいでは七聖守護物はもちろん、このディクソン邸てい自体無事ですむかどうかもわからないのだ。

　アイリは円卓の前にある椅い子すに腰こし掛かけると、混ぜて切ったカードの束を置いた。

　今回は占い方法をワンオラクルではなく、スリーカードスプレッドで試してみるつもりだった。

　状況を象しよう徴ちよう的にとらえるワンオラクルと比べると、過去・現在・未来といった流れで物事をみるのに向いているからだ。

　アイリはまだスリーカードについてそれほど熟練してはいなかったが、鼻からゆっくりと息を吸い、時間をかけて口から吐はく。

　心を落ちつけるのが難しい状況ではあるが、ハイヅカの現状を思えば自然と意識を集中することができた。

　目を閉じると、暗がりにうっすらと光るものが見える。

　それは明めい滅めつする丸い光になると、なにかの軌き道どうを描えがくように規則正しく回り始める。

　──なんか、これって……星の廻めぐりを示してるみたい。

　それはゆったりと繰くり返し同じ軌き跡せきを描いていたが、徐じよ々じよに光を増し速度をあげると、まるで光の輪のように回転を始める。

　その中心に目にはみえない、渦うずのような深い闇やみがうごめいた気がして、アイリは思わず寒気を覚えた。

　──なに、いまの……ちゃんと見えないし、なんなのかわからないけど……まだ見えないだけっていうか、なにかあるのを知りたくない感じ。

　その暗黒がさらに深まる前に、光の軌道を止めなければ。

　焦しよう燥そう感かんに襲おそわれて、自然と一枚目のカードを選び出していた。

　つづけて、その右みぎ隣どなりに二枚目のカード、さらにその隣に三枚目のカードと並べていく。

　気づけば額にじわりと汗あせがにじんでいた。

　カードの選せん択たくが終わると、スリーカードではその真ん中のカードを主体として、占いたいことの原因や結果をみるのだったと思い出す。

　──たしか、一枚目のカードは「過去」で、原因や理由を示すものだって教本にはあった。

　アイリはハイヅカのことを思い浮うかべつつ、緊きん張ちようしながら一番左ひだり端はしのカードをめくる。

　あらわれたのは、〈恋こい人びと〉のカードの逆位置だ。

「あ……これって前にも」

　思わずアイリはつぶやく。

　以前、部屋で普通のタロットカードを使って、スリーカードの練習をしたことがあった。

　そのときもハイヅカについて占ったつもりで、このカードが一枚目にでてきたことがあるのだ。

　──やっぱりこれってハイヅカさんの過去に関係してるのかな。〈恋人〉の逆位置って、『曖あい昧まい』『不ふ均きん衡こう』『解散や別べつ離り』『裏切り』。

　カードの要素について記き憶おくをたどるほどに、アイリの胸むな騒さわぎは強くなる。

　今回招待されていたミッドパレスの記念式典のことが頭をよぎった。もちろんハイヅカにとっては、過去に故郷で多くの別離があったはずだ。

　──だめだめ、集中。まずは三枚のカード全部をみてみないと、答えはつかめないんだから。
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　目を閉とざして呼吸を整えてから、二枚目のカードを返す。

　あらわれたのは〈死に神〉の正位置。

　鎧よろいをつけ馬にまたがる白骨が描かれたカードだ。

　人の魂たましいを刈かり取っていきそうな気味の悪いカードに、アイリはますます胸が締しめつけられる不安が増したが、必死に自分をなだめる。

「違ちがう、〈死に神〉のカードは生死そのものじゃない。たしか、そのままの意味じゃなくって……えー、うぅぅーっと」

　思わずテーブルにつっぷして、頭をかきむしる。

　整えた髪かみがぐしゃぐしゃになるが、そんなことにはかまっていられなかった。

「あっ、そっ、そうそうそうそう……いだっ!!」

　ようやく記憶を引っ張り出せた嬉うれしさに、勢いよく身を起こしたはずみで円卓の脚あしを蹴けりつけてしまい、華きや奢しやな靴くつが床ゆかを転がる。

「そうよ、死に神ってのは〈白黒がつく〉、〈激変する〉、〈死と再生〉とか、そういう意味もあるはずだもの。いい意味で読んでいいこともあるはず……」

　だが、真ん中のカードを中心に読み解くなら一枚目のカードとのつながりを考えなくてはならない。

　──えぇと、〈恋人〉の逆位置からはじまって、二枚目に〈死に神〉がくるってことは、現在のハイヅカさんにはなにか状況が大きく変化するようなことが起きる……って意味なんだと思うけど。ひょっとして、このところ落ち着いてた大だい凶きよう体質の効果再来ってことだったりしたら……。

　死そのものへ直結する内容ではなかったが、まだ安心はできないという状況に、アイリは焦あせる気持ちで最後のカードを開けた。

「噓うそ……」

　そのカードの意味を考える前に、アイリの肌はだが粟あわ立だつ。

　目の前には見覚えのある、〈月〉のカードが正位置で置かれていた。

　ヘヴンリーパレスにくる前に、七聖守護物ザインタリスマンである『聖せい杯はい』について占ったときにも導きだされたカードだ。

「でも、あのときはワンオラクルで占ってたから、今回の占いとは解かい釈しやくが違うはずだし……」

　自分も少しはタロット占いにも慣れてきたのかもしれないと実感しつつ、不ふ吉きつさばかりが先立つ〈月〉のカードの印象を払ふつ拭しよくしようと、アイリは目を閉じて思考を整理する。

「〈月〉は正位置だと……〈不安定〉、〈危険〉、〈隠かくれた敵の存在〉……」

　ダリウスが、ミッドパレスについて〈月〉を象徴する都市でもあると告げたことを思い出す。

　どうしても今回のことを占うと、ミッドパレスと〈月〉のカードが関わってくる。

　その事実に、強い意味があるように思えた。

「やっぱり、ハイヅカさんの故郷と過去になにか関係があるってことなの？」

　どう考えても、それ以外のことは思い浮かばない。

　占いの結果に心をとらわれながらも、アイリはとにかくカードを片づけてしまおうと急いで箱に詰つめるともとのバッグにしまう。

　なにしろ、これだけは奪われるわけにはいかないのだ。

　だが片づけたそばから、やはり気になることはあとからあとから湧わいてきて、ふたたびカードを手に取りたい衝しよう動どうにかられた。

　──そうよ。ヘヴンリーパレスの七聖守護物ザインタリスマンを占っても、いまのハイヅカさんを占っても絡からんでくるのは〈月〉。それにこの都市とハイヅカさんの両方に深く関わってるのは、ハイヅカさんの故郷のミッドパレス……。

　そこまで考えて、アイリは再びはっと顔をあげた。

「そういえば……さっきの占せん術じゆつ師しの人も、服とか見た目が……それに名前だって『コゲツ』なんて、ミッドパレスの人みたいな音で──」

　再びカードを取り出そうと、アイリがバッグに手を入れた瞬しゆん間かん、ふっと背後でかぎ慣れない香かおりが漂ただよい肩かたをつかまれた。

　なんの気配もなかったというのに、振ふり返るとそこにはコゲツの姿がある。

「何度も悪いけど、リアム様があなたにご用みたいでね」

　漆しつ黒こくの瞳ひとみにきらめく光は、白く冴さえた月そのものの冷たさで、アイリはとっさにバッグをかばうようにして首を横に振っていた。

　──この人、やっぱり怖こわい。







[image: ]




「どうでした、ふたりともうまくいった──？」

　そう尋たずねたダリウスが、途と端たんに口をつぐんだ。

　聞くまでもなく、廊ろう下かを戻もどってきたアダムとハイヅカの手に、それぞれの聖戦器フアランクスがあったからだろう。

　アダムがじつに紳しん士し的な口調で、自らの行動を報告する。

「武器保管室には守衛さんがいらっしゃったので、少し早めの休きゆう憩けいに入っていただきました」

　あくまで口調は丁てい寧ねいなものだが、それが穏おん便びんにすんだはずもなく、実際には、『貴族の邸てい宅たくにて七聖府職員武器保管室襲しゆう撃げき！』ぐらいの新聞記事の見出しをダリウスは想像したようだ。

「ダリウス、これはずせるか？」

　そういってハイヅカは聖戦器フアランクスを差し出す。その長い柄えには、聖戦器フアランクス特有の力の発動を封ふうじるための呪じゆ譜ふがあった。

「……はずせますけど。バレたら懲ちよう戒かいですむかどうか」

　はぁ、とため息をつきつつ、ここまできて引き返せないことはダリウスもわかっているのか、仕方なさそうに眉まゆ根ねをよせた。

　聖戦器フアランクスの呪譜を確かく認にんすると、鞄かばんから取り出した札を何枚か選んで重ね、その呪譜の上に載のせて息を吹ふきかける。

　途端に、聖戦器フアランクスに貼はられていた呪譜は黄ばんで色あせると、ぼろぼろになってはがれ落ちた。

　もはや片手間といった手早さと器用さに、ハイヅカはしげしげとダリウスを見下ろした。

「お前、ほんとになんで七聖府ザインで公務員なんてやってんだろな」

　しかしダリウスはそれにかまうことなく、再び鞄から取り出した道具を制服の下に仕込み、袖そで口ぐちにとりつけると、目立たぬように隠していく。

「一応、追つい跡せきの準備はできました。もうパーティの客もほとんど大広間には残ってないでしょう。僕はこれからおおよその場所まで、アイリの痕こん跡せきをたどります」

「なにいってんだ、俺たちも……」

「ご冗じよう談だんでしょ。そんな目立つ武器を手にした大男をふたりも連れて歩いてたら、すぐに気づかれるに決まってる」

　ハイヅカの申し出をにべもなく却きやつ下かして、ダリウスは制服姿のまま部屋を出ていく。

　確かにダリウスぐらいの背格好で、制服を着ているほうが七聖府関係者としてさほど注意を引かない可能性はあった。

「とにかくいまは、イスフェルドさんが屋や敷しきから出ていったのか、まだこのなかにいるのか、それを確認するのが先決です」

　冷静なアダムになだめられ、ハイヅカは仕方なくダリウスが大広間に向かう背中を、距きよ離りをおいてついていく。

　ハイヅカとアダムは、それぞれの聖戦器フアランクスをなるべく低い位置で構え、手に持った外がい套とうで覆おおうようにして運んだ。

　そして大広間へと向かう階段を下りて、踊おどり場へ出る手前の壁かべに身をよせると、ダリウスの帰き還かんを待つことにした。

　外に面した窓をのぞいて、アダムがめずらしく難しげな表情で、眼鏡めがねのフレームを押しあげる。

「まずいですね……」

「なんだ、何か見えて──」

　ハイヅカが窓に顔を寄せた途端だった。

　暗い夜空に目を射るような閃せん光こうが生まれ、空を上下に切り裂さく。

　視界を真っ白に焼かれると、ディクソン邸てい全体が巨きよ大だいな岩を投げつけられたような衝しよう撃げきと鳴動に包まれた。

　一いつ瞬しゆんにして、ぷつりとハイヅカの記き憶おくは途と切ぎれた。

　暗くら闇やみに落ちたようななか、やがてガチャガチャとした雑音が耳に入ってくる。

　重たいまぶたをあげようとして、自分が目を閉じていたのだと初めて気づいた。

　口のなかから鼻の奥まで、強い金かな臭くささを感じて顔をしかめる。

「サイクス……無事か？」

　どこかにぶつけたのか、痛む頭を押さえて口をひらけば、片方の耳がまるで聞こえないことに気づく。

　何度か瞬またたきを繰くり返すと、目の前の壁にもたれかかるように座り込んだアダムの姿が見えた。

「なんとか、ちょっとだけ耳が──」

　そういいかけたアダムは、苦しげな表情だったが、突とつ然ぜん体勢を変えたかと思うと、自分の聖戦器フアランクスにひっかかっていた外套を振り投げる。

　瞬時にハイヅカの周囲の空気までがピシリと張り詰め、アダムが防ぼう御ぎよ陣じんを展開したのだとわかった。ふたりの周囲を覆った膜まくの外を、再び衝撃が襲おそう。

「まったく、驚おどろきの凶きよう運うんですね。まるであなたが避ひ雷らい針しんの役目をしてるようですよ」

　どうやら立てつづけに同じ窓に雷かみなりが落ちたらしい。

　アダムの作り出した防御陣の周囲には、帯電するような乾かわいた空気の音が響ひびいた。

　やや紫むらさきがかった視界には、壁や天てん井じようを細い火花が走り雨のように降り注ぐ。

「ったく、ついてねぇ」

　体中が痛んだが、ハイヅカはゆっくりと身を起こし、長靴ブーツで床ゆかのガラス片へんを踏ふんで立ち上がった。

　だが、壁についた手に嫌いやな痛みを感じて舌打ちする。

　どうやら割れた窓ガラスの一部が、右みぎ肘ひじを直ちよく撃げきしたらしい。

　血がにじみ赤く染まりつつある制服を見たハイヅカは、腕わん章しようをはずしてそれを聖戦器フアランクスで裂くと傷口を縛しばった。

「最初の落らく雷らいにも間に合うかと思ったんですが、聖戦器フアランクスに外套を巻いていたので防ぼう壁へき展開が一いつ瞬しゆん遅おくれました」

　すまなさそうに口にするアダムに、まさに雷かみなりを招いていると思われる自分が文句をいえるはずもない。

　まだアダムも落雷の衝撃で気分はすぐれないようだが、目に見える外傷はないようだ。

　ハイヅカはアダムを促うながすと、ふらつく足を踏みしめて窓から離はなれた。

　先刻のパーティで、ハイヅカがテラスにいたときには、夜空には美しく星がまたたいていたはずだ。

　それが急激な天候の悪化で、目の前の空は黒雲が強風に押し流されるさまがわかり、まさに嵐あらしの様相だった。

　歩き出すと右わき腹もひどく痛んだ。

　壁に叩たたきつけられた衝撃で、助ろつ骨こつにひびぐらいは入ったかもしれないと想像がつくが、もはや確かめている時間はない。

　もとよりハイヅカはできない手当てはしない主義だ。それは、アイリと相棒を組む前、現場でさんざん突とつ発ぱつ的事故に遭そう遇ぐうする日々に学んだことだった。

「でも今回、初めて凶運現象を我が身で体験して驚きました。まさかこうまで局地的に二度も落雷があるなんて」

　気の毒がっているのか、感心しているのかさだかでないアダムのつぶやきに、ハイヅカも返す言葉がない。

　アダムが二度目の落雷を防いでくれなければ、いまごろふたりとも完全に気を失って動けなくなっていたことだろう。

　ガラスが散らばる廊下にも、ゴウと突とつ風ぷうが吹きこむ。

　雨を伴ともなったそれは、意志を持つように凶きよう悪あくにうねり狂くるうと、まるでハイヅカをあざ笑うように、その黒くろ髪かみをなぶった。

「なるほど、久々にきたみたいだな」

　しばらくぶりに味わう異常事態は、もはやなにかの意図をすら感じさせるような状じよう況きようだ。

　ハイヅカは唇くちびるをゆがめて笑った。

　──そうだ。あいつアイリがくる前は、いつもこうだったな。

　どこまでも自分につきまとう凶運を思い起こしてハイヅカは、本当にいま自分とアイリの間にある距離を実感していた。

「とにかく、ここを離れませんと」

　アダムは声を潜ひそめつつ、聖戦器フアランクスで防壁を展開しながら歩きはじめた。

　突然の落雷事故に、屋敷の使用人たちが集まってくる気配がある。

　それと入れ違ちがうようにして、大広間脇わきの階段へと出た二人の前に、やや青ざめたダリウスがあらわれた。

「なんです、いまの騒さわぎは……それにハイヅカ、君の怪我けが。まさかもう最さい凶きよう伝説再開ってわけ!?」

「俺が知るか、いい加減お前の自じ慢まんの腕うでとやらで、この面めん倒どうな体質をなんとかしてみろ」

「この僕をもってしてもなんとかならないから、七聖府ザインで伝説なんでしょうが！」

　憎にくまれぐちを叩きつつも、ダリウスは目にも留まらぬ速さで、手に持った探知盤ばんを操作しながら早足で歩きはじめる。

「フロストさんも、私の防壁からはでないでくださいね」

　アダムにいわれ、うなずいて見せたダリウスはげんなりとした口調でつぶやく。

「大凶男のそばが一番の安全域になってるなんて、これなんて皮肉？」

　しかし屋敷の人間が落雷の後始末をしている間にも、黒雲のなかで雷らい鳴めいは轟とどろき、庭木にまで落ちているようだ。

「火がでてるぞ！」

　侍じ従じゆうの叫さけび声に、さらに数人が庭へと走り出ていった。

「いっそいまがチャンスですね」

　アダムの防壁のなかに入ったまま、ハイヅカとダリウスは再び階段へと向かった。先頭を歩くダリウスがハイヅカを振ふり返る。

「いまはハイヅカのつけてるブレスレットから、アイリのブレスレットに流れる運気の糸みたいなものをたどって追ってる。それでいくと、最終的な目的地はこのフロアのさらに上階になるみたいだけど」

　ダリウスの扱あつかう探知盤をたよりに、客室が並ぶ二階を素す通どおりし、さらに階段をあがる。

　どうやら三階には、ディクソン家の人間の私室やギャラリーなどがあるようだ。

　使用人たちが慌あわただしく走りまわるなか、混乱のせいかハイヅカたちの姿を気にとめる者もいない。

「このあたりに、リアムの部屋がありそうだな」

　ハイヅカが険しい顔で周囲をみまわすが、扉とびらだけでは判断がつかない。

　するとアダムがすっと聖戦器フアランクスの杖つえをコートでくるみなおし、脇を駆かけ抜ぬけようとしたメイドを呼び止めた。

「すみません、先ほどからリアム様の姿が見えなくて。我々が緊きん急きゆう警護をいいつかったので、捜さがしているのですが」

　アダムの穏おだやかな声こわ音ねと制服をみたせいか、メイドもすぐに相手が七聖府ザインの職員だと気づいたようだ。

「リアム様でしたら、そこのお部屋にいらっしゃるはずですけど。でも、これだけの騒ぎですから、避ひ難なんされていらっしゃるかも。でもこんなことって、まさか『黒の七星旅団』からの攻こう撃げきを受けたっていう可能性は……」

　突とつ然ぜん屋や敷しきに襲いかかった怪かい異いともいえる災さい厄やくに、使用人たちも混乱しきっているようだ。

　なによりここが星ほし鎮ちん守じゆの屋や敷しきであることは公おおやけになっている。

『黒の七星旅団』の存在が人々の話題にのぼるだけに、使用人たちがその脅きよう威いを思い浮うかべるのも当然かもしれない。

　まさか星鎮守と目的を同じくする組織に原因があるともいえず、ハイヅカは思わず苦い顔で視線をそらす。

　だがアダムは青ざめた顔色のメイドの肩かたにやわらかく触ふれると、ふわっと笑えみを浮かべた。

「大だい丈じよう夫ぶです。我々が参りましたからには、ご当主やリアム様、そしてあなたたちが傷つくようなことはおこさせません。さぁ、あなたもご自身のお勤めを」

「は……はい！」

　アダムの顔に陶とう然ぜんとみとれていたメイドは、ぽんと肩を叩かれ上気した顔でうなずいた。

　心なし浮き立つような足取りで駆けだした後ろ姿に、ハイヅカはあきれかえり、ダリウスは感心する。

「元げん凶きようを連れ歩いておいて、よくそんなこといえんな──」

「いや、サイクスさんのすごいところは、あくまでご自身は噓うそをついてるつもりはないってことでしょ。だから女性もころっと信じるって神秘」

　アダムはくるっと振り向くとふたりを促した。

「この騒そう動どうを一刻も早く収めるには、イスフェルドさんを取り戻もどして、ハイヅカさんの凶きよう運うんをなだめるしかなさそうですね」

「なだめるって、別に──」

　そう言いかけてハイヅカは改めて気づく。

　確かにアイリと相棒パートナーを組んでからは、こうまであからさまな天災や事故は起こっていなかったはずだ。

　日々の小さな不運はあっても、日常生活も仕事も驚おどろくほど平へい穏おんに送ることができていた。

　そしていま、事実アイリと離れている時間が長引き、距きよ離りができるなりこの騒動だ。

　ここへくる前日に、アイリが気にしていたことがふっと思い出される。

　自分のことを「役立たず」だなどと口にしていたが、目の前の現実を見れば、アイリの存在がどれほど自分の凶運を相そう殺さいしてきたのかわかるというものだった。

　ハイヅカは先を急ぎつつも、窓の外の騒そう々ぞうしさに目を向ける。

　どうやら落らく雷らいで壊こわれた廏きゆう舎しやから、馬たちが馬場にでてしまったようだ。

　数頭の馬が雨に打たれながら、恐きよう怖ふで混乱し駆け回っている。

　──確かに、こりゃ室長が俺をここにやるのをしぶったわけだ。

　メイドが教えてくれたリアムの私室は、その階のもっとも奥まった位置にあった。

　だがハイヅカが扉の前へと近づくと、バチンと火花をたてて聖戦器フアランクスにかぶせてあった外がい套とうが煙けむりをあげる。

　探知盤を手にしたダリウスが前に出ると、ふたりに下がっているよう示した。

「結界です。ここから先に不用意に呪じゆ物ぶつや守護物タリスマンを持ち込むと、反応するようになってるんでしょう」

　貴族の住まいでさらに星鎮守の家いえ柄がらともなれば、用心のためこうした仕し掛かけが屋敷のそこかしこにあっても不思議はない。

　ダリウスが「すぐ解除しますから」と言うと、持ってきた鞄かばんを探さぐりだす。

　だがハイヅカはそれにかまわず聖戦器フアランクスを構えると、意識を集中させながらダリウスを下がらせた。

「俺がいく」

　低い声が怒いかりとともに漏もれる。

　ダリウスの探知にかかった以上、扉の向こうにアイリがいるのは間ま違ちがいない。

　この馬ば鹿かげた騒動の状じよう況きようは、すべてアイリが連れ去られたせいだ。

　パーティでは間ま抜ぬけな貴族を相手に、アイリを自分の幸運の女め神がみだと宣言したばかりだ。

　相手がディクソン家の跡あと取とりであろうと星鎮守であろうと、横からさらうようなまねを許すつもりはない。

　体の芯しんで熱くなる怒りをひたすら研ぎ澄すませ、自ら手にする聖戦器フアランクスへと注ぎこむ。

　感情にまかせるだけで聖戦器フアランクスを扱えば暴走するが、それをうまく共鳴させられれば、生み出される力は幾いく重えにも強くなる。

　幼い頃ころから感情の制せい御ぎよと鍛たん錬れんをたたき込まれてきただけに、ハイヅカはそれをねじ伏ふせるのではなく力に変えることを自然と理解していた。

　リリィィ……と鈴すず鳴りのような音を響ひびかせ、槍斧ハルバートの穂ほ先さきから青白い光が生まれでる。

「ったく、こざかしいぜ。七聖府ザインお墨すみ付つきの最凶なめんなっ!!」

　そう叫ぶと、聖戦器フアランクスを扉に叩たたきつけつつ、長靴ブーツで思い切り取っ手を蹴けりつけた。

　整えられた室内には、中央におかれた椅い子すに腰こし掛かける人ひと影かげがあった。

　それはパーティで別れたきりのリアムだ。

　だが異様に騒々しい屋敷の状況に気づいているはずのリアムは、突とつ然ぜん飛び込んできたハイヅカの姿に驚きもしていない。

「ひどい騒さわぎですが、なにごとでしょう？」

　すました顔でリアムはこちらを見たが、ハイヅカは部屋に踏ふみこんだ瞬しゆん間かんから違い和わ感かんがあった。

　その原因がリアムの座すわるさらに奥にある、衝つい立たてのあたりだと見当をつけ視線を走らせる。

「夜分に申しわけないが、緊急事態で邪じや魔まさせてもらう。対策室のシアーズ主任宛あてに連れん絡らくをもらった件についてだ、そのことで確かく認にんがある……」

　もはやけんか腰ごしともいえるハイヅカは、聖戦器フアランクスを鳴らしたままリアムに迫せまる。

「いくら七聖府ザインの特別公使といえど、武器をもって私室に押しこみをかけるというのは穏やかではないね。こんなことをしてただで済むと？」

　だが、リアムがいかにしらを切ろうとしても、ダリウスの探知盤はだませなかった。

「お言葉ですが申し上げますと、アイリがつけていたブレスレットの共鳴反応は確実にこの部屋にあります。いや、このもっと奥になりますかね」

　慇いん懃ぎん無礼にダリウスがリアムをにらみつけると、ハイヅカが聖戦器フアランクスをリアムにつきつけんばかりに迫った。

「リアム様、その男は危険です」

　そのとき、リアムの後ろに置かれた衝立の陰かげから声が聞こえると人影があらわれた。

「ハイヅカさん！」

　つづいて声が聞こえたかと思うと、後ろ手に縛しばり上げられたドレス姿のままのアイリが引き出される。

　アイリを連れてきた青年の姿に、ハイヅカははっとする。

　それは先ほどのパーティ会場で肩がぶつかった相手だ。

　やはりここで改めて見ても、その姿や衣装はミッドパレスの人間に見える。

　しかしハイヅカのことを危険だと口にしたわりに、青年の表情にはまったく動どう揺ようの色は感じられない。

　この状況を面おも白しろがっているような、どこか傍ぼう観かん者めいた視線が気になった。

　だが青年の手から身をよじったアイリが、前にでるのを阻はばむように、リアムは立ちはだかると、アイリの手首を拘こう束そくしている紐ひもをつかんだ。

「これ以上近づかないでもらおうか」

「どういうことだ？　お前がよこした知らせだと、アイリは養父母に会いにいってるはずだったよな？」

　ハイヅカの怒りをこめた言葉に、リアムはすでに隠かくすつもりはないのか、高圧的な笑みを浮かべる。

「悪いけど、これを返すつもりはない。彼女は今後私の守護物タリスマンとしてここにいてもらう予定だからね」

　リアムの口にした言葉の意味をはかりかねて、ハイヅカは眉まゆ根ねを寄せる。

　だが一瞬の沈ちん黙もくのあと、自分でも驚く剣けん幕まくで怒ど鳴なり返していた。

「ふざけんな！　こいつは俺の相棒パートナーだ。それに七聖府ザインの職員を誘ゆう拐かいしちまうなんざ、いかに貴族の坊ぼつちゃんだからって、あんたも普ふ通つうの神経じゃないな」

　ハイヅカが軽けい蔑べつもあらわに口にしたが、リアムはいっこうにこたえたようすはない。

「そうかな。君たち平民には理解が及およばないことが、ここでは当たり前なんでね」

　いったい貴族社会になにが起きているのかと思わせる暗い声こわ音ねに、それまで黙だまっていたアイリが叫さけぶ。

「黙って聞いてればさっきから！　私は誰だれのものでもないし、人のこと勝手にあっちこっちやれるみたいにいわないでください!!」

　リアムにつかまれている拘束された手を思い切り振ふり払はらうと、アイリが怒りをあらわにする。

　だがリアムが、壁かべ際ぎわの棚たなに手をやり何か握にぎったと思うと、パチンと硬かたい音が響いた。

「そう、威い勢せいばかりよくてもね。君は無力だ」

　リアムは再びアイリの手をとらえると、背後からその頰ほおにナイフをひたりと当てた。
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　アイリは頰に触ふれる、冷たく硬いものがなにかはわかっていたが、いまは恐怖より怒りのほうが強かった。

　なにより目の前にハイヅカや、ダリウス、アダムの姿があることが心強く思えるのかもしれない。

　だが、リアムが次に口にした言葉に、全身がかっと熱くなった。

「もちろん、物理的な脅おどしだけじゃない。わかってるはずだ、君の養父母はこのヘヴンリーパレスで暮らしてるって」

「……卑ひ怯きよう者」

　目の前のやりとりに、ダリウスとアダムが困こん惑わくしたように顔を見合わせている。

　中央都市で暮らす人間には想像しづらいことではあるが、この都市では身分制度がまだ生きている。

　法的な権限はなくとも、貴族ににらまれればまともな生活を送れなくなることは珍めずらしくない。

　両者がにらみ合い、じりじりと緊きん迫ぱくが密度を増すなか、ふわっと甘みと苦味が混じるような香かおりが周囲に漂ただよった。

「じつに、楽しくなってきたじゃないか」

　リアムの傍かたわらで、そう口にした占せん術じゆつ師しのコゲツは、手にした扇せん子すをぱちりとひらいて口もとにかざす。

　扇子は貴婦人たちが持つ羽やレースがついた装そう飾しよく的なものではなく、細い金属の扇せん骨こつを持ち、扇面には独特の漉すき模様がある生き地じが張られためずらしい意い匠しようだ。

　コゲツは手にした扇子で、ゆったりと宙に文字を書きつけるようにした。優ゆう雅がに舞まう扇おうぎからは独特の匂においが漂い流れる。

　さらにコゲツの薄うすい唇くちびるが、聞き慣れぬ言葉をつむぎだした。

「くくりの木　枯かれし幹　病葉わくらばしげる　昏くらき森より

　甘き香こうに呼ばわれし者　疫えき神しん　邪じや霊れい　かたちあらわし

　真に吹ふきこめ　凶わるからしめよ　禍まがれ　禍れ　禍れ……」

　独特のはりがある声が唱える言葉は、暗く禍まが々まがしい響きを帯びている。

　それはまさしく呪じゆ詛そと呼ばれる、悪あしき言こと霊だまだった。

　部屋に香る甘い匂いはいつのまにか苦味に変わったのか、アイリは喉のどに息苦しさを覚えて周囲を見た。

「まずい、サイクスさん!!」

　ダリウスの声にアダムが即そく座ざに杖つえを構えた。

　だが、目の前で苦しげに身を折ったのはリアムだけだった。その丸めた背中が震ふるえると、喉が水が詰つまったような音を立て、息を詰まらせる。

　途と端たんにその口もとから、赤い液体がしたたり落ちた。

「なんだ……これは、一体なにが？」

　ぱちん、と扇子を閉とざして、コゲツはうっすらと笑えみを浮うかべうなずいた。

「茶番もいい加減ここまでかなと思ってね。だいたい、本当にこの女を手に入れたら、病気が治るって信じてたの？　私の言葉をそれほど鵜う吞のみにしてたのなら、おめでたいことだけど。いくら幸運の持ち主ったって、この娘むすめ自身が薬ってわけじゃないからねぇ」

　まるで昼夜が反転したかのように、雇やとい主であるリアムに冷たい笑みを向けた占術師に、その場の誰もが目を向けた。

　いまの言動とリアムのようすから、占術師が傷つけたのは乱入してきた七聖府ザインの人間ではなく、雇い主当人だからだ。

　口もとを覆おおった手はもちろん、袖そで口ぐちまで鮮せん血けつで染めたリアムは、ただ呆ぼう然ぜんと自分が信しん頼らいしていた占術師を見つめ返す。

　だがコゲツはゆっくりとリアムの前に歩みでると、足もとに落ちたナイフを拾って手の中でもてあそんだ。

「まさか、お前が……私を裏切るのか？」

　リアムが伸のばそうとした手をちらりとみると、コゲツはそれを避よけるようにするりと前に出る。そしてアイリの背後にまわると、どこか楽しげにその刃は先さきを再びアイリに突つきつけた。

「裏切るもなにも、勝手に私を妄もう信しんしたのはあなたの愚おろかさでしょう」

　ハイヅカも、突とつ然ぜん目の前で起きた仲間割れの状じよう況きように戸と惑まどっていた。

　だが、アイリに刃は物ものが突きつけられているいま、反はん撃げきにも出られないまま聖戦器フアランクスの穂ほ先さきを占術師に向ける。

「お前……どういうつもりだ？」

　誰もが状況をつかめないなか、アイリの脳のう裏りにはここへくる前に見たタロットカードの『月』の図ず柄がらが浮かび上がる。

　──そうだ。不安、緊きん張ちよう……目に見えなかった敵の存在。それは、このことを示してたの？　　リアム様の行動そのものっていうより、やっぱりヘヴンリーパレスの七聖守護物ザインタリスマンに関かかわる危険ってことは。

　アイリが思考をたどっていく合間にも、ダリウスは手元にある探知盤ばんを異様な速さで操あやつっているようだ。

　やがて盤面の貴石をカチンとはめかえると顔をあげた。

「あなたは、この部屋に結界を張る一方で、屋や敷しき全体に複雑な呪じゆをほどこしてる。これだけ細い糸を複雑に張る呪詛は、数日やそこらで完成できるものじゃない。それにこれは、特定の人の体を思うように操るためのものだ」

　ダリウスの言葉に、さすがにリアムも自分が呪詛を仕し掛かけられたのだと認めざるをえなかったのだろう。浅くなった息のまま、コゲツをにらみつける。

「じゃあ、お前は自ら私に呪のろいをかけておいて、治ち療りようの名目で近づいたと……？」

　白いまぶたを閉じてうなずいたコゲツは、得意げな子供のように唇をきゅっとひきあげくすりと笑う。

「楽しかったよ。糸を強めたり緩ゆるめたりするたびに、君が浮かれたり落ち込んだりするのがね。これだけ地位や財産があったところで、命がかかればみんな同じ。あがいて、すがって必死な姿って心を打つよねぇ」

　人が苦しむ様をあまりに無む邪じや気きに楽しむ青年に、リアムは自分が雇っていたはずの占せん術じゆつ師しに得体の知れないものを感じたのだろう。

　その表情があからさまに警けい戒かいにこわばる。

「お前は……なにが目的だ……」

　視線で相手を殺せるならと思っているのがわかる、リアムのたぎるような気配にもコゲツはまるで動じていない。

「貴族ってやつは疑い深いわりに、力ある占術師とみれば、自分たちの望む魔ま法ほうを与あたえてもらおうとすがってくる。まったく間ま抜ぬけなもんだね。自ら脅きよう威いを招き入れて、あげくその解決法を張本人に依い頼らいしてるんだから」

　そういいつつ、コゲツが手元の扇子を開いたり閉じたりすると独特の香りが強くなり、みる間にリアムの呼吸が浅く苦しげなものになる。

「もともとはさぁ、ここにある七聖守護物に用があったんだ。星ほし鎮ちん守じゆの屋敷だからね、あるんだろう？　ここには『聖せい杯はい』が」

　その言葉にアイリは答えを見つけた気持ちで、目を見開きハイヅカのほうを見た。

　各都市にある七聖守護物ザインタリスマンについての情報は、本来なら隠かくされて公おおやけにされるものではない。

　だが、この占術師ははっきりと『聖杯』といま口にした。

「でも、そこはさすがにディクソン家の主はたいした古ふる狸だぬきだ。したたかで、めったに隙すきをみせず用心深い。どれだけ力があろうとも、身元の怪あやしい人間は絶対に近づけなかった」

　どうやら父親に取り入るよりは、息子むすこのほうが与くみしやすいと狙ねらいをつけたのだろう。

　リアムは父の名を持ち出され、より顔色を悪くする。

　アイリは冷たい刃先を突きつけられたまま、夢中で口をひらいた。

「あなたは『黒の七星旅団』の人間でしょう？　あの〈月〉のカードはあなたを指してた。それに……人の不幸を楽しみまくってる、嫌いやな話しかたには覚えがある気がします」

　アイリの言葉に、青年はくくっと喉を鳴らした。

「へぇ。このお嬢じようさんは、私が誰だれだかわかったみたいだ」

　頰ほおが傷つくのもかまわずアイリはぐいっと顔をあげた。目の前の流りゆう麗れいな美び貌ぼうの青年は、じっとアイリを見つめると、頰に流れた赤いひとすじに指で触ふれる。

　そして赤く濡ぬれた指で、自分の頭上にきゅっと尖とがった形を描えがき出してみせた。

「やっぱり。『黒の七星旅団』にいた、ヤギ頭の人だ」

　アイリの言葉を否定せず、青年はその指で自分の頰に赤い線を引く。

　対たい峙じしていたハイヅカをはじめ、アダムもダリウスも占術師の正体に啞あ然ぜんとする。

「まさか……中身が普ふ通つうの人間だったとはね。しかも、星鎮守の屋敷にまで出入りしてるなんて」

　だが、ダリウスのつぶやきにもっともショックを受けたであろうリアムが、信じがたいものを目にしたように問いかける。

「お前が、『黒の七星旅団』の人間だって!?　じゃあ、あれも噓うそなのか、かつてミッドパレスの星鎮守だったって……でも、お前が知ってたことは、星鎮守じゃなきゃ知ることはできないことばかりだった──コゲツ、お前はいったい何者なんだ」

　目の前の青年もまた『星鎮守』だったという言葉に、アイリはぎょっとして自分を押さえている相手をふりあおいだ。

　整った白い美貌に禍々しい血の赤を咲さかせ、コゲツは艶あでやかな笑みを浮かべた。

「噓なんてついちゃいないさ。それもまた過去の私だったもの」

　そう口にすると、コゲツは手にしたナイフの切っ先を、すっとハイヅカに向けた。

　そして驚おどろくほどやさしげな、甘えるような笑みを浮かべる。反対に向き合うハイヅカは、血の気の引いた顔を険しくこわばらせた。

「星鎮守？　ミッドパレスの……コゲツって、お前が『呼コ月ゲツ』のはずは……」

　あまりにも愕がく然ぜんとした顔で、ひとり呆然とつぶやくハイヅカのようすにアイリは不安になる。

　だが、しばし目を見開くようにしてコゲツを凝ぎよう視ししていたハイヅカは、うめくように声を絞しぼり出した。

「まさか……お前が。本当に、呼月なのか？」

　ハイヅカの受けた衝しよう撃げきを見つめるコゲツの表情に、再び狂きよう喜きめいたものがすっと滲にじむ。

　二人のあいだに挟はさまれて、アイリは戸惑った。

　──どういうこと!?　さっきもこの人ハイヅカさんのこと知ってるみたいなそぶりだったけど、やっぱり知り合いなの？

　どうやらこの占せん術じゆつ師しがミッドパレスの関係者であることはもちろん、ハイヅカも知る人間のようだ。

　事情はわからないまま、それでもひどく衝撃を受けたようすのハイヅカが気がかりで、アイリは青年の手から逃のがれようと身をよじる。

「おっと、急に動くと手がすべっちゃうよ？　ほんとはそろそろ、この貴族も用済みになるところだったんだけど。でも、さっきもいったよね、今度はあんたから面おも白しろい匂においがするからさ。どうしても楽しい玩具おもちやで遊びたくなっちゃって」

　そういって、コゲツがアイリの手をさらにねじりあげようとした途と端たん、ハイヅカの聖戦器フアランクスが一いつ瞬しゆんのうちに激しく鳴り空気を裂さいた。

「──っ。なるほど、いつまでも惚ほうけちゃいないってことか。ま、あんまりぼんやりしてると失くしちゃうからね。また」

　コゲツはそういったかと思うと、懐ふところから小さな包みを取り出しそれを叩たたくようにして破る。

　ぱっと、周囲に灰のような粉ふん塵じんが飛び、とっさにアイリは息を詰つめた。

　コゲツは扇おうぎをパン、と広げると下から上へとはらうように風を送る。

「飛びかいし　舞まい交かわし　奪うばいし光　迷わせよ」

　一瞬、視界が点状に分解されたように、なにもかもが粗あらく見え、目がくらむような違い和わ感かんが襲おそった。

　アイリは思い切り背後から突き飛ばされた感覚に、前が見えないまま足をもつれさせた。

　床ゆかに叩きつけられると思ったときには、強い力で受けとめられ抱かかえられる。

「くっ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　同じく目の前がちらつくのか、いらついた表情で目をすがめたハイヅカは、そのままふわりとアイリを下ろしてくれた。

「平気です！」

「いいか、お前はそこにいろ！」

　ハイヅカはそう言い置くと、目くらましを放ったコゲツの背を追って扉とびらのほうへと駆かけ出す。

　聖戦器フアランクスを持ったハイヅカが、相手に遅おくれをとるなど珍めずらしいことだ。

　それは、コゲツとハイヅカのあいだに流れた、いわくありげな空気が関係しているに違ちがいないとアイリはわかっていた。ひどい不安に苛さいなまれ、そのままハイヅカの後を追おうとして、アダムに腕うでをとられた。

「いけません、防ぼう御ぎよ陣じんからはでないでください」

　すでに凶きよう運うんが暴走しているハイヅカが心配なのだと言おうとして、そのアイリを押しのけようとするリアムに邪じや魔まされる。

　ダリウスがその背後から乱暴に、リアムの服を引いた。

「あんたも、こっちにいるんだ！」

「駄だ目めだ！　あの男を逃にがしてしまえば、私にかけられた呪じゆ詛そはどうなる!?」

　目をむいて抗こう議ぎするリアムは、己おのれの保身に必死になったみにくい執しゆう着ちやくが顔ににじんでいる。

　ダリウスは嫌そうに顔をしかめると、仕方がないとばかりに口にした。

「ったく、面めん倒どうな貴族ですね。呪詛の原因がはっきりしたんですから、それぐらい僕の腕があればなんとでもなります！」
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　いまだ混乱がつづく邸てい内ないでは、あちこちの被ひ害がいに使用人たちが駆け回っているらしく、すでに三階の廊ろう下かには人ひと影かげがなかった。

　廊下を駆けていくコゲツの背を追いながら、ハイヅカは聖戦器フアランクスに意識を集中する。

　鈴すずが鳴るような澄すんだ音に、前方のコゲツがふと立ち止まって振ふり返る。

　間近に迫せまったハイヅカに、聖戦器フアランクスを向けられながらも慌あわてたようすはない。

「あの頃ころは、もっと素す直なおで可愛かわいかったのにね。どうしてそんなに荒すさんだ目をするようになっちゃったのかな」

　きらきらと光を宿す黒い瞳ひとみをくるりと動かして、コゲツはくすりと笑んで首をかしげた。

「あぁ、ひょっとして……あのとき初はつ恋こいの女の子を亡なくしたとおもっちゃった？　だとしたら罪つくりなのは、私なのかな」

「だまれっ！」

　いまだに目の前の青年を、過去の記き憶おくと重ねることができない。

　困こん惑わくと怒いかり、いきどおりがないまぜになって、息が苦しいほどだ。

　だが、目の前の占術師が口にすることは、ハイヅカとあの少女しかしらない約束のことだった。

「まだ信じられないって顔だね。じゃあ話そうか？　私は『呼コ月ゲツ』と呼ばれ、ミッドパレスで月を招き宣せん託たくを降ろす巫女みことして生まれた。素す性じようもわからぬ救世主ウイツカから押しつけられた守護物タリスマンを守る、星ほし鎮ちん守じゆなどとは格が違う。あの都市の人間ならそうもいいかねない、お前にもよくわかっているだろう？」

　ミッドパレスの出身者であっても、巫女について詳くわしく知るものはごく限られた人間だけだ。

　ハイヅカは、苦いものを嚙かみしめる気持ちで相手をにらみつける。

　そんなようすが楽しくてならないというのか、コゲツが瞳に冷たい喜き悦えつを浮うかべた。

「でもね、私だって都合よく籠かごの鳥にされて、不要になったら処分されるなんて身に甘んじるつもりはなかった」

　コゲツが口にした内容は思わぬ事実だったが、ハイヅカは乱暴に聖戦器フアランクスを一いつ閃せんすると、コゲツの言葉を封ふうじようとした。

「お前の話なら、とっつかまえたあと七聖府ザインでたっぷり聞いてやる」

　だがハイヅカの動どう揺ようなど見通しているのか、コゲツはふわりと体を後ろへ遠ざけつつ語りかけるのをやめようとしない。

「灰ハイ塚ヅカ家のお前でも知らなかったろうね。まさか『呼月』の巫女が男子だったなんて。当時は儀ぎ式しきに関かかわる大人たちでもその事実を知っていたのはわずかだった。新しく女児が生まれれば、私はすぐにお払はらい箱だったろうさ」

　その毒を孕はらんだ声こわ音ねと、瞳に宿る冷ややかな感情に、先ほどコゲツがリアムを嘲ちよう笑しようしたさまがよみがえる。

　妄もう信しん的なまでの信しん仰こう。

　人間がときに見せるあまりにも一いち途ずな祈いのりや誓ちかいは、ときに残ざん酷こくなまでの戒かい律りつと信しん奉ぽうを生み出す。コゲツの瞳にあるのは、そうしたものを嘲あざけり憎にくむ暗い闇やみだ。

「ごめんね。あの日、朝まで待ってるつもりだったのは噓うそじゃない。でも、もっと早くにあの忌いま々いましい鳥籠を開けてくれた人がいてね」

　口をつく声や言葉はこのうえなくやさしく、許ゆるしを請こうようだ。

「逃げ出す手助けなんて誰だれでもよかった。でも、私はお前を選ぶことにした。どうしてだかわかるかい？」

　楽しげなその問いかけに、ハイヅカのかみ締しめた歯がギリ、と音を立てる。

「忌々しい鳥籠の監かん視し役である灰塚家から裏切りものがでれば、とても気分がいいだろうと、そう思ったからさ」

　当時の自分はまだ幼く、コゲツの思わくに気づけはしなかっただろう。

　それでも知らされた事実は、ハイヅカのこれまでの記憶と想おもいを打ち砕くだくのに十分だった。

　命の瀬せ戸と際ぎわにあったコゲツが知ち恵えを働かせ、そして単純な自分が狙ねらい通りその口車にのせられたのだ。

「じゃあ、どうしてあの日に逃げ出す約束をしたのかは？」

　毒針を含ふくんだ、吐と息いきまじりのやさしい声は質問ばかりを投げかける。

　答えられないハイヅカに、痛みを与あたえるためだけの問いかけ。

　ハイヅカはその先を聞きたくないと思いながらも、許されないことだとわかっていた。

　うつむき、耳をふさぎたくなるのを堪こらえ、ハイヅカはゆるく首をふる。

　コゲツの唇くちびるがうれしげにきゅっとつりあがった。

「あの日あった、『落日の礼拝』は起きるべくして起こされた、計画的人災だ。窮きゆう屈くつだった私のもとへ、『黒の七星旅団』から使いがあった。ミッドパレスの七聖守護物ザインタリスマンに用があるとね」

　その言葉に、ハイヅカの全身がかっと熱くなり、急激にいやな汗あせに変わるのを感じた。

「『落日の礼拝』に……お前が関わってた？」

　多くの人を巻き込んだ過去の惨さん劇げきに、まさかコゲツが関わっていようとは思ってもみないことだった。

　本能がそれを考えたくないと拒きよ否ひするが、ハイヅカは意識を保とうと奥歯を嚙みしめる。

　ウィッカによって七聖守護物が遣つかわされる以前から、ミッドパレスでは月を守護星とした信仰があり、独自の守りや結界は多重にあった。

　だからこそ外部からの呪じゆ術じゆつ的な脅きよう威いについても、十分な備えはあったはずなのだ。

「まさか……お前が引き入れたのか、ミッドパレスにあいつらを……」

　どれだけ強固な壁かべを築こうとも、その内側で裏切りが起きれば、守りはもろく崩くずれさる。

　目の前でほほえむ人物こそが、あの災さい厄やくの引き金を引いた張本人なのだ。

　そして過去の自分が、彼にその機会を与えてしまった。

「ミッドパレスごとあの籠を壊こわして自分が自由になれたら、こんなに素す敵てきなことはないと思った。その件に関しても、『黒の七星旅団』は快かい諾だくしてくれてね。それから先は、見習いとしてあの牢ろうへ出入りするお前に、憐あわれんでもらおうと必死だったねぇ」

　それは、まさにいまディクソン邸ていへ入り込んだコゲツの手管そのものだった。

　ハイヅカの父が当主を務める灰塚家は、代々巫女を輩はい出しゆつする家に仕え、それを助ける役目を担になう神職だった。

　本来であれば、自分もまたその役を継つぐべき立場だったのだ。

　だがあの日、ハイヅカは父を裏切った。そして一族を捨て故郷を出た。

　まだ幼かったコゲツにとって、人を見み抜ぬく目を持った大人より、知恵も経験も足りない自分を籠ろう絡らくする方がたやすいことだったろう。

　息苦しいほどの後こう悔かいのなか、ハイヅカはコゲツを睨にらみつける。

「信じられない？　そりゃ、信じたくはないか」

「だまれ……っ、お前がしたことは決して許されない。絶対にだ！」

　いまやハイヅカの中に生まれた怒りは、憎しみとともに増していく。ミッドパレスの都市復興記念の式典で見たばかりの光景が頭をよぎった。

　故郷を失った同どう胞ほうたち。あそこにいた幼い子供たちは、破は壊かいされた都市のなかで育てられた。

　そして被害はミッドパレスの外の人間にまで及および、その多くの運命を狂くるわせたのだ。

　故郷を語るアイリの表情が脳のう裏りに浮かび、七聖府ザインにいる同どう僚りようたちや士官学校時代の学友たちの顔が思いおこされる。

　ハイヅカの怒りの感情につられるように、聖戦器フアランクスが青白い燐りん光こうを帯び、空気を震ふるわせる振しん動どうをはじめた。

「お前のしたことが本当なら、俺がここで始末をつけてやりたい……だけどそれは、お前を七聖府に引き渡わたして、すべて償つぐなわせてからだ」

　口調とは裏腹に、ハイヅカの怒りに呼応して、聖戦器フアランクスは蜂はちが飛ぶように攻こう撃げき的な音を立てる。それを握にぎりしめることで、ハイヅカは必死に己おのれの怒りを殺そうとした。

「まったく、七聖府ザイン、七聖府ってやたらと主張するけどさ。知らないみたいだから教えてあげるよ。なにしろお前は昔からまっすぐすぎるからね。そもそも、ウィッカは本当に救世主だったのか？　それをありがたがる七聖府は絶対に間ま違ちがってない？　七聖守護物が本当に世界を守る守護物だなんて、誰が証明してくれた？　興味があるねぇ、なにしろ月も星もいつだって私にささやきかけてくるからね」

　コゲツは落らく雷らいにより破壊された窓に近づくと、外に向かって閉じた扇せん子すを放ほうり投げる。

　それは、ぱしゅっと空気が抜ぬけるような音を立て、夜空に長く尾おを引く光を生み出した。

　わずかな明かりだったが、それはコゲツの顔を青白く照らしだす。

「私が『呼月』として巫女の座にあったのは仮かり初そめだ。それでも、血筋に噓はない。月の声が聞ける私には、わかることもある」

　コゲツは白いまぶたを伏ふせ、荒あれた夜空に右手を差しだした。

　突とつ然ぜん吹ふきつけた強風がその黒くろ髪かみを巻き上げたかと思うと、夜空がうっすらと明るくなった気配があった。

　神秘的な面おも立だちに淡あわく月光が注ぐさまは、神こう々ごうしさと禍まが々まがしさが混じり合い目を奪うばわれる。

「七聖守護物ザインタリスマンが描えがき出す星の軌き跡せき。あれは本当に守護のためだけのものか？　それに、お前の相棒らしいあのお嬢じようさん、あれは面おも白しろいね、とても強く星の影えい響きようを受けてる。それも前にあったときよりずっと強く星のエネルギーに搦からめ捕とられてるね。でも、このまま力を蓄たくわえすぎれば……いずれ、彼女の満ち欠けが狂うだろう」

　コゲツが口にした『満ち欠けが狂う』という言葉は、故郷の儀式で『月』を招く巫女が不ふ吉きつな信しん託たくを告げるためのものだった。

　ハイヅカは、聖戦器フアランクスをより大きく鳴動させると、わき腹の痛みをこらえて一気にコゲツへと間合いを詰つめた。

　相手の体を崩れかけた窓まど枠わくにぶつけ、怪我けがで力がこめにくいため、肘ひじでその喉のど元もとを押さえつける。

　しかしコゲツは怯おびえた色もなく、ハイヅカの傷ついていない左ひだり腕うでに向かって指を伸のばした。

「私を始末できるならそれもいい。でも、覚えてないかな。お前はそこに痣あざがあるね？　私と同じ場所に咲さく、誓いの縁えにしの証あかしだ」

　普ふ段だんはさほど目立つこともなくなっていた、手首のやや下にある花びらのような痣を思い出し、ハイヅカは顔をしかめた。

　生家を出て、ミッドパレスを離はなれてなお、その痣が目に入るたび自分が担になうべき役割を思い知らされてきた。

「それが気になるなら教えてやろう。私はこの通り、ずいぶんあちこちで呪じゆ術じゆつを使ってきた」

　ハイヅカは、以前にも相手と対たい峙じしたときに彼が強力な呪術を使ったことを思い出す。

「もちろん、知ってるよね？　人に向ける呪は、しくじったり弾はじかれたりすれば、倍になって術者に返ってくる。でも、それを身一つで受けていたんじゃもたないからね。お前との縁を繫つなぐことで、私に返る呪は半減している」

　コゲツの伸ばされた指に痣をなぞられ、体の芯しんを引っ搔かかれたような不快感に、ハイヅカは息を詰め顔をしかめた。

「だからいま私を殺せば、残りの呪の返りがいっぺんに流れこんで、お前も周りも無事じゃすまないだろうね」

　思わぬ告白に、自分の凶きよう運うん体質の根源を知らされ、ハイヅカは殺気だってコゲツの体を窓の外へと押しだそうとした。

　だが三階ほどの高さでは恐きよう怖ふもないのだろう。声こわ音ねも変えぬままコゲツはつづけた。
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「でも、さっき気づいたんだよね。その流れ込む陰いんの気のおかげで、彼女の妙みような力も相そう殺さいされてるんだとしたら、かえってつりあいとれるんじゃないの？　もしそうだとしたら、私に感謝してもらいたいぐらいだ」

「いますぐ……その無む駄だ口ぐちを閉じろ」

　ハイヅカの唸うなるような低い声に、コゲツはにやっと唇をゆがめると手のひらで、トンと肋ろつ骨こつを突ついてきた。

「お前と私は繫がってる。それは変えられない」

「くっ」

　痛みに一いつ瞬しゆん力がゆるんだその隙すきに、コゲツは崩れた窓に手をかけ、ハイヅカの腹部に蹴けりを放つと、その勢いのまま滑すべるように窓枠の向こうへ消える。

「……っの、野や郎ろう」

　目のくらむような激痛に、一瞬呼吸が詰まったが、ハイヅカはその姿を追って窓枠にしがみついた。

　黒髪をなびかせたコゲツが飛び降りる先には、混乱に乗じて侵しん入にゆうしたらしい車の姿があった。

　先ほどコゲツが窓の外に捨てた扇子が合図だったのだろう。

　車寄せに滑りこんできた大型車両は『黒の七星旅団』のものらしい。軽かろやかに着地したコゲツを乗せると、車は間かん髪はつおかずに走り出す。

　速度をあげ、きしむような音を立てながら門をでていく車しや影えいに、ハイヅカは壁を蹴った。

「ハイヅカさん！」

　背後に複数の足音が聞こえて、アイリの呼ぶ声がした。

　ふり向こうとした途端、頭のなかでコゲツのあざ笑うような声と、幼い頃ころなくしたはずの少女の言葉が重ならずに響く。

　出血がつづいたせいか、すっと首すじが冷えた気がすると目の前が暗くなってきた。

「ったく、ざまぁない」

　いまはいくら己を罵ば倒とうしたところで、到とう底てい気が落ち着くとは思えなかった。
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　結局、その夜の騒そう動どうに収しゆう拾しゆうがつく頃には、すでに空は白んでいた。

　ヘヴンリーパレスの七聖府ザイン支局まで、コーネル室長との連れん絡らくをつけにいっていたはずのシアーズは、騒さわぎの知らせを聞いて即そつ刻こく戻もどってきたらしい。

　一いつ睡すいもしていないのだろう。落とすことも直すこともしなかったらしい化け粧しように彩いろどられ、シアーズの表情はかつてない凄みを増していた。

　目の下のクマは寝ね不ぶ足そくというだけでなく、心労という名の重荷があるせいだ。

「で……、とにかく事情を整理してから、ディクソン氏にご説明にあがることになってるんだけど──」

　結果的にふたたびアイリの部屋に集まった一同は、それぞれが反省材料を目の前に、床ゆかに立たされていた。

　重傷のハイヅカだけが、止血手当てを受けただけで床に腰こしを下ろしている。

　アイリの前にはタロットカード。

　アダムとハイヅカの前には封ふうじの解かれた聖戦器フアランクス。

　ダリウスの足もとには、個人宅で利用許可が下りるはずもない探知盤ばんが置かれている。

「そもそもは、私がリアム様の言葉に気軽に応じてしまって──」

　アイリがいたたまれなくなりつつ口を開けば、ハイヅカが口を挟はさむ。

「結局主任が戻もどってくるのを待ってたら、いまごろこいつは──」

「ふたりがいうこともありますけど、そもそもは、こちらの当主のご子息が『黒の七星旅団』の人間を内部に入れてしまってたってことが──」

　これだけは黙だまっていられないとばかりに、ダリウスは身を乗りだして訴うつたえるが、その隣となりではひたすらいつもと変わらぬ表情でアダムがこう締しめくくった。

「怪我人はでてしまいましたけど、イスフェルドさんが無事戻って良かったですね」

　その場にいた全員が、あっけにとられてアダムを凝ぎよう視しする。

　めずらしく微笑ほほえみを浮うかべたアダムの面立ちは慈じ愛あいに満ちており、何人たりとも反論できないやわらかさに緊きん張ちようの糸が弛ゆるみきる。

　荒あらぶる魔ま神じんのごとく険しい形相をしていたシアーズですら、毒気を抜かれたのは間ま違ちがいない。

　──サイクスさんの防ぼう御ぎよ能力ってすごいかも。不可視の盾たてがこんなところにも……。

　このやわらかさこそが強さなのかもしれないとアイリが感心していると、シアーズが再び床にある物証を眺ながめて息をついた。

「いいわ、実際にはリアム様の行動がきっかけになっているのは間違いないし。七聖守護物ザインタリスマンである『聖せい杯はい』を危険にさらした事実がある以上、ディクソン氏も公おおやけには七聖府ザインに抗こう議ぎできないはずよ……とにかく、いまはディクソン氏との交こう渉しようを優先しなきゃね」

　ハイヅカはシアーズの言葉を黙って聞いていたが、傍はた目めにもその顔色の悪さは尋じん常じようではなくなっていた。

「あの、主任……ハイヅカさんの怪我の治ち療りようを優先してもらうことはできませんか？」

　黙っていられなくなったアイリが口をひらくと、シアーズの眉まゆが跳はねあがった。

「治療？　見えてるとこ以外にも傷があるの？」

　やはり本人から報告を受けていなかったらしい。シアーズはハイヅカに歩みよると、その制服の襟えり元もとを乱暴に引いた。

　視線を下へと落とすと、「あー、折れてるでしょうね。いまさらこんなやせ我が慢まんして、なんになるってーのよ」と声に怒いかりをにじませた。

　そしてくるりとアイリに向きなおると、厳しい口調で問いただしてくる。

「アイリ、正直に答えなさい。この傷はあなたとハイヅカに距きよ離りがあったせいで起きた、災害が原因かしら？　なにしろ昨夜はディクソン邸ていの周辺だけが、局地的自然災害のオンパレードに次いで、二次災害、三次災害がてんこ盛りだったみたいじゃない？」

　リアムによって部屋に押し込まれていたアイリには、その状じよう況きようを自分の目で確かめることはできなかった。

　それでも騒動のあと歩いた邸てい内ないには、竜たつ巻まきがいくつも飛びこんだのかと思うような惨さん状じようで、庭園にいたるまで無残なありさまだった。

　そして邸てい宅たくの外がい壁へきまでもが瓦が礫れきと化しているのを目にして、アイリもハイヅカにつきまとう凶運のとんでもなさを思い知らされたのだ。

　それに昨夜、アイリが捕とらわれている部屋にハイヅカがあらわれたときには、すでに怪我を負っていたのは確かだ。

「そう……だと思います。直接は見てませんけど」

　アイリの言葉をうらづけるように、アダムは小さくうなずきダリウスが眉を吊つり上げる。

「ほんと、しゃれになりませんって。僕たちがアイリを捜さがしはじめて間もなく、ハイヅカに降りかかる災害の数々ときたら、もうなんの呪じゆ詛そかってぐらい、……ツイてない人だとはわかってましたけど、これほどとはね」

　ハイヅカの不幸伝説を目まの当たりにして、ダリウスもかなりの恐怖を味わったのだろう。

「そういう意味では、やっぱりアイリを側そばに置く効果はあったと──」

　そうダリウスが結論づけようとすると、それまで黙っていたハイヅカが低い声で口をはさんだ。

「まだ、純じゆん粋すいにそうだって決まったわけじゃねぇだろ」

　その言葉に、アイリははっと顔をあげた。

「ハイヅカさん……？」

　だが、シアーズが一歩もひかない構えではっきりと言い切った。

「正確なところが不明でも、現状の結果だけを見れば、今後もハイヅカとアイリの相棒パートナーを解消するつもりはないわ。あんたもまだ七聖府ザインにいたいんだったらよく考えるのね」

　これからディクソン氏と話し合いをするのだろう、シアーズが扉とびらに手をかけたときだった。

　ノックの音がしたかと思うと、扉がひらいて思わぬ顔がそこにあらわれる。

「室長!?」

　驚おどろいて一歩下がったシアーズは、すぐに改まった表情で、コーネル室長に向かって敬礼した。

「どうして、こちらまで」

「だってねえ、部下が誘ゆう拐かいされかかったってのに、ほうっておけないでしょうが」

　気の抜ぬける口調と、だらしない敬礼を返して入ってきたのはコーネル室長だった。

　やれやれとばかりに乱れた髪かみをなでつけると、手にしたコートを椅い子すにかける。

「ですが、まさか室長ご本人がいらっしゃるなんて──」

「それに、ディクソン氏は星ほし鎮ちん守じゆでもあるからね。対応次し第だいではあとあと面めん倒どうなことになる。だから、僕がきたんだ」

　責任を感じているのだろうシアーズに、室長は必要があってのことだと慰なぐさめるように告げると、表情のわかりづらい細い目で全員を見み渡わたす。

「安心しなさい。ついさっきディクソン氏に直接お時間をいただいてきた」

　そういうと、コーネル室長はディクソン氏との会話を再現してみせた。

「〝まさか、星鎮守であるディクソン様ともあろう方が、ご自宅に『黒の七星旅団』の出入りを許し、七聖守護物ザインタリスマンを危機にさらすなどという事態を招かれるとは……いやはや、七聖府も議会の皆みなさんも平静ではいられないでしょうねぇ。もちろん今回の件については、優ゆう秀しゆうなる〈七聖守護物対策室〉の職員の活かつ躍やくで事なきをえたわけですが……彼らが職務熱心なあまりお屋や敷しきへの被ひ害がいも若じやつ干かんあったようすではございますが。ねぇ、ご子息の思わぬ行動、あれも賊ぞくによる呪詛のせいだと理解しておりますとも。それもまた我々の誠意と熱意で解決される問題です〟……って、お話をさしあげてきたんだけどね」

　コーネル室長が真顔を作ると、細い目と尖とがった印象の輪りん郭かくでじつに冷たい雰ふん囲い気きとなる。

　そこへこの慇いん懃ぎんでありつつ、たたみかけるようにいいきられては、ディクソン氏といえどもうなずかざるをえなかっただろう。

　なにしろ星鎮守の立場としては、あるまじき不ふ手て際ぎわを七聖府ザインの役職者につかまれたのだ。

　この屋敷の惨状を口先だけで丸めこもうとは……アイリは感心して息をつく。

　──それに、コーネル室長って笑ってるつもりなのかもしれないけど……顔と声のギャップが怖こわすぎる。いまのだって、『自分のいってることを認めなかったら、ディクソン家は星鎮守として、もっと大変なことになりますよー』って脅おどしてるのと同じだもんね。

　そしてこの場を主任のシアーズに任せるのではなく、七聖府ザインから上席がわざわざ足を運ぶことで、事態の深刻さをアピールする腹づもりなのだろう。

「あいかわらず、食えないおっさんだ……」

　ごく小さくつぶやいたハイヅカの声に、アイリも自然とうなずいてしまった。

　とにかくこれ以上危険なことが起こる前にと、アイリは預かっていた形のタロットカードをシアーズへと返へん却きやくさせてもらう。

　七聖府にとっても稀き少しようなタロットが、拉ら致ちされたときにまで自分の手元にあったとしれたら大目玉だろう。

　そのアイリにコーネル室長が近づいてきたかと思うと、もはや線のように細めた目でじっとみつめられた。

「イスフェルド君も、大変だったね。でも君のおかげもあって、今後は星鎮守のあり方が見直されていくだろう。それに七聖府と星鎮守の関係も考え直される時期にあるのかもしれないな」

「そういうものなんでしょうか」

　問題の渦か中ちゆうにいたこともあり、アイリとしては今回のことは[image: ]しつ責せきされるとばかり思っていたがどうやら違ちがうらしい。

「ディクソン氏としては、対策室のようすを見るつもりが思わぬ痛手だったろうね。だけど、星鎮守の家の内部にまで『黒の七星旅団』が入りこんでいたのは事実で、これは見過ごせないことだ」

　その言葉にはこの場にいる対策室メンバーの全員がうなずいていた。

　都市を守るための七聖守護物ザインタリスマンを管理するものとして、星鎮守の務めは重大だ。

　だが長きにわたってその栄えい華がや家いえ柄がらを重んじてきた彼らのなかには、自らの立場を守ろうとするあまり、外への風通しが悪くなっている面もある。それを誰だれより実感しているのだろうコーネルは、珍めずらしく厳しい表情を浮かべていた。

「大きな問題だよ。七聖守護物を危険にさらすようでは、星鎮守はその存在意義を持たなくなってしまう。ましてや『黒の七星旅団』は狡こう猾かつだ。これまでのようにぼんやりしていては、我々七聖府も後おくれをとるだろう」
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　だからこそ、こうしていま自分たち対策室が動く必要があるのかもしれないとアイリがうなずくと、コーネル室長は表情を一変させて、にこやかに尋たずねた。

「ちなみに、イスフェルド君。今回の占うらないの結果についてはどうだったかな？」

　何気なく投げかけられた質問だったが、コーネルの青い瞳ひとみがちらりとのぞく。

「はい……当たっていたと思います」

「ふむ、じつに頼たのもしいね。今後もぜひこの調子で頼むよ。なにしろ、七聖守護物ザインタリスマンに危害を与あたえるような輩やからを絶対に許してはおけない。そうだろう？」

　ぽんぽんとやわらかく肩かたを叩たたかれたものの、その糸目の笑え顔がおとは裏腹に、「しくじったらただではおかない」と無言の圧力があるような気がしてならない。

　そんなコーネル室長にアイリはややひきつり気味の笑顔で敬礼を返した。

　占いの結果について尋ねられてから、アイリはハイヅカのほうを見ないようにしていた。

　シアーズの許可もないままあの場でとっさに占ったのは、七聖守護物そのものというよりハイヅカについてだ。

　だが、はからずもその結果は、ディクソン邸で起きていた事件にも深く関かかわっていた。

　騒そう動どうのあと、ハイヅカはコゲツを取り逃にがしたといっていたが、その表情にあったのは単なる悔くやしさなどではなかった。いまもハイヅカの横顔には、ひどくふさぎこむような気配がある。

「まぁ、心配しなさんな。七聖府ザインに戻もどったらもちろん報告書は提出してもらうが、これを機会に七聖守護物対策室の立場を明確にアピールさせてもらうよ」

　よくやったと言いたげに、コーネルは対策室一同に敬礼をしてみせると、シアーズと一いつ緒しよに部屋を出て行った。




　そのまま部屋で待機することになったアイリたちのもとに、ふたりが戻ってきたのは数時間後のことだった。

　どうやら七聖府の各部署と連れん絡らくを取り、打ち合わせも済ませてきたのだろう。

　コーネル室長がディクソン氏と交こう渉しようしたことにより、今回の事件が明るみにでることはなさそうだった。

　以前のフレイアパレスの事件でもそうだったが、星鎮守が都市や議会でその権力を持つ限りどうしても隠いん蔽ぺいされてしまう真実があるようだ。

　そして七聖守護物対策室もまた、特別公使としての務めを終えたとだけ記録されるのだ。

　そうした事実にアイリは複雑な気持ちになったが、だからといって真実を公表すれば都市を混乱に陥おとしいれるだけだともわかっていた。

　あちこち損そん壊かいしたディクソン氏の邸てい宅たくは、突とつ然ぜんの自然災害による被害として、ひっそり修理が行われることになったらしい。

　アイリたち対策室メンバーは見送りもないなか、隠かくされるように屋敷の裏口から車で駅へと向かうことになった。

「ちょっと、どうして僕だけ居残りなんですか。納なつ得とくできないんですけど！」

　しかし哀あわれなダリウスは、ひとりだけ屋敷に一いつ泊ぱく残ることになってしまった。

「しょうがないじゃない。あなた、リアム様の呪じゆ詛そをなんとかできるっていったんでしょ？　いまさら外部の人間をいれて呪詛検証するなんて、人目を気にされるディクソン様は許可してくださらないのよ。それに、色々と便利な道具をここへ持ちこんでたみたいだしね。やっぱりご子息の件だけは、どうしても手を貸してほしいってディクソン様じきじきにお願いがあったんだもの……断れないじゃない？」

　ヘヴンリーパレスの守護物研究室との交流という名目で持ち込んだ荷物に含ふくまれる、使用用よう途とが怪あやしげな探知盤ばんだの、古書の類たぐいをシアーズは見み逃のがしてはいなかったらしい。

　リアムの治療は、非常に居い心ごこ地ちの悪いなかでの仕事になるのは明白だった。

　だが、ある意味ダリウスだからこそ、周囲の視線などを気に病やむこともないだろうとアイリは確信する。

　自分がディクソン氏との交渉材料に使われた可能性にも思い当たったのだろう。ダリウスは、きらりと琥こ珀はくの瞳を鋭するどくしつつ、仕方がないとため息をついた。

「まったく、これで今回の騒動について僕の減げん俸ぽうは考こう慮りよしてくださいね」

　抜け目なく約束をとりつけると、ダリウスはまったくめげたようすもなく対策室一同を見送ったのだった。
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　七聖府ザインに戻ってきたアイリたちは、いったん自室にて待機するよう告げられた。

　対策室での待機をまぬがれたのは、昨夜からほとんど眠ねむれていないことや、ハイヅカのように負傷者が出ていることを気き遣づかった結果だろう。

　まだコーネル室長やシアーズは、上層部への報告があるらしい。その結果を踏ふまえて、報告書の作成を指示されるだろうとアイリにはわかっていた。

　結局アイリは、怪我けがをしたハイヅカの分の鞄かばんも運びながら、黙もく々もくと別館ならぬ自分たちの部屋へと向かう。

　前を歩くハイヅカは、本来なら自力で歩くのも辛つらいのだろう。いつもよりはゆっくりとした足取りだ。

　ヘヴンリーパレスの支局でおおよその治ち療りようを終えたらしいハイヅカは、もちろん七聖府の医療院へ寄ることは断固拒きよ否ひした。これ以上治療記録に自分の名を残したくないのだろう。

　階段をのぼりきったところで、ハイヅカに手を差し出されアイリは鞄を渡わたす。

「手間かけたな」

　ぼそっとそれだけを告げて部屋に入ったハイヅカは、すぐに扉とびらを閉めてしまった。

「ちょっ、ハイヅカさ…………ぁああ、しまった。なんにも聞けなかった」

　アイリは自分の鞄をどさっと落として盛大にため息をついた。

　ヘヴンリーパレスからの帰りの列車のなかでも、ハイヅカはほとんど口をひらくことなく、厳しい目で車窓を流れる風景をみつめていた。

　アイリにとって、コゲツと名乗った人物が『黒の七星旅団』の一員だったことは驚おどろきだった。

　だがなにより気がかりなのは、コゲツとハイヅカの過去になにかあったらしいということだ。

　──でも、なんだかすっごく聞きづらいような、ただならぬ空気を感じちゃったんだよね。

　遠くにおいてきた辛いなにかに、思いを馳はせるようなハイヅカの横顔が焼きついている。

　いま自分が質問をすれば、ハイヅカを追い詰つめるだけのような気もして、アイリは仕方なく自分の部屋へと戻った。

　部屋に荷物を放ほうりだすと、思わぬ大事になった出張を振ふり返り、ふぅぅとため息をつく。

「はあぁ。これから、どうなっちゃうんだろ……」

　そう口にしたものの、自分のつぶやきがタロットについてなのか、ハイヅカのことについてなのかがはっきりしない。

「……タロットっていえば」

　ディクソン邸ていで占ってみたときには、タロットカードの使用感がいつもと違った気がしていたことをアイリは思い出す。

　いまは自分の手元に、あのタロットカードがないことになんだかほっとする気持ちだ。

　──ヘヴンリーパレスにいく前の占いでも、いつも見えないものが見えたけど。リアム様のところで占いをしたときには、さらに違ちがう感かん触しよくがあったっていうか。

　普ふ段だんとなにが違ったのだろうかとアイリは思い返してみると、ひとつだけ気づいたことがあった。

「そっか、あのときは教本がなかったんだ」

　タロット占せん術じゆつに不慣れなアイリは、常に占いの結果を教本を見て導きだしていた。

　でも、今回はそれが叶かなわないなかで、カードの意味や流れを記き憶おくのなかから汲くみ取ろうと、いつもより集中力は増していたような気はする。

　タロットカードで何かを知るというのは、本来そういうことなのかもしれない。

　アイリはそう実感する反面、カードを選ぶ途と中ちゆうで見た不思議な光景のことも思い出す。

　──また、あれが見えるんだとしたら。なんか怖こわいな……光がいくつも回っているみたいだった真ん中の部分って、深い淵ふちみたいに底がなかった。

　明日あしたにはダリウスも七聖府ザインに戻ることを思いだす。不勉強を怒おこられるだけかもしれないが、聞きにいこうとアイリは決めた。

　壁かべにもたれたまま、つらつらと考えてみたものの、自分の胸の内がまったくすっきりしていないことを自覚していた。

　──だよね。ほんとに気になってるのって、カードのことじゃない。でも、ハイヅカさんのことは本人から話してくれるまで……。

「だめだー。やっぱり気になる！」
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　アイリのわめき声と重なるように、腹部が激しく燃料要求の鳴き声をあげた。

　確かに早朝にディクソン邸を出てから夕暮れのいままで、食事もとっていないのだ。

「う、そりゃお腹なかも減るか。どうしよう、少し早めに食堂って手もあるけど」

　隣となりの壁にちらりと視線をやってアイリは迷う。

　自分と同じく、ハイヅカも今朝から食事を口にしていないはずなのだ。

　そして出張に出る前には、ほとんど食材を使い切ったと口にしていたことを思い出す。

　まだ買い物にもいけていない以上、ハイヅカのところにもほとんど食料はないはずだ。

　アイリはおもむろに、自分の部屋の水周りにある戸と棚だなをあけてみる。

　あるのはビスケットの缶かんと、キャンディが入った箱。

　いつのものだったかわからない、乾かん燥そう小こ麦むぎ粥がゆに、不思議な七色に変色したピクルスの瓶びんが転がっている。

「おぉ……見事にまともなものがない」

　このなかのどれを持っていっても、ハイヅカを怒らせることだけは確かだとアイリは学んでいた。

「うーん」と唸うなり、自分の手をじっと見つめてから、このあとの流れを予想してみる。




　自分で食材を買ってくる。

　私がハイヅカさんのところで料理を作ると提案してみる。

　台所を貸すことを渋しぶられる。

　それを押し切って調理してみたものの、結果ひどいものができあがる。

　材料の無む駄だをハイヅカさんにコケにされ、後々語り草にされる。




　考えるほどに首が斜ななめに傾かたむいていくなか、アイリはぎゅっと眉まゆ根ねを寄せてうなずいた。

「うん、決めた。食堂でお弁当にしてもらえるよう交こう渉しようしてこよう！」

　ものすごく後ろ向きかつ、間ま違ちがいのない答えを選せん択たくし、アイリはふたり分の弁当を手に入れるために出かけることにした。

　それにハイヅカの飼い猫ねこであるコバンが、無事に留守番できていたのかも気になるところだ。

　ハイヅカの扉の前を通り階段を下りる。

　職しよく員いん寮りようへとつづく道の途中で、ふっと背後を振り返った。

　これまでに幾いく度どか通勤の途中で試ためしてみたところ、ふたりの部屋がある別館から食堂あたりまでなら離はなれて行動しても、そう大きな異変は起こらないことはわかっていた。

「でもそれって、ここが七聖府ザインの敷しき地ちのなかだからなのかも」

　ディクソン家で起きた災害を思えば、確かに広い屋や敷しきで距きよ離りはあったが、ふたりが離れることによって起きた反応はあまりにもはっきりしていた。

　もうひとつの可能性としては、自分とハイヅカが離れている距離はもちろん、時間も関係していたのかもしれないとアイリは思っていた。

　喜ばしいことではないにしろ、自分が相棒として側そばにいた意味があったのだとわかったことに、少しだけほっとする気持ちもある。

　再び歩き出したアイリは、突とつ然ぜんすこんと胸の奥がはればれとするのに驚いた。

　──そっか……私がほんとに気になってるのってこれだ。

　あのコゲツと名乗る人物とのことも気がかりだが、実際は自分とハイヅカの相棒パートナー制度について、心にひっかかっていたのだ。

「あのときどうして、ハイヅカさんはダリウスさんの言葉を遮さえぎったのかな」

　相棒として「アイリを側に置く効果はあった」と口にしたダリウスに、ハイヅカはそうと決まったわけじゃないといったのだ。

　今回の件で、自分との相棒制度に効果があったことを、ハイヅカ自身誰だれよりもわかっているはずだ。それを否定するとしたら、理由は簡単だった。

　──最初は、相棒パートナー制度なんて少しの我が慢まんだっていってたし、私の幸運体質なんてのも本気にしてなかったから受け入れたんだ。でも、これが本当だってわかったから、やっぱりハイヅカさんは私を遠ざけようとするのかも。

　誰だって、自分の不幸に人が巻きこまれれば嫌いやな気持ちになる。

　だがそれは逆の体質であるアイリにもあてはまることだ。

　ヘヴンリーパレスでは、自分の幸運体質のせいでリアムに狙ねらいをつけられた。それはいまに始まったことではない。

　これまでにもそうした他人の勝手な考えに振り回されないために、アイリも人と距離を置いてきた。

　そこには、今以上に重たいものを負いたくないという気持ちがきっとある。

　だから七聖府ザインにきて、ハイヅカとの相棒宣言をされたときは気が重くもあったが、肝かん心じんの当人がそれほど関心もなければ本気にしてもいなかった。

　そしてアイリの幸運体質が真実だと知ったいま、むしろ自分を遠ざけようとしている。

　そう思い至った途と端たん、怒いかりにも似た強い思いがアイリのなかにわきあがった。

　いやだ。

　簡単に遠ざけられてしまうような、その他大勢に自分が入れられることが我慢できないのだとアイリは気づく。

　自分はハイヅカの凶きよう運うん体質を迷めい惑わくだと思ったことはあっても、恐きよう怖ふを感じたことはない。

　なにより、ハイヅカ自身がそんな体質とどうむきあってきたのかを知るいまは、それもまた当人の一部なのだと思うからだ。

「そんなに都合良く、相棒パートナー解消なんてさせません」

　アイリはヘヴンリーパレスで目まの当たりにしたハイヅカの凶運に、これまで以上に自分がそばにいる理由があるはずだと強く信じていた。
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　一方、部屋に戻もどったハイヅカもまた、荷物を片付けることもできず、壁かべ際ぎわにぼんやりと座すわり込んでいた。

　ヘヴンリーパレスの治ち療りようで、右肘を縫ぬわれ鎮ちん痛つう剤ざいを投とう与よされたことと、失血のせいで意識がどうにもぼんやりしているようだ。

　それでも眠ねむってしまえないのは、あまりにも強い怒りと自己嫌けん悪おのせいだ。

　何度もみる悪夢では、いつも幼い自分はコゲツと呼んだ少女を助けられない。ずっとそのことを後こう悔かいして、記憶を胸に刻みつけ故郷を出てきた。

　だが、あまりにも思わぬ形で突つきつけられた事実と真実に、ハイヅカは自分の心を見失いそうになる。

　どれほど記き憶おくをたぐろうとも、幼い頃ころの光景はただはかなく、美しく変質してしまっていた。

　聖戦器フアランクスを向けたあの青年と、記憶のなかの少女をうまく重ねられない。

　淡あわくもろそうな少女の笑えみの裏には、命を脅おびやかされる恐怖と、一族や故郷への憎にくしみが渦うず巻まき育っていたのだ。幼い自分はそのことにまったく気づけなかった。

　ただ、思い当たることは過去に一度だけあった。

　それは、コゲツが月の宣せん託たくを授さずかる儀ぎ式しきがあった翌日だ。

　彼女がいる座ざ敷しきに飾かざられた花が引きむしられ、割れた花器の上で踏ふみにじられた花びらの残ざん骸がいの上に血が点々と落ちていた。

　それを見つけ、息を吞のんだハイヅカをふり返ったコゲツの瞳ひとみは、炯けい々けいと獣けもののような鋭するどさで輝かがやき、強い光を宿していたのだ。

　いまならわかる。

　コゲツを支配したのは、抑おさえきれない恐怖と怒り。理り不ふ尽じんな重圧に捕とらえられままならぬ、自分への苛いら立だちだ。

　むしろあれこそが、コゲツが持つ本ほん性しようだったのだろう。

　カナリア用の鳥とり籠かごに、猛もう禽きんを閉じこめてきたようなものかもしれないとハイヅカは思い至った。

　だがどんな事情があったにせよ、自分の過去の行いをまったく悪びれていないコゲツの言葉には殺意すら抱いだいた。

　彼が『落日の礼拝』に関かかわっていたと知ったいま、どんな理由があろうともその行いを許すつもりはない。

　気づけば無意識のうちに、手首の下にあるうっすらとした痣あざに触ふれていた。

「……まさか、まだ本当にあいつと繫つながってたどころか、繫がれてたとはな」

　それはもはや想おもいを馳はせる印などではなく、忌いまわしい呪のろいの枷かせともいうべき証あかしだ。

　自分のやっかいな体質の元げん凶きようはわかったものの、コゲツが口にしたとおり呪じゆが返るのだとすると、すぐにケリをつけることも難しそうだった。

　だが、それすらも些さ細さいなことにしか思えない。ハイヅカのなかに生まれた怒りも失望も、いまは熱を失い大きく深く沈んでいく。

　肋ろつ骨こつの痛みもさることながら、心に重くのしかかる気き鬱うつに苦し紛まぎれの吐と息いきをついた。

　立ち上がる気力もわかないまま、だらしなく壁かべにもたれかかってはいたが、ハイヅカはどうしても気になることがあった。

『とても強く星の影えい響きようを受けてる』。コゲツがそう口にしたのはアイリのことだ。

　コゲツのそもそもの目的は、ヘヴンリーパレスの七聖守護物ザインタリスマンである『聖せい杯はい』に近づくことだったろう。

　だがリアムやディクソン家への関わり方を考えても、今回のコゲツの行動は途と中ちゆうで自らの計画を台無しにしてしまったようなものだ。

　時間をかけてディクソン家に入り込むことまでして、それを放ほう棄きした理由。

　コゲツの言葉や態度からして、アイリの存在や自分が関わったことがその一因だとも思える。

　なにより、コゲツがアイリに向ける興味は並ならぬものを感じさせた。

　アイリの星の気と、自分の陰いんの気が相そう殺さいしあうもの。

　──どうしてあいつはあんなにアイリに興味を持つ？　星の気っていうのは……幸運に繫がるものなのか？

　しかし本人ですら厭いとわしいと思っている、あふれっぱなしの幸運について、アイリ自身が詳くわしくわかっているならこれほど苦労しないだろう。

　このあとに控ひかえている報告書作成が頭をよぎったが、アイリについてのコゲツの言動は、まだ報告はしないほうがいいと、ハイヅカのカンは告げていた。

　ただでさえタロットとの関わりで、アイリは七聖府ザインでも特別に注目されている。

　さらに七聖守護物に関わるような情報が増えたとすれば、それこそ研究室送りにされても不思議はない。

　なによりもう一度コゲツに会って、アイリについての言葉をはっきりさせる必要があるように思えた。呪じゆ術じゆつの緒おで繫がっている、忌いま々いましい凶運体質について断たち切るのはその先でもいい。

　それにこの呪術の枷を解いたとしても、コゲツほどの術の使い手に返る呪じゆ詛そを一気に受けるとなれば、生きていられるかも怪あやしいものだとハイヅカは眉み間けんにシワを寄せた。

　うつむいたまま考えごとに没ぼつ頭とうしていると、ふいに部屋の扉とびらが叩たたかれる。

　それまで自分の不ふ機き嫌げんな空気を察してか、棚たなの上で眠っていた猫ねこのコバンが「ミャオン」と鳴いて玄げん関かんへ走っていく。

　コバンの態度で扉の向こうにはアイリがいるとわかったが、いまはなんとなく顔をあわせづらい。仕方なくハイヅカは引きずるように身を起こした。

「なんだ、ここへきたって今日はメシはねぇぞ」

「わかってますー！　なのでご飯を持ってきました」

　そういわれてしまえば断りづらくなり、しぶしぶハイヅカも玄関へと向かった。

　扉をあけるといつもと変わらぬようすのアイリが、袋ふくろを手にして立っている。

「ほら、ハイヅカさんも朝から食べてないでしょう。怪我けがもしてるんですから、ちゃんと食べないと」

　そういいながら、アイリは勝手知ったる調子で部屋にあがりこんでくる。

「いや……いまはメシとかそういう気分じゃ──」

　食しよく欲よくなど思い出しもしなかったハイヅカは、うんざりしながらアイリの手にする包みを見た。

「まさかその中身、缶かん詰づめとかお前の手料理とかいわないだろうな」

　その背中に声をかけると、アイリは急に得意そうな顔で、手にした袋をテーブルに置いた。

「もちろん違ちがいますよ！　ちゃんと食堂のおばちゃんに頼たのんで、持ち帰りでふたりぶん詰つめてもらいましたー」

「当然のように、自分の手料理を否定するのも女子としてアレだけどな。お前にしちゃまっとうな判断だ」

　アイリは「ハイヅカさんの文句はお見通しです」と返しつつ、お湯を沸わかしはじめると、コバンのご飯皿を棚から取り出す。

「で、ちゃっかり自分もここで食べてくつもりなのか」

　あまりに普ふ段だんとようすの変わらないアイリの振ふる舞まいに、ついさっきまでひたすら沈しずみ込んでいた思考から、少しずつ浮ふ上じようするのがわかった。

「……あ、そっか。お弁当だったら自分の部屋で食べても……まぁいいじゃないですか。すごく迷って選んだんですからねー。ひとり分ずつ分けてもらうなんて忘れてました。だいたい、『ひとりで冷たいものを食うな』っていったのハイヅカさんですよ」

　自分でもあまり覚えのない話を持ち出されて、ハイヅカはアイリを部屋から追い出すことをあきらめた。

　仕方なく台所へいき、右みぎ腕うでの不自由な自分のかわりに食事を皿に盛りつけるように、アイリに指示する。

「ほんとハイヅカさんて、意外なとこちゃんとしてますよね。育ったお家うちがすごくきちんとしてたとかですか」

　皿を並べつつ、アイリが切り出した。

　それはどことなく、話の糸口を探していたのだろうと思える、緊きん張ちようした問いかけではあった。

　アイリが口にする前から、いくつかの質問を覚かく悟ごはしていた。ハイヅカ自身、相棒パートナーの彼女にこれ以上隠かくしごとをするには限界があると、腹をくくってはいたのだ。

「とりあえず、座すわって食べろ。話はそれからする。だいたい朝から食ってないお前の腹の音が、黙だまっちゃいないだろうしな」

「は……まさか！　さっきの音、ここまで聞こえてたりとかしてませんよね？」

　本気で慌あわてるアイリに、ハイヅカは思わず苦く笑しようした。

　アイリを前にしていると、いつまでも思い悩なやんでいる自分が馬ば鹿からしくなる。

　まるで互たがいの性質で組み合わせられた相棒の効果が、精神にまで及およんでいるような気さえするほどだ。

　──俺には、まだしばらくこいつが必要ってことか。

　時おり無む駄だ口ぐちをはさみつつ、ふたりは食事を取った。

　皿の上には牛肉と青菜を炒いためたもの。魚の蒸むし物に、彩いろどり鮮あざやかな野菜のキッシュ。

　そうした料理の選び方を見れば、アイリがいつのまにか自分の食事の好みにまで詳しくなっているらしいことがわかる。

　思わぬところで、人に自分のことをわかられているというのは、奇き妙みようなくすぐったさがあった。

　口に食べ物を運べば、思い出したように空腹感に襲おそわれ、ハイヅカも遠えん慮りよなく食べることにした。

　食事を終え、ずっと聞きたかっただろう質問を我が慢まんしていたらしいアイリに、ハイヅカもすべてを隠してはおけないだろうと口をひらく。

「俺が生まれた家の『灰ハイ塚ヅカ』の姓せいは、ミッドパレスでは神職として扱あつかわれてる。月の宣せん託たくを受ける巫女みこに仕える家いえ柄がらだったんだ」

　その話を待っていたことを悟さとられぬように、だが興味は抑おさえられないといったようすでアイリがわずかに身を乗り出す。

「じゃあ、あのときリアム様がいってた、ミッドパレスの星ほし鎮ちん守じゆでもある巫女ってことですか？」

「そうだな、七聖府ザインからみれば、ミッドパレス内での信しん仰こうより星鎮守であることのほうが重大なんだろうが……」

　そして幼い頃ころの自分が、巫女であった少女を逃にがすつもりで一族を裏切ったこと。

　その当日に起きたのが『落日の礼拝』であり、自分のしたことが大きな引き金になった可能性があることを語った。

　話を聞く間、アイリはほとんど質問をさしはさむことなく、その表情はひどく真しん剣けんだった。

　自らの両親を亡なくした地で起きた事件に関かかわることだけに、他人ひと事ごととは思えないのかもしれない。

「私も、以前ミッドパレスのことは色々調べました。独自の文化を持ってることとか、『月』を信仰していることも知っています。でも、事件が起きる前から、この都市は閉へい鎖さ的ですよね。砂さ漠ばく地帯のフレイアパレスとも違って、外界と接せつ触しよくはしやすいのにあえてしないっていうか。書物もそうですけど、映像資料なんてほぼ皆かい無むでしたもん」

　アイリの言葉に、そういえば本来外務省配属予定だったことを思い出し、自分の短い話で理解が早いことに納なつ得とくする。

「でも……ちょっと待ってください。ってことは、月の巫女がコゲツで、ヘヴンリーパレスでは占せん術じゆつ師しでしたけど、『黒の七星旅団』の山羊やぎ頭とも同一人物だったってことで……でも、小さい頃ハイヅカさんは、その巫女の女の子を逃がしてあげるために──」

　つらつらと口にしたアイリは、なにかが頭をよぎったらしいはっとした顔でつぶやいた。

「まさか……ハイヅカさんの初はつ恋こいってこと？」

「いうな、それを」

　遮さえぎるように言葉を止めたが、アイリは動転したように視線を揺ゆらす。

「だってそれじゃ、あれもこれもそれも間ま違ちがえたっていうか、なんていうか三重苦みたいな……いやいや、そんなことを思ったりしちゃだめですよね的な」

　思考が止まらなくなってしまったようすのアイリに、ハイヅカはうなるように返す。

「お前は、人のどん底を確かく認にんしにきたのか？」

「そんなっ……いえ、もちろん、あの……慰なぐさめたいんですけど！」

「だいたい初恋なんて実らないうえ、色々いわれるもんだろ。それにひょっとして、お前の初恋がリアムだったとかいうなよ」

　普段からそれほど他人に心を開いているようすもないアイリが、リアムについていったことで本当に心配させられたことを思い出す。

　アイリは悲鳴まじりにそれを否定した。

「ないですよ！　それは絶対にないです。私がああいう人種のせいで、どれだけ学生時代苦労したかハイヅカさんは知らないから…………あ、でもそのぐらい痛い初恋ってことにしたら、ハイヅカさんも俺だけじゃないって浮上できる？　それもまた、同どう僚りようの思いやり……？」

　後半はほとんどひとりごとの体ていでぶつぶつもらすアイリのようすに、ハイヅカは頭が痛むというように眉間を押さえた。

「お前な、さっきからずれた思いやりがだだ漏もれてんぞ」

　思えば対人関係が得意なはずもないアイリに、まともな慰めを期待するほうが間違っているとハイヅカも悟った。

　それでもこの状じよう況きようで、一いつ緒しよになって深刻になられるよりはマシだと思えて、ハイヅカも少し救われた気持ちになる。

「でも、さっきの話で気になるんですけど、『落日の礼拝』以来、ミッドパレスの星鎮守や、七聖守護物ザインタリスマンについてはどうなってるんでしょう？」

　その疑問は自分も感じていたとハイヅカはうなずく。

「実際のところ、それはわからないままだな。『落日の礼拝』で、七聖府ザインが介かい入にゆうしたことからミッドパレスの七聖守護物や星鎮守に関わることについては、一いつ切さい公開されていない。事実『黒の七星旅団』に不覚をとったわけだから、七聖守護物の管理も七聖府に移管されてる可能性だってある」

　その言葉に、アイリはしばらくうつむきがちに考えているようだったが、ぱっと顔をあげると青あお紫むらさきの瞳ひとみをまっすぐに向けた。

「ハイヅカさん、このあと報告書を出しますよね？　だったら一度、ミッドパレスへ調査へ向かう必要があるって申しん告こくしませんか？」

　アイリの言葉は、ハイヅカの迷いを射い抜ぬくようなものだった。

　忌いまわしい思い出ばかりだと遠ざけてきた故郷だが、いつまでも逃げてはいられない。

　コゲツがあの土地へ呼び込んだ災さい厄やくの意味を知るためにも、対策室としてミッドパレスへ向かうべきなのかもしれないとハイヅカも考えていた。

「今回、ディクソン邸ていでの騒そう動どうで、俺の凶きよう運うんがお前の幸運と相そう殺さいされているのが事実だってのはわかった。落らく雷らいがあったときには、サイクスも一緒に雷かみなりを受けたし、他ほかにも被ひ害がいは甚じん大だいだった。つまり、俺と行動するってことはそれだけ危険な目に遭あうのと同じことで──」

　そのとき、ハイヅカの言葉を遮るようにアイリは口をひらいた。

「それはわかってます。だから、あのあとダリウスさんがそのことを話したとき、ハイヅカさんは相棒パートナーを解消したいって、そういうつもりなんだと思ってました」

　そう口にしたアイリには、すでに自分の心の揺れなど見み抜ぬかれているようだ。

「お前って、鈍にぶいのか意外に鋭するどいのかわかんねぇな」

　常々感じていたことを口にすると、アイリは心外だったのかむぅっと唇くちびるを尖とがらせる。

「確かにお前の言うとおり、それもあったかもしれない。でもまだ俺には、お前の幸運が必要なんだろうな」

「ハイヅカさん……」

「ミッドパレスのことを調べるにも、コゲツのあとを追うにも、まだしばらくアイリには相棒パートナーでいてもらいたい。俺の凶運からも、『黒の七星旅団』からも絶対に守ると約束する」
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　相棒解消を望まれると思っていたのだろう。

　アイリの大きな瞳は驚おどろきのせいか瞬またたきを忘れている。

　以前からアイリが、七聖守護物対策室や自分のために、役立ちたいと思ってくれていることはわかっていた。

　その厚こう意に甘えることにはなるが、まだ確かめなければならないことは山積みだ。

　そして、アイリはいまの自分にとって、誰だれよりも頼たのもしい相棒だといえる。

　ひっそりと顔をうつむけたアイリのようすが気になって、ハイヅカはテーブルから身を乗り出す。

「どうした？」

　どうやら小さく肩かたを震ふるわせて見えるアイリは、笑っているようだ。

「いえ。そうまでいわれちゃあ仕方ないですねぇ、と思って」

　してやったりとばかりに、顔をあげたアイリの頰ほおはわずかに紅潮し、口角がきゅっと吊つりあがる。

「ヘヴンリーパレスで、リアム様に人間守護物タリスマンみたいに扱われたときにはむっとしたんですけど。でも対策室で相棒としての立場からみたら、私もハイヅカさんを守ってるわけですよね？」

「……そうともいえるかもな」

　認めるのもしゃくなような、認めないわけにもいかない質問に、ハイヅカは眉まゆをしならせつつ同意する。するとアイリは瞳をきらめかせ、むんと背をそらした。

「いいですよ、今後も大船にのったつもりでいてください。どーんと守ってあげます！」

　そう宣言して、アイリは自分の胸をどんと叩たたく。

「お前な、なんだその鼻息の荒あらさは」

「んわっ！　あめてふがさいっ！」

　痛まないほうの手で、アイリの鼻をつまみあげると互たがいの視線がぶつかる。

　その瞳の色に、以前頭ず突つきをくらった記き憶おくがよみがえり一いつ瞬しゆんひやりとしたハイヅカは、ぱっと手を離はなして体を引いた。

「ずいぶん、読めるようになってきましたね」

　鼻の頭を赤くして不服そうにいうアイリは、それでもどこか嬉うれしそうだ。ハイヅカは少し困った気持ちになって、それは違ちがうと気づいた。

　自分でも思わぬことだったが、これは嬉しいという感情なのかもしれない。

　これだけの凶運体質で過ごしてきて、自分の側そばにいたいなどという奇き特とくな人間にはまずお目にかからなかった。

　だが目の前の小こ柄がらな相棒パートナーは、武器もろくにつかえないくせに自分を守るのだという。

　なのにそれを本気で受け止めている自分がいるのも本当だ。

「はいはい。そうまでいうなら、せいぜい期待させてもらうかな。じゃあ、まず手始めに、主任に提出する報告書を代筆してくれ。この通り右手が不自由だから、一枚も書けそうにないしな。怪我けが人に対して主任って鬼おにすぎるだろ」

　ハイヅカが真っ白なまま放ほうり出してある書類を視線で示すと、アイリは途と端たんに口もとをひきつらせた。

「そんなことまで知りませんよ。私だって報告書をこれから山盛り書かされるんですから！　だいたいハイヅカさん怪我したのって肘ひじなんだから、ペンぐらい持てるでしょう？」

「冷たい……それはお前、相棒パートナーとしての自覚が足りなくないか？　俺たちはいわば一心同体だ。つまり、それぞれを補い合ってこその相棒だってことじゃねえか……」

　しかしハイヅカの魂こん胆たんはお見通しなのか、アイリは食後のお茶をしっかり飲み干して立ち上がった。

「今日は私が食事を調達したので、食器の片づけはハイヅカさんどうぞ！　どうしてもお皿を割っちゃいそうだったら、報告書終わったあとでなら、片づけを手伝ってあげてもいいですよ？」

　そういってアイリが去り際ぎわにみせた表情には、これまでにない力強さがある。

　小こ憎にくたらしいほどゲンキンな笑え顔がおに、ハイヅカはとっとと出てけとばかりに左手を振ふった。

「あー、わかったわかった。皿を割りたくはないからな。あとで手伝いにきてくれ、腕うでが自由になり次し第だい、夕食で挽ばん回かいする」

　ハイヅカの提案に、アイリは振り返ると笑顔で敬礼を返した。

　どことなくはずんでいる足取りと背中を見送って、ハイヅカはいつの間にか少しだけ、胸の奥が軽くなっていることに気づく。

　アイリが訪ねてくるまで、重くのしかかっていた問題や疑問は山積みだった。

　もちろん状況などなにひとつ変わらない。

　過去の記憶や、コゲツの言葉と面おも差ざしを思い浮うかべれば、鈍い痛みが呼び覚まされる。

　それでも、前へ進む以外にないのだといまは思えた。

「まったく。俺も相当単純ってことか」

　補い合ってこその相棒パートナー。その言葉に噓うそはない。

　アイリの幸運体質にも隠かくされた秘密があるのなら、自分がその正体を突つき止めてみせると、ハイヅカは己おのれの胸に誓ちかった。







　あとがき




　このページを見てくださっている貴方あなたに、またこうしてお会いできまして光栄です。おかげさまで、こうして続巻が形になりました。

　今巻からタイトルに巻数がふられるようなので、この本は二冊目だということがとってもわかりやすくなっている……はず。

　なので一冊目を未読の方は、ぜひはじめからおつきあいいただけると幸いです！




　ちょうど一冊目の文庫を出していただいたときに、携けい帯たいアンケートにて、皆みな様さまのお言葉や幸運不運ネタをたくさん聞かせていただきました。

　その節は、本当にありがとうございます。

　もうこれが大変興味深く、いろんな巡めぐり合わせがあるものだと感じ入りました。

　私自身としては、恵めぐまれていないのがお天気運で、恵まれているのが対人運だと思います。なぜか私が関東にいくと、すんごく天気が荒あれます……。

　台風がきたり、雪がどっさりふったり。何故なぜなんだ。




　そしていまさらですが、このＦＯＷ（フォーチュン・オブ・ウィッカ）は『大だい凶きよう男子』と『幸運女子』が相棒パートナーを組んで、愉ゆ快かいな仲間たちとあれやこれやと任務に奔ほん走そうするお話です。

　今回は『対策室出張編』といった具合になっておりますが、タイトルの『初恋』につきましては……まぁいろいろと、ご意見ご感想があるのじゃないかなーと、びくびくしている次し第だいです（すみません！　すみません！）。

　でも大凶男の初はつ恋こいときたらこういうことなのかなと。

　本文未読の方は、ハイヅカのなにがどう気の毒なのかぜひ一読ください。




　個人的には、相変わらずスピリチュアルとか、不可思議現象とか、心しん霊れい現象とかにアンテナが向きがちです。

　よく周囲の人に「幽ゆう霊れいとか信じてるの？」と聞かれます。「信じていなくて怖こわくないから、怖いものを見たり読んだりするの？」と。

　いえいえいえ、めっちゃくちゃ怖いと思ってるんですよ！

　夜道で振ふりかえれなくなったり、髪かみを洗ってて鏡をみられなくなったり、扉とびらの隙すき間まが気になって閉めてしまったりする小心者です。

　世の様々な不思議は、総じて「あるんじゃないのかな」ぐらいの感覚で捉とらえておりまして、怖いモノみたさっていうんでしょうか、なぜか惹ひかれてしまうのですね。

　先日は弟に、手帳用のゾンビシールをもらってご満まん悦えつです。

　どうしよう、このすっごいことになってるシール。

「お休み」の予定シールにいたっては、もう永遠に休んでしまってる感じがステキです……。

　は、いけない。趣しゆ味みの話に突とつ入にゆうしてしまっては──！




　ともかく（強ごう引いんに話を戻もどす）、ものすごく暑い夏に制作された今巻です。

　このへばりがちな私が、めずらしく猛もう暑しよを無事に乗り切れたのは、日ひ頃ごろ整体でお世話になっているＩ先生のおかげです。

　そして薄葉カゲロー先生の、もはや神がかっている素す敵てきなカバー！

　嬉うれしさのあまり拝みながらひれ伏ふしつつ、今回は前巻でイラストがなかったアダムや室長も登場予定で楽しみです♪

　さらに、毎度的確なアドバイスとなごみを与あたえてくださる担当女史と、編集部の皆様、制作に関かかわってくださったすべての方に感謝しております。

　今巻を最後に、デビューから一いつ緒しよにがんばってきたノートパソコンが、とうとう引退いたしました。長い時間を一緒に過ごした、頼たのもしい相棒にもおつかれさまの気持ち。




　そしてこの物語におつきあいくださった読者様に、深く深くお礼を申し上げます。

　本を開いているあいだ、楽しんでくださることを願っております。

　このところやや時間におわれぎみで、サイトほかお手紙が滞とどこおってしまい誠まことに申し訳ないです。時間をつくりまして、必ずやお返事をなんとか！

　あきれずに、またおつきあいいただけると嬉しいです。




　そろそろ寒くなる季節だと思いますが、皆様もお体を大切に暖かくすごしてくださいね。

（誰だれよりも肝きもに銘めいじて、今年こそ風邪かぜを寄せつけないぞと意気込みつつ）
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